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表
紙
・
源
平
放
水
合
戦

(
岡
山
県
日
生
ひ在せ
町
)

水
を
掛
け
合
う
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は

数
々
あ
る
が
、
こ
の
放
水
合
戦
は
ス
ケ

ー
ル
が
大
き
い
。

湾
の
よ
う
な
日
生
港
の
海
面
に
七
鰻

す
つ
の
伝
馬
船
を
お
よ
そ
二
十

M
の
距

離
で
向
き
合
っ
て
並
べ
、
消
防
団
員
た

ち
が
自
の
シ
ャ
ツ
、
黒
の
胸
当
て
姿
で

42 

乗
り
込
む
。
商
側
の
岸
壁
に
並
ん
だ
こ

台
す
つ
の
消
防
車
か
ら
、
七
本
の
ホ

ス
が
伝
馬
船
の
船
首
ま
で
延
び
、
う
な

り
を
立
て
て
ポ
ン
プ
が
海
水
を
汲
み
上

げ
、
赤
旗
が
娠
り
下
ろ
さ
れ
た
瞬
間
、

互
い
に
相
手
に
向
か
っ
て
放
水
、
そ
れ

も
ま
と
も
に
水
平
射
ち
で
あ
る
。
ぶ
っ

飛
ば
さ
れ
そ
う
な
猛
烈
な
水
圧
に
耐
え

な
が
ら
、
相
手
の
伝
馬
船
め
か
け
て
水

平
に
射
ち
合
う
。
二
月
第
一
日
曜
の
冬

の
海
水
。
約
五
分
間
と
は
い
え
、
男
た

ち
は
震
え
上
が
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

食
紅
で
彩
ら
れ
た
赤
、
黄
、
緑
・・
七
色

の
放
水
が
空
吉
岡
く
弧
を
世
間
い
た
。

広
場
で
は
商
工
市
も
開
催
。
名
産
の

生
力
キ
一
万
個
が
そ
の
場
で
焼
か
れ
、

観
光
容
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

-
ぺ
ン
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平
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メ
ラ
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男



回兵庫県宝塚市
小学校区単位のコミュニティ活動で生まれた公園の開図式

Ias爾 'JII院副旭国圃圃圃圃圃圃圃圃
回北海道岩見沢市
「きれいなまちづくり」へ河川の清掃

国岡山県新圧村
「出雲街道新庄宿町づくりの会」による観光ガイド 園北海道沼田町

市民の活動がきっかけでできた「ほたるの皇」

国広島県高宮町 回兵庫県生野町
地域振興会の発案てe始まったr1人 1日1円募金J 「地域づくり生野塾Jが開催する「へL、くろう祭」

1・地域づくり2001年3月号



(産業経済部門〉 福井県勝山市 回大分県玖珠町
「恐竜王国 ・勝uJJを売り出した「恐竜エキスポふくい2000J 子供が伸び伸び育つことを願う「童話の里Jづくり

島根県海士町 国宮崎県高千穂町
「島じゃ常識」をキャッチフレーズにした「さざえカレー」 天王毛降臨神話の里で行われる「神話の高千穂建固まつりJ

宮崎県諸塚村 回鹿児島県山川町
林業振興の三セクが経営する特産品直売所 「花のまちづくり」の中心行事「フラワーフェスティ/{ル」

鹿児島県栗野町
活力的抗まちづくり

棚田と都市住民の産直交流のーコマ「田植え作業J 〈人づくり部門〉 群馬県高崎市
「高的中山道元気会」が主催する夜間イベン卜「闇市J

地額づくり2∞f年3月号・2



石
井
正
弘
岡山県知事

と
い
う
意
味
の
造
語
で
、
県
土
全
体
に
、
豊
か
な
人
材
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
に
支
え
ら
れ
た
、
全
国
に
類
を
見
な
い
需
給
両
面
に
わ
た
る
魅
力
的
な
市

場

(I
T
フ
ィ
ー
ル
ド
)
を
築
き
上
げ
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
上
で

I
T
を
活
用

し
た
経
済
活
動
や
社
会
生
活
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を
推
進
力
(
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
フ
ォ

l
ス
)
と
し
て
本
県
が
力
強
く
発
展

・
飛
躍
す
る
こ
と
を
目
指
す

-
冒
頭
エ
ッ
セ
ー

ア
イ
ト
ビ
ア
岡
山
の
実
現
を
目
指
し
て

夢
づ
く
り
県
政
の
推
進

巻頭エッセー

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
は
、
「
ア
イ
ト
ピ
ア
岡
山
」
の
実
現
で
す
。
ア
イ
ト

ピ
ア

(I
T
O
P
I
A
)
と
は
、

I
T
を
活
用
し
た
ユ

ー
ト
ピ
ア
(
理
想
郷
)

二
十
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
者
に
と
っ
て
、
二
十
一
世
紀
と
い
う
時

代
は
未
来
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
映
画
「
二

O
O
一
年
宇
宙
の
旅
」
で
描
か

れ
た
よ
う
に
、
宇
宙
旅
行
も
実
現
す
る
に
違
い
な
い
。
「
二
十
一
世
紀
」
と
い
う

言
葉
自
体
が
、
私
た
ち
に
そ
う
い
っ
た
夢
を
与
え
て
い
た
の
で
す
。

現
実
に
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
、
当
時
の
夢
の
す
べ
て
が
実
現
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

I
T
(情
報
技
術
)
革
命
の
急
速
な
進
展
、
さ
ら
に
は

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
進
歩
は
、
引
き
続
き
人
類
に
、

未
来
へ
の
大
い
な
る
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

一
方
、
地
方
行
政
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
二
十

一
世
紀
は
「
分
権
の
世
紀
」
、

す
な
わ
ち
「
地
方
の
世
紀
」
と
言
え
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
の

地
域
づ
く
り
の
夢
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
確
か
な
戦
略
を
う
ち
立
て
、

地
域
の
独
創
性
や
多
様
性
が
発
揮
さ
れ
る
真
に
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
先
般
、
全
国
に
先
駆
け
て
整
備
を
進
め
て
き
た
岡
山
情
報
ハ
イ

ウ
ェ
イ
を
生
か
し
た
高
度
情
報
化
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
今
後
三
年
間
を

目
途
に
、
I
T
に
関
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
方
向
と
課
題
を
戦
略
的
な

視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
「
お
か
や
ま

I
T
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

も
の
で
す
。

I
T
と
い
う
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
技
術
が
飛
躍
的
に
高
度
化
し
、
産
業

革
命
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
私
た
ち
の
社
会
経
済
活
動
を
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る

現
在
、
た
と
え
ば

I
T
S
(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
県
民
だ
れ
も
が
そ
の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
多
様
な

I
T
活
動
拠
点

・
環
境
の
整
備
や

I
T
特
別
経
済
区

(e

ト
ッ
プ

・
エ
リ
ア
)
の
形
成
な
ど
を
通
じ
て
、
本
県
の
経
済
活
性
化
に
も
結
び

つ
け
る
。
こ
う
い
っ
た
夢
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
、
独
創
的
な
工
夫
を
採
り

入
れ
な
が
ら
進
め
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く

り
の
在
り
方
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

新
た
な
夢
の
あ
る
社
会
は
、

他
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
描

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
努
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

私
は
、
こ
の
立
場
に
立
ち
、
今
後
も
県
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
岡
山
県
の

明
る
い
二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く
「
夢
づ
く
り
県
政
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す。

3⑨地獄づくり2∞T年3月号



地
域
づ
く
り
自
治
大
臣
表
彰
〈
受
賞
ね
団
体
〉

熔oづくり2∞T年3月号⑧4

西
国
自
治
相
、

活
動
と
功
績
た
た
え
る

地
域
づ
く
り

関
連
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
、

顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
地
方
公

共
団
体
、
広
域

行
政
圏
や
地
域

づ
く
り
団
体
を

た
た
え
る
平
成

十
二
年
度
地
域

づ
く
り
自
治
大
臣
表
彰
が
決
ま
り
、
昨
年
十
一
月
二

十
七
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
重
ね

ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
中
央
省
庁
再
編
を
前
に
し
て

自
治
大
臣
表
彰
の
名
称
と
し
て
は
最
後
に
当
た
っ
た
。

表
彰
部
門
は
前
回
と
同
じ
六
部
門
で
、
表
彰
団
体

は
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
九
団
体
、
「
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
五
団
体
、
「
世
界
に
開
か
れ

た
ま
ち
」
が
九
団
体
、
「
個
性
的
で
活
力
の
あ
る
広
域

域づくり自治大臣

行
政
圏
」
が
二
団
体
、
「
地
域
づ
く
り
団
体
」
が
十
三

団
体
、
「
優
良
情
報
化
団
体
」
が
五
団
体
、
合
わ
せ
て

四
十
三
団
体
と
な
っ
た
。
部
門
ご
と
の
表
彰
の
趣
旨

と
、
今
回
の
受
賞
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

-
住
民
参
加
の
ま
も
づ
く
り

住
民
の
積
極
的
な
参
加
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
を
表
彰
す
る
。

今
回
は
童
話
の
里
づ
く
り
の
中
で
多
く
の
児
童
文

化
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
て
き
た
町
、
小
学
校
区
単
位
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
っ
て
い
る
市
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

•• 
活
力
の
あ
る
ま
も
づ
く
り

地
域
の
自
立
を
目
指
し
、
人
づ
く
り
や
地
域
経
済

新
生
に
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
あ
ふ
れ

る
取
り
組
み
を
行
い
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
た
市
町

村
を
表
彰
す
る
。

@
人
づ
く
り
部
門

地
域
住
民
と
有
識
者
、
行
政
側
が
地
域
づ
く
り

・

産
業
お
こ
し
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
場
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
市
町
村
が
対
象
で
、
中
心
市
街
地
活
性

化
の
た
め
に
地
元
大
学
と
連
携
し
た
と
こ
ろ
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
商
店

街
庖
主
の
組
織
も
立
ち
上
が
っ
た
市
が
選
ば
れ
た
。

@
産
業
経
済
部
門

地
域
ぐ
る
み
の
新
産
業
創
出
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
村
が
対
象
で
、
特
産
品
か
ら
独
創
的
な
「
カ

を
開
発
し
た
町
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

レ
!
」

••• 
世
界
に
聞
か
れ
た
ま
も

「
地
域
国
際
化
」
に
お
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
市
町
村
と
民
間
団
体
を
表
彰
す
る
。

@
地
方
公
共
団
体
部
門

国
際
交
流

・
国
際
協
力
施
策
、
外
国
人
の
暮
ら
し

ゃ
す
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
化
の
推
進
に
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
が
対
象
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
建
設
す
る
運
動
を
進
め
て

い
る
町
や
、
在
住
外
国
人
を
支
援
す
る
「
小
さ
な
国

際
大
使
館
」
を
設
置
し
た
市
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

@
民
間
国
際
交
流
団
体
部
門

地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
化
の
推
進
に
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
非
営
利
団
体
が
対
象
。

ス
リ
ラ
ン
カ
と
イ
ン
ド
か
ら
児
童
を
招
き
、
学
校

訪
問
や
ホ

l
ム
ス
テ
イ
で
親
睦
を
図
っ
て
い
る
団
体



平成12年度地域づくり自治大臣表彰

@平成12年度受賞団体
・住民朝日のまちづくり
北海道岩見沢市北海道沼田町

兵庫県宝塚市 岡山県新庄村

大分県閃朱宙T 宮崎県高刊，割T

・活力のあるまちづくり
〈人づくり部門〉

群馬県高崎市

〈産業経済部門〉

福井県勝山市

鹿児島県栗野町

・世界に開かれたまち
〈地方公共団体部門〉

岩手県藤沢町 宮球県気仙沼市

山口県下関市 熊本県芦北町

〈民間国際交流団体部門〉

島根県松江市側公江市国際交沈協会

徳島県神山町神山町国際交流協会

福岡県北九州市制アジア女性交流・研究フォーラム

宮崎県延岡市 インド国襟子ども村「ハッピーノてリー」

・個個柁活力のある広蛸預盟 E団体

宮城県仙南I似或広域市町村圏

長野県飯f持桜掬五域市町村箇

.地蛾づくり団体 13団体

北海道倶知安町 くっちゃん未来21雪だるまの会

北海道上湧別町・遠軽町・丸瀬布町・白滝村湧別原野オ

ホーツク IOOkmクロスカントリースキー大会実行委員会

秋田県角館町角館企画集団トライアングル

福島県鮫川村夢楽会議21

東京都あきる里子市 草刈11;美谷自然人レース実行委員会
福井県丸岡田T 丸岡五徳会

長野県須坂市信州須坂町並みの会

京都府舞鶴市 まいづる肉じゃがまつり実行委員会

奈良県五係市新町塾

徳島県徳島市新町川を守る会

愛媛持双刷T夕焼けプラットホームコンサート運営委員会

高知県赤岡町土佐絵金歌舞伎伝承会

長崎;鞠1ノ浦町・勝本町・芦辺町・石田町壱岐サ
イクルフェスティパjレ実行委員会

・優良情報化団体

群馬県東村 神奈川県大和市

京都府園部町島根県赤凍町

な
ど
が
選
ば
れ
た
。

•••• 個
性
的
て
活
力
の
あ
る
広
域
行
政
圏

住
民
の
日
常
生
活
圏
の
拡
大
と
広
域
行
政
へ
の
住

民
ニ

i
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、
広
域
行
政
圏
を
地
域

振
興
の

一
つ
の
単
位
と
し
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
広
域
行
政
圏
を
表
彰
す
る
。

今
回
は
将
来
を
担
う
子
供
の
育
成
の
た
め
に
児
童

劇
団
を
設
立
し
た
広
域
圏
と
、
人
形
浄
瑠
璃
の
保
存

伝
承
の
拠
点
を
建
設
し
た
広
域
聞
が
選
ば
れ
た
。

・・・園田
地
域
づ
く
り
団
体

個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
住
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
団
体
を
表
彰
す
る
。

g団体

兵庫県生野町

広島県高宮町

鹿児島県山川町

5団体

B団体

埼玉県東松山市

宮崎県諸塚村島根県海土田T

今
回
は

「肉
じ
ゃ
が
発
祥
の
地
」
と
い
う
物
語
を

つ
く
っ
て
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
な

ど
が
選
ば
れ
た
。

・・・・・・
'

優
良
情
報
化
団
体

情
報
通
信
処
理
技
術
の
革
新
を
背
景
に
、
地
域
情

報
化
に
積
極
的
か
つ
先
進
的
に
取
り
組
み
、
地
域
振

興
施
策
や
住
民
福
祉
施
策
の
推
進
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
地
方
公
共
団
体
を
表
彰
す
る
。

今
回
は
バ
リ
ア
フ
リ
l
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構

築
し
た
市
や
、
高
速
通
信
網
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
た
村
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

•••• 
東
京
都
千
代
田
区
の
麹
町
会
館
で
聞
か
れ
た
表
彰

式
に
は
、
表
彰
団
体
の
市
町
村
長
や
地
域
づ
く
り
聞

体
代
表
が
参
列
し
、
西
国
司
自
治
相
(
当
時
)
が
受

賞
団
体
を
た
た
え
た
あ
と
、
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

続
い
て
各
部
門
ご
と
に
、
代
表
団
体
が
意
見
発
表

と
し
て
、
表
彰
理
由
と
な
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
や
苦
労
話
、
今
後
の
抱
負

を
熱
っ
ぽ
く
披
露
し
た
。
最
後
に
大
臣
表
彰
の
審
査

に
当
た
っ
た

「新
ふ
る
さ
と
づ
く
り
懇
談
会
」
の
伊

藤
善
市
康
長
が
「
地
域
密
着
性
、
発
展
性
、
独
創
性

の
三
つ
を
基
準
に
審
査
し
た
が
、

二
十
世
紀
最
後
の

表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
っ
た
。
地
域
づ
く
り

の
テ
l
マ
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
失
敗
を
お
そ
れ
ず
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
講
評
し
た
。

表
彰
式
の
あ
と
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
会

場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
さ
ら
な

る
前
進
と
飛
躍
を
語
り
合
う
歓
談
の
輸
が
広
が
っ
た
。

5団体

長野県塩尻市

5⑨地周づくり2001年3月号



『
童
話
め
里
づ
く
り
」
に
多
く
め
ワ
ル
ー
プ
が
活
躍

玖
珠
町
は
大
分
県
の
北
西
部
に
あ
り
、
中

央
に
は
筑
紫
次
郎
と
呼
ば
れ
る
筑
後
川
上
流

の
玖
珠
川
が
東
西
に
貫
流
し
て
い
る
。
高
速

道
路
に
よ
り
福
岡
市
ま
で
約
一
時
間
十
分
、

大
分
市
ま
で
約
一
時
間
に
位
置
し
、
東
西
約

二
七

・
一
J
、
南
北
一
二

・
五
J
、
総
面
積

は
大
分
県
内
で
二
番
目
の
二
八
六

・
四
四
平

方
キ
ロ
で
あ
る
。
そ
の
約
九

O
%が
山
林
、
原

野
の
山
間
の
町
で
、
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、

夏
季
は
高
温
多
湿
、
冬
季
は
凍
結
、
積
雪
が

見
ら
れ
る
。
人
口
は
約

一
万
九
千
人
で
あ
る
。

ビ
ュ

1
ト
や
、
そ
の
大
き
い
メ
サ
と
い
う

テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
状
の
地
形
で
、
わ
が

国
最
大
級
と
い
わ
れ
る
二
重
メ
サ
台
地
の
万

ね

ぎ

り

年
山
や
大
木
を
切
っ
た
後
の
形
に
見
え
る
切

か
ぷ

M

か
ん
せ
ん

株
山
、
扉
風
の
よ
う
に
岩
が
切
り
立
つ
岩
一扇

山
な
ど
が
一肩一
を
並
べ
る
よ
う
に
町
を
取
り
巻

い
て
い
る
。

久
留
島
武
彦
と

日
本
童
話
祭

本
町
の
先
駆
者
久
留
島
武
彦
翁
は
豊
後
森

玖珠町長

小林公明

藩
主
の
末
商
と
し
て
明
治
七
年
に
生
ま
れ
、

明
治
三
十
六
年
、
横
浜
の
教
会
で
子
供
た
ち

を
集
め
て
、
初
め
て
「
お
話
の
会
」
を
聞
い

た
。
こ
れ
が
翁
の
口
演
童
話
家
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

「
お
話
の
会
」

は
童
話
だ
け
で
な
く
、
童
謡

や
子
供
向
け
手
品
な
ど
も
盛
り
込
み
、
次
第

に
開
催
地
も
全
国
に
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

翁
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
訪
問
の
際
に
、
地
元
新

聞
に
「
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
ク
ル
シ
マ
、

オ
1
デ
ン
セ
で
語
る
」
と
、
ト
ッ
プ
記
事
で

掲
載
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

翁
は
、
「
書
く
」
童
話
で
は
な
く
「
話
す
」

童
話
に
カ
を
注
い
だ
た
め
、
彼
の
創
作
童
話

は
少
な
い
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
も
出
か
け
、

訪
ね
た
幼
稚
園
や
小
学
校
は
六
千
校
を
超
え

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

翁
の
口
演
童
話
行
脚
五
十
年
を
記
念
し
て
、

弟
子
た
ち
が
生
誕
地
の
本
町
で
昭
和
二
十
五

年
に
第
一
回
の
「
童
話
祭
」
を
開
催
し
、
そ

の
後
、
「
日
本
童
話
祭
」
と
名
称
を
変
え
、
半

世
紀
を
超
え
て
、
毎
年
、
続
け
ら
れ
て
い
る
。

会
場
も
当
初
の
一
会
場
か
ら
、
昭
和
五
十
年

ご
ろ
か
ら
は
四
会
場
と
な
っ
た
が
、
現
在
は

二
会
場
で
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
童
話
祭
も
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
か
ら
の

脱
皮
が
昭
和
三
十
二
年
ご
ろ
か
ら
言
わ
れ
始

め
、
低
迷
の
時
期
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
こ

の
間
に
児
童
文
化
サ
ー
ク
ル
が
い
く
つ
か
誕

生
し
、
祭
り
に
参
加
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ

り
、
昭
和
四
十
年
初
頭
か
ら
は
町
民
の
参
加

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
童
話
祭
を
盛
り

立
て
る
人
や
裾
野
が
広
が
っ
て
、
祭
り
は
活

性
化
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
、
こ
の
童
話
祭

の
精
神
を
生
か
し
た
「
童
話
の
塁
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祭
り

に
結
集
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

他
の
市
町
村
に
類
を

大
分
県
玖
珠
町

l
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見
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
し
よ
う
と
、
「
童
話
の

里
構
想
」
を
提
唱
し
、
子
供
た
ち
が
伸
び
伸

び
と
育
ち
遊
べ
る
里
を
つ
く
る
と
い
う
ま
ち

づ
く
り
が
町
民
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
は
国
土
庁
と
大
分
県
に

よ
っ
て
地
方
文
化
活
動
整
備
の
手
法
に
関
す

る
調
査
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
に
「
童

話
の
里
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
、
「
わ

ら
べ
の
館
」
を
建
設
し
た
。

多
く
の
サ
ー
ク
ル
が

誕
生童
話
祭
は
実
行
委
員
会
組
織
で
、
行
政
と

町
民
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
児
童
文
化
サ
ー
ク
ル
、

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
住
民
に
よ
る
運
営
委
員

会
が
会
場
ご
と
に
設
け
ら
れ
、
二
会
場
の
う

ち
、
三
島
会
場
は
約
六
百
人
、
河
川
敷
会
場

は
約
四
百
人
の
運
営
委
員
が
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
る
。

海
外
在
住
の
子
供
か
ら
応
募
も
あ
る
全
国

児
童
生
徒
俳
句
大
会
で
は
文
部
大
臣
賞
を
設

け
て
い
た
だ
き
、
「
お
と
ぎ
劇
場
」
で
は
影
絵

サ
ー
ク
ル
な
ど
各
種
サ
ー
ク
ル
の
共
同
活
動
、

「
手
作
り
遊
び
広
場
」
で
は
別
の
サ
ー
ク
ル
、

「
お
と
ぎ
登
山
」
は
地
元
住
民
の
会
と
い
っ
た



運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
数
多
く
の
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

竹
と
ん
ぼ
や
竹
馬
な
ど
を
子
供
た
ち
が
自

分
で
作
る
喜
び
を
味
わ
う
活
動
の
「
子
ど
も

の
遊
び
を
考
え
る
会
」
(
昭
和
四
十
九
年
結

成)、

二
十
四
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
新

春
子
ど
も
祭
り
や
お
と
ぎ
劇
場
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
「
わ
ら
べ
サ
ー
ク
ル
協
議
会
」
(
昭

和
五
十
二
年
)
、
童
話
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

担
当
し
て
い
る
「
玖
珠
少
年
少
女
合
唱
団
」

(
昭
和
五
十
三
年
)
、
全
国
募
集
に
よ
る
創
作

童
話
集
や
巡
回
わ
ら
べ
劇
場
で
本
の
読
み
聞

か
せ
活
動
を
し
て
い
る

「
つ
の
む
れ
文
庫
」

(
昭
和
五
十
六
年
)
な
ど
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
月

一
回
わ
ら
べ
の
館
で

「折

り
紙
教
室」

を
聞
い
て
い
る
主
婦
の
グ
ル

l

住民参加のまちづくり

プ
や
、
影
絵
を
上
演
し
て
い
る

「影
絵
サ
ー

ク
ル
わ
か
た
け
」
(
昭
和
六
十
三
年
)
、
西
日

本
子
ど
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

て
い
る
子
供
チ
1
ム
と
青
年
チ
l
ム
の
「
久

留
島
太
鼓
」
(
昭
和
六
十
三
年
)
が
挙
げ
ら
れ

ヲ匂
。ま

た
、
毎
週
日
曜
日
に
わ
ら
べ
の
館
で
お

話
会
を
開
催
し
て
い
る
「
ひ
こ
わ
の
会
」
(
平

成
二
年
)
は
、
久
留
島
武
彦
の

「彦
」、
和
や

か
の
「
和
」
と
波
紋
の

「輪
」
を
も

っ
て
名

づ
け
た
語
り
べ
の
会
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
も
童
話

祭
に
参
加
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

「
ひ
ま
わ
り
会
」
は
昭
和
六
十
年
に
結
成
さ

れ
、
花
で
い
っ
ぱ
い
運
動
や
、
童
話
の
里
に

ふ
さ
わ
し
く
、
童
話
の
主
人
公
を
題
材
に
し

た
石
像
を
八
体
設
置
し
て
き
た
。

「
つ
の
む
れ
会
」
は
童
話
祭
会
場
の
背
後
に

つ
の
む
れ

あ
る
角
埋
山
の
自
然
を
守
る
た
め
結
成
さ
れ
、

童
話
祭
行
事
の
ほ
か
、
角
埋
ク
リ
ー
ン
登
山、

自
然
観
察
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

「く
る
し
ま
水
軍
軒
先
市
実
行
委
員
会
」
(昭

和
六
十
二
年
結
成
)
は
三
島
会
場
周
辺
在
住

の
青
年
た
ち
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
四
月
か
ら

十
月
ま
で
の
毎
月
五
日
に
夜
市
を
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
、
旧
森
藩
主
久
留
島
(
来
島
)

氏
の
出
身
地
で
村
上
三
島
水
軍
の
本
拠
地
の

一
つ
で
あ
る
愛
媛
県
宮
窪
町
の
地
域
づ
く
り

グ
ル
ー
プ

「水
箪
ふ
る
さ
と
会
」
と
の
交
流

も
、
平
成
四
年
よ
り
行
っ
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」
は
、
童
話
祭

で
の
ほ
か
に
、
童
話
祭
会
場
と
な
っ
て
い
る

三
島
公
園
一
帯
の
史
跡
を
ふ
だ
ん
で
も
案
内

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
観
光
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
た
町
民
の

参
加
は
、
児
童
文
化
の
み
な
ら
ず
、
他
の
行

政
分
野
に
も
波
及
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
二
百
九
十
人
の

委
員
さ
ん
が
健
康
づ
く
り
健
康
運
動
、

啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
文
化
行

政
に
参
画
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
は
児

童
文
化
施
設
の
わ
ら
べ
の
館
や
文
化
ホ
1
ル

の
維
持

・
運
営
に
住
民
の
参
加
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
多
く
の
町
民
に
よ
り
話

し
合
い
の
中
か
ら
前
進
し
、
そ
こ
に
住
む
者

が
自
ら
行
動
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

次
代
の
主
人
公
で
あ
る
子
供
た
ち
が
明
る
く

伸
び
伸
び
と
育
つ
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
童

話
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
息
の
長
い
ま
ち

づ
く
り
な
の
で
あ
る
。

.【】調滋両市高~理園・・・・・・・・・・・・・・・・・
r.::E且話の里づくり」は玖珠町のまちづくりの

孟己テーマ、目標であり、日本童話祭の趣旨が

その基軸となっている。行事の運営のありかた

や開催日程など、常に議論し、反省を重ね、行政

と住民とが一体となった取り組みが進められて

いる。その中で、童話の里は自分たちの手てつく

るものとL、う憐軍も高まり、多くの児童文化サー

クルや地域おこしグループなどが生まれている。

時代の流れや激しい社会変化とともに、童話

祭には町の一大イベントとしての期待感や住民

ニーズが増大 ・多様化し、観光浮揚や地域産業

の振興といった地j或の活|全化への直接的な要望

も強くなっており、その複合性、多橡|全も求め

られる状況にある。

しかし、「児童文化の高揚と青少年の健全な育

成」をコンセプ卜とし、限られた日程の問に開

催される単独イベン卜に総合的な目的や効果を

直接に期待することは難しく、年聞を通じた議

論、検討が重ねられている。現在、担い手の不

足、開催会場など、新たな問題も浮上してきて

おり、開催形態を変化させながら発展していく

傾向にある、と言っていいであろう。

・玖珠町教育委員会生涯学習諜

7~地鼠づくり2∞T年 3 月号
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E
E

北
海
道
岩
見
沢
市

『

S
V
れい
ν
怠
ま
ち
」
を
市
民
と
協
働

河
川
め
環
境
保
全

「新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ
1
マ
と

し
て
、
市
民
の
提
案

・
意
見
を
施
策
に
反
映

さ
せ
、
市
民
と
の
協
働
を
実
践
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、

「き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」の

一
環
と
し
て
、
平
成
三
年
度
か
ら
市
街
地
を

流
れ
る
利
根
別
川
と
幾
春
別
川
の
自
然
環
境

の
保
全
と
美
化
活
動
を
、
市
民
と
行
政
が一

体
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
る
。

四
年
度
に

「利
根
別
川
を
き
れ
い
に
す
る

市
民
の
会
」
、
五
年
度
に
「幾
春
別
川
を
よ
く

す
る
市
民
の
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
、

河
川
の
消
掃
、
美
化
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。

ご
み
め
減
量
、

再
生
利
用

市
の
ご
み
処
理
三
原
則
(
「減
量
」「
再
生

利
用
」「
自
然
に
や
さ
し
い
処
理
」
)
を
踏
ま

え
て
、
平
成
三
年
度
に
ご
み
処
理
場
の
見
学

会
を
七
十
三
回
実
施
、
約
四
千
五
百
人
の
市

民
が
参
加
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

「ご

み
の
よ
り
よ
い
始
末
を
進
め
る
市
民
会
議
」

が
結
成
さ
れ
、
ご
み
の
減
量
化
と
再
生
利
用

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
十
年
度
の
市
民

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
霊
(
六
百
九
十
六

M

ラ
)
は
三
年
度
(
八
百
七
十
匂
)
に
比
較
し

て
大
幅
に
減
量
し
た
。

具
体
的
施
策
・
活
動

.
河
川
環
境
対
策

・
利
根
別
川
ク
リ
ー
ン

・
グ
リ
ー
ン
作
戦

(年

一
回
)

・
利
根
別
川
沿
い
の
草
刈
り
(
年
二
回
)

.
幾
春
別
川
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
壮
行
会

.
幾
春
別
川
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
(
年
二
回
)

・
幾
春
別
川
緑
の
回
廊
づ
く
り
(
年
一
回
)

.
ご
み
対
策

-
ご
み
の
祭
典
(
年
一
回
)

-
ご
み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
年
一
回
)

-
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
通
信
発
行
(
年
三

ー
五
回
)

幾
春
別
川
で
の
サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流

住
民
活
動
が
「
ほ
た

3AW里
」
整
備
促
す

旭観づ〈り2∞1年3月号・8

(;'たるの里を見学する子供たち

4 

ほ
た
る
保
護
条
例
的
制
定

平
成
二
年
に
「
第
三
次
総
合
振
興
計
画
」
を

策
定
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
町
内
を
七
つ
の
ゾ
l
ン
に
分

け
た
整
備
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
中
で

幌
新
地
区
を
「
自
然
体
験
学
習
ゾ
l
ン
」
と
位

置
づ
け
、
「
ほ
た
る
の
里
」
を
整
備
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
町
民
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
沼
田
町
ほ
た
る
研
究

会
」
の
活
動
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
ほ
た
る
を
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に
位
置
づ

け
、
道
内
初
の
「
ほ
た
る
保
護
条
例
」
を
制

定
し
、
町
を
挙
げ
て
自
然
を
守
り
育
て
て
い

く
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ほ
た
る
の
里
は
広
さ
八
お
、
人
工
水
路
、

ほ
た
る
観
賞
施
設
、
遊
歩
道
、
シ
ョ
ウ
ブ
園

な
ど
を
配
置
し
、
運
動
施
設
や
陶
芸
館
も
整

備
さ
れ
た
。

ほ
た
る
研
究
会
は
ほ
た
る
の
飼
育
、
放
流

ゃ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ほ
た
る
祭
り

で
の
説
明
な
ど
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

守
、
、
句
芯

3
展
開
ヘ

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
高
ま
り
、
雪
の
冷
気
を
利
用
し
た
米
の

低
温
貯
蔵
施
設
や
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
雪
を

利
用
す
る
方
法
を
研
究
す
る
利
雪
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
ほ
た
る
祭
り

-
各
種
施
設
整
備

・
幌
新
地
区
農
村
公
園

-
沼
田
町
ほ
た
る
学
習
館

-
オ
1
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
ほ
た
る
キ
ャ
ン
プ
」

.
米
穀
低
温
貯
留
乾
燥
調
整
施
設

4 



町
総
合
計
固
め
策
定
、
実
行
に
参
画

り
l
つ
む
ヨ
ヴ
プ
と
「
生
野
塾
」

平
成
六
年
に
但
潟
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
「
但
馬

・
理
想
の
都
の
祭
典
」
が
住

民
参
加
で
大
成
功
を
お
さ
め
、
こ
の
原
動
力

と
な
っ
た
行
政

・
住
民
の
一
体
感
を
持
ち
続

け
よ
う
と
、
折
し
も
改
定
時
期
を
迎
え
た
町

総
合
計
画
の
策
定
を
、
住
民
参
加
で
始
め
た
。

町
を
八
地
域
に
分
け
、
八
十
八
人
の
住
民

を
選
出
、
四
十
三
人
の
町
職
員
と
と
も
に
結

成
し
た
地
域
委
員
会
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
る
作
業
を
繰
り
返
し
、
平
成
八
年
九
月
に

第
四
次
総
合
計
画
を
完
成
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

が
詰
ま
っ
た
総
合
計
画
を
、
実
施
の
段
階
で

も
住
民
参
加
で
実
行
し
て
い
こ
う
と
、
平
成

九
年
六
月
、
住
民
と
町
職
員
で
構
成
す
る
「
地

域
づ
く
り
生
野
塾
」
を
発
足
さ
せ
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
む
ヴ
ブ
マ
ま
ち
づ
く
り

生
野
塾
は
九
つ
の
関
連
施
策
ご
と
に
九
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
、

月

て

二
回
の
会
議
を
聞
き
、
半
年
に
一
回

は
活
動
報
告
会
を
聞
い
て
情
報
交
換
し
て
い

る
。
現
在
は
第
二
期
の
生
野
塾
が
活
動
し
て

い
る
が
、
「
美
し
い
清
流
の
保
全
」
「
播
但
線

を
複
線
化
す
る
運
動
」
「総
合
的
な
健
康
福
祉

ゾ
l
ン
の
整
備
」
な
ど
、
施
策
の
実
現
に
向

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
積
極
的
に

住民参加のまちづくり

け
て
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
地
域
づ
く
り
生
野
塾

平
成
九
年
度
延
べ
百
八
回

平
成
十
年
度
延
べ
百
二
十
五
回

平
成
十
一
年
度
延
べ
八
十
九
回

-
町
並
み
景
観
形
成
の
啓
発

-
河
川
環
境
保
全
の
啓
発

-
鉄
道
の
利
用
促
進
活
動

.
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

地
域
づ
く
り
生
野
塾
一
活
動
報
告
会

年
七
月
ま
で
に
市
全
域
で
二
十
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
人
口
約
一

万
人
の
お
お
む
ね
小
学
校
区
を
単
位
と
し
、

従
来
の
自
治
会
、

P
T
A
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
参
加
す
る
市
民
横
断
的
な
連
帯

を
目
指
す
も
の
で
、
市
民
主
体
で
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
を
促
す
の
が
目
的
。
設
立
に
よ

っ
て
、
全
域
に
新
し
い
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が

広
が
り
、
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
用

水
路
へ
の
鯉
の
放
流
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。

七
つ
の
広
域
単
位
に
協
議
会
の
「
連
絡
会

議
」
も
組
織
さ
れ
た
。

市
政
ヘ
め
提
言
制
度

宝
塚
市
で
は
さ
ら
に
、
女
性
市
民
に
よ
る

市
政
へ
の
研
究
提
言
委
員
会
と
し
て
「
女
性

ボ
l
ド
」
を
つ
く
っ
た
り
、
「
健
康
」
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
情
報
」
「
安
全
安
心
」
と
い
っ
た

課
題
ご
と
の
市
民
の
研
究
提
言
委
員
会

「課

題
別
市
民
一

O
O人
委
員
会
」
を
つ
く
り
、

住
民
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

.
ま
ち
e

つ
く
り
協
議
会
補
助
事
業

.
情
報
誌
発
行

・
環
境
美
化
活
動

.
福
祉
活
動

四
地
区
に
『
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

小
学
校
区
単
位
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

昭
和
六
十
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を
発
足
さ
せ
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
五
年
に
小
学
校

区
単
位
の
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
い
う

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
全
市
民
に

提
唱
し
、
市
長
自
ら
が
二
年
を
か
け
て
全
小

学
校
区
域
を
回
っ
て
呼
び
か
け
た
。
次
第
に

設
立
地
区
が
広
が
り
、
平
成
七
年
の
阪
神

・

淡
路
大
震
災
も
契
機
と
な
っ
て
、
平
成
十

一

4 

花
粉
症
か
ら
身
を
守
る
住
民
の
地
域
緑
化
活
動

4 
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岡
山
県
新
庄
村

メ
ル
ヘ
じ
め
里
マ
音
風
景
ワ
ェ
ス
9

「
音
風
景
」
め
創
造

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
「
メ
ル
ヘ
ン
の

里
」
づ
く
り
に
着
手
し
、
「
音
風
景
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
地
域
お
こ
し
を
進
め
て
い
る
。

「
音
風
景
フ
ェ
ス
タ

-m
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新

庄
」
で
は
、
「
サ
ウ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
つ
く
ろ

う
」
「
立
田
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
五
つ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を

図
り
、
住
民
参
加
に
よ
り
成
功
さ
せ
て
い
る
。

住
民
団
体
に
よ

3
活
動
め
展
開

県
の
町
並
み
保
存
地
区
の
指
定
を
契
機
と

し
て
、
江
戸
時
代
の
出
雲
街
道
新
庄
宿
の
景

観
維
持
、
保
全
に
村
内
の
住
民
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
六
年
に
誕
生
し
た
「
出
雲
街
道
新
庄

宿
町
づ
く
り
の

会
」
は
、
脇
本
陣

き
し
ろ

「木
代
邸
」
(
村
の

附
有
形
文
化
財
)
の

間
管
理
や
観
光
ガ
イ

調
ド
、
小
川
や
公
園

上
の
清
掃
活
動
に
取

間
り
組
ん
で
い
る
。

鞘

ま

た

「

音

の

創

創
出
」
も
活
動
の
一

の作
つ
で
、
音
風
景
と

わ
な
る
風
鈴
や
芋
車

(
水
路
の
流
れ
で
回
転
さ
せ
て
中
の
サ
ト
イ

モ
の
皮
を
む
く
仕
掛
け
)
の
設
置
、
音
の
屋

号
の
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
音
風
景
に

は
関
心
が
高
く
、
音
風
景
フ
ェ
ス
タ
に
は
多

数
の
会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
音
風
景
フ
ェ
ス
タ
-m
メ
ル
ヘ
ン
の
皇
新
庄

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
五
コ

l
ス
)

-
音
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

-m
木
代
邸

.
音
風
景
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

-
出
雲
街
道
新
圧
宿
町
づ
く
り
の
会
の
活
動

.
観
光
ガ
イ
ド
活
動

・
環
境
整
備
活
動

-
芋
車
の
設
置
な
ど
に
よ
る
「
音
の
創
出
L

活
動

八
つ
め
住
民
自
治
組
織
と
連
携

振
興
会
を
通
じ
た
住
民
参
加

昭
和
四
十
七
年
以
降
、
町
内
に
八
つ
の
住

民
自
治
組
織
「
地
域
振
興
会
」
が
誕
生
し
、

町
で
は
振
興
会
と
の
対
話
の
場
と
し
て
地
域

振
興
懇
談
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
小
集

落
単
位
の
勉
強
会
を
聞
い
て
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
素
地
が
あ
っ
て
、
六
十
三
年
に
新

し
い
産
業
と
雇
用
創
出
の
た
め
に
「
虹
の
家
族

村
構
想
」
を
策
定
し
、
中
核
と
な
る
レ
ジ
ャ
ー

施
設
を
誘
致
す
る
際
に
は
、
住
民
組
織
が
用

4 
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地
交
渉
や
農
業
用
水
の
権
利
調
整
な
ど
に
当

た
り
、
町
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
や

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
六
次
産
品
開
発
を
進

め
、
グ
リ
ー
ン
ツ

1
リ
ズ
ム
を
定
着
さ
せ
た
。

地獄づくり2001年3月号⑩10

ま
た
、
平
成
二
年
に
「
全
町
公
園
化
構
想
」

を
策
定
し
、
振
興
会
ご
と
に
地
元
資
源
を
生

か
し
た
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
拠
点
レ
ジ
ャ

ー
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
相
乗
効

果
を
生
ん
で
い
る
。

高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス

こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
自
主
性
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、
諸
施

策
を
次
々
と
展
開
す
る
好
循
環
を
生
ん
で
い

る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
一
人
一
日
一
円
募
金

に
よ
る
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
や
フ
ラ
ワ
ー
ロ

l
ド
整
備
な
ど
、
振
興

会
が
提
案
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
案
を
行
政
が
後

押
し
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化

を
着
実
に
進
展
さ
せ
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
各
種
施
設
整
備

-
エ
コ
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
川
根
(
地
域
の
食
材

に
よ
る
料
理
の
提
供
な
ど
)

-
ほ
た
る
の
里
(
水
路
清
掃
、
学
習
会
、
ほ

た
る
ま
つ
り
)

・
面
山
森
林
公
園
(
都
市
住
民
と
の
交
流
)

・
た
か
み
や
湯
の
森
(
住
民
が
管
理
)

4 



天
孫
降
臨
め
神
話
マ
建
固
ま
つ
り

神
話
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

天
孫
降
臨
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
高
千
穂

町
に
は
、
神
楽
な
ど
の
伝
統
行
事
や
、
神
話

に
出
て
く
る
地
名
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
元

商
庖
街
と
青
年
団
で
は
、
観
光
客
が
減
少
す

る
冬
場
の
観
光
客
誘
致
対
策
と
し
て
、
昭
和

六
十

一
年
に
第

一
回
の

「神
話
の
高
千
穂
建

固
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

以
後
、
毎
年
続
け
ら
れ
、
平
成
十

一
年
に

マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
商
庖

街
若
手
が
実
行
委
員
会
を
結
成
し
た
と
き
か

ら
、
町
も
支
援
し
て
い
る
。
ま
つ
り
は
実
行

委
員
会
の
自
由
な
発
想
に
任
せ
ら
れ
、
歩
行

住民参加のまちづくり

者
天
国
、
神
々
の
パ
レ
ー
ド
、
神
楽
上
演
、

国
引
き
大
会
(
綱
引
き
)
な
ど
、
自
由
で
古

代
色
豊
か
な
ま
つ
り
に
育
っ
て
い
る
。

ま
た
、
天
岩
戸
神
社
秋
季
大
祭
に
お
け
る

「岩
戸
投
げ
大
会
」
や

「神
話
の
里
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、
神
話
な
ど
に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
を
、
住
民
の
積
極
的
な
運
営
参
加

で
運
営
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
町
内
各
層
が

一
丸
と
な

っ

て
ま
つ
り
を
企
画

・
運
営
し
、
地
域
の
伝
統

文
化
の
維
持

・
保
存
と
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。

交
流
事
業
ヘ
め
展
開

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
天
岩
戸
神
話
が
残

る
長
野
県
戸
隠
村
と
姉
妹
提
携
し
、
両
町
村

で
岩
戸
投
げ
大
会
や
小
中
学
生
の
ホ

l
ム
ス

テ
イ
を
通
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
観
光
名
所
と
し
て
、
町
内

各
所
に
神
楽
の
彫
像
や
レ
リ
ー
フ
を
設
置
し
、

「神
話
の
里

・
高
千
穂
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。

異
体
的
施
策
・
活
動

・
建
固
ま
つ
り

-
神
話
の
皇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-
長
野
県
戸
隠
村
と
の
姉
妹
交
流

・
町
内
各
所
に
神
楽
の
彫
像
、
レ
リ
ー
フ
の

設
置

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
花
壇
の
管
理

鹿
児
島
県
山
川
町

住
民
総
参
加
マ
花
め
ユ
ー
ト
ピ
ア

花
め
ま
ち
づ
く
り
へ
め
住
民
参
加

温
暖
な
気
候
を
利
用
し
た
切
り
花
生
産
が

古
く
か
ら
盛
ん
で
、
県
の
園
芸
施
設
や
日
本

最
大
級
の
花
の
テ

1
マ
パ

1
ク
も
立
地
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ

う
と
、
平
成
元
年
、
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
整
備

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
町
民
総
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
町
民
総
ぐ
る
み
運
動
で
は
、
主
要
道

路
の
道
路
端
へ
の
花
木
植
栽
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
子
供
会
に
よ
る
花
壇
の
管
理
、
各
学
校
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
あ
る
。
集
落
内
の
公
民

館
、
公
園
は
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
、
四
季
を
通
し
て
花
で
飾
ら
れ
、
家

庭
の
庭
先
な
ど
も
花
に
よ
る
装
飾
で
工
夫
さ

れ
て
い
る
。

花
の
テ

l
マ
パ

l
ク
周
辺
で
は
、
生
産
農

家
と
連
携
し
た
「
花
狩
り
」
や

「花
誘
便
(
郵

便
)
」
が
行
わ
れ
、
毎
年
三
月
に
は
全
国
で

一

番
早
い
花
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
開
催
さ
れ
、
ま
た
「
花

と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
よ
っ
て
、
花
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
町
民
の
意
識
を
高
め
て
い
る
。

4 

今
後
め
展
開

町
は
各
団
体
に
花
壇
の
管
理
を
依
頼
し
、

花
苗
の
配
布
と
花
壇
管
理
報
奨
金
を
支
払
つ

て
い
る
。

今
後
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
さ
ら
に
花

の
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
、
地
域
に
根
差
し

た
取
り
組
み
と
し
て
深
く
浸
透
さ
せ
、
花
の

ま
ち
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
観
光
や
産
業
の
起
爆
剤
と
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
花
と
ぴ
あ
山
川

・
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11@地鼠づくり2∞1年3月号
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〈
産
業
経
済
部
門
〉
島
根
県
海
士
町

l

島
じ
ゃ
常
識
『
今
、
ず
え
カ
レ
}
」
を
商
品
化

怠
即

e

海
士
町
は
、
島
根
半
島
の
北
東
約
六
十

1
八
十
キ
Jロ
の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
の

ど
う
ぜ
ん

中
で
島
前
三
島
の
中
央
に
位
置
す
る
「
中
の

島
」
で
あ
る
。
二
三
二

年
の
承
久
の
乱
に

敗
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
の
配
流
の
地
で
も
あ
る
。

面
積
三
三
・四
四
平
方
キ
ロ
の
小
さ
な
島
で
、
人

口
は
昭
和
二
十
五
年
の
約
七
千
人
を
最
高
に

減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
過
疎
化

・
高
齢
化

が
ど
ん
ど
ん
進
む
中
、
本
年
度
の
国
勢
調
査

で
は
約
二
千
七
百
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
は
、
漁
業

・
農
業
と
観
光
業
で

あ
る
が
、
漁
獲
量
の
減
少
と
市
場
価
格
の
低

迷
に
よ
り
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
く
、
農
業
に
お
い
て
も
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
で
遊
休
農
地
の
出
現
な
ど
多
く
の
問

題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

婦
人
加
工
グ
ルー
プ
が

研
錆
積
ん
て

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
と
し
て
、
ハ
ー
ド
先
行
の
基

盤
整
備
か
ら
、
観
光
や
特
産
品
開
発
と
一
体

海士町長

石倉郁郎

化
し
た
一
次
産
業
の
振
興
を
目
指
し
、
新
し

い
産
業
お
こ
し
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
「
島
じ
ゃ
常
識
『さ
ざ
え
カ

レ
l
』
」
の
開
発

・
製
造

・
販
売
で
あ
る
。
今

で
こ
そ
、
肉
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

以
前
は
高
価
で
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

代
用
品
と
し
て
地
場
資
源
の
サ
ザ
エ
を
使
用

し
た
「
さ
ざ
え
カ
レ

l
」
の
食
文
化
が
海
士

町
に
は
あ
っ
た
。
町
内
の
各
家
庭
で
古
く
か

ら
食
し
て
き
た
、
こ
の
「
さ
ざ
え
カ
レ

l
」

に
着
目
し
て
、
レ
ト
ル
ト
化
に
挑
戦
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
八
年
度
に
島
線

県
の
県
単
補
助
事
業
(
住
ん
で
幸
せ
し
ま
ね

づ
く
り
事
業
)
を
活
用
し
て
始
ま
っ
た
。
開

発
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
立
と
レ
シ
ピ
づ
く
り
を

専
門
家
に
委
託
し
、
試
食
品
づ
く
り
を
地
元

の
婦
人
加
工
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
み
、
材
料

の
切
り
方
や
だ
し
汁
の
取
り
方
と
い
っ
た
料

理
の
基
本
的
な
こ
と
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
三
年
間
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

当
初
は
レ
シ
ピ
ど
お
り
の
味
が
出
せ
ず
、

地
元
住
民
に
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
味
も
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

広
島
や
大
阪
な
ど
で
行
っ
た
試
食
販
売
会
で

は
多
く
の
評
価
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
味
の
安
定
化
に
向
け
て
研
鍛
を
積
み
な

が
ら
、
民
間
会
社
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査

や
レ
シ
ピ
の
数
値
化
、
食
品
製
造
販
売
に
関

す
る
衛
生
管
理
指
導
に
よ
っ
て
準
備
を
進
め

て
き
た
。
事
業
の
運
営
母
体
も
J
A
に
位
置

付
け
、
平
成
十
一

年
度
に
は
い
よ
い

よ
商
品
の
製
造
販

売
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。初

年
度
は
製
造

量
の
問
題
も
あ
っ

て
、
隠
岐
島
内
の

限
定
販
売
で
あ
っ

た
が
、
製
造
工
程

を
合
理
化
し
、
調

理
機
器
も
更
新
し

て
、
本
年
度
か
ら

は
島
外
で
の
販
路

も
開
拓
で
き
る
ま

で
に
な
り
、
順
調

な
滑
り
出
し
を
み

せ
て
い
る
。
販
売

開
始
以
来
、
あ
ら

ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
に

紹
介
さ
れ
、
「島
じ

地獄づくり2∞1年3同号⑨12

ゃ
常
識
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
海
士

町
の

P
R
役
と
し
て
も
大
い
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

婦
人
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
J
A
へ
の
委
託

事
業
へ
と
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
婦
人
グ



ル
ー
プ
が
雇
用
さ
れ
、
新
た
に
パ
1
ト
雇
用

も
生
ま
れ
る

一
方
、
原
材
料
品
の
地
元
生
産

量
の
拡
大
や
さ
ら
な
る
雇
用
の
拡
大
の
効
果

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
番
、
3
番
バ
ッ
タ
ー
商
昂
も

開
発ま
た
、
「
さ
ざ
え
カ
レ

l
」
の
製
造
販
売

が
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
意
識
変

革
へ
一
石
を
投
じ
、
次
の
展
開
に
意
欲
を
み

せ
る
人
た
ち
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。「
さ
ざ

え
カ
レ

l
」
の
開
発
は
、
町
の

一
番
バ
ッ
タ

ー
で
あ
り
、
続
く
二
番
バ
ッ
タ
ー
、

一一一
番
バ

ッ
タ
ー
の
呼
び
水
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
特
産
品
開
発
の
視
点
か
ら
、
全
国

名
水
百
選
の
「
天
川
の
水
」
を
活
用
し
た
もお

の
づ
く
り
に
着
目
し
、
地
元
酒
米
「
改
良
雄

活力のあるまちづくり

町
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
地
酒
づ
く
り
に
よ

う
ま
ざ
け

っ
て
、
海
士
の
旨
酒
「
承
久
の
宴
」
を
製
造

し
た
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
全
国
公
募

を
行

っ
た
た
め
、
海
士
町
の

P
R役
も
果
た

し
て
い
る
。
純
米
吟
醸
酒
の
上
品
で
キ
レ
の

あ
る
味
に
仕
上
が
り
、
土
産
口
聞
や
贈
り
物
と

し
て
地
元
住
民
も
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

イベントでの販売

ま
た
、

「岩
が
き
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
も
取

り
か
か
っ
た
。
山
石
が
き
は
、
全
国
市
場
で
も

天
然
物
の
取
り
引
き
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

資
源
が
少
な
い
た
め
に
市
場
は
大
き
く
な
い
。

と
こ
ろ
が
隣
の
西
ノ
島
町
で
岩
が
き
の
養
殖

に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、
島
前
三
町
村
の
中

で
岩
が
き
養
殖
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

三
町
村
の
生
産
者
で
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。

海
士
町
と
し
て
は
、
す
べ
て
が
手
作
業
で

あ
っ
た
岩
が
き
養
殖
の
作
業
工
程
の

一
部
機

械
化
を
検
討
し
、
生
産
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
洗
浄

・
種
分
け
の
機
械
開
発
を
進
め
る

と
と
も
に
、
岩
が
き
の

P
R
を
展
開
し
て
き

た
。
ま
た
、
生
産
者
側
も
養
殖
用
ロ

1
プ
の

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
、
住
民
の
意
識
づ
く
り

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
予
定
し
て
い
た
二
百
本

す
べ
て
を
完
売
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
と
し
て
ミ
ニ
岩
が
き

祭
り
を
開
催
し
、
関
係
者
を
集
め
て
養
殖
現

場
や
岩
が
き
の
成
長
状
況
の
視
察
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
商
品
開
発
研
修
生
が
作
っ
た
世
界

各
地
の
料
理
に
岩
が
き
を
組
み
込
ん
だ
料
理

E Jij.'.fjJ~副両虚n咽置圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園

専 門家のつくったレシピに基づいて、地元

のイベントで「さ~.えカレー」のPRを展

開するが、当初は狙いどおりの味が出せず、全

くの不評を買った。翌年度、レシピどおりの商

品づくりを目指し、再ひ専門家の指導をお願い

した。婦人グループが材料の切り方やだし汁の

取り方といった手持里の基本的なことから指導を

受けた。本町の担当職員も一緒になって、ンェフ

の指導を受け、ついにはフランス市有望もOKとい

うほど自f言をt寺つようになった。
こうして生まれたレシピどおりの味も、地元

住民の大半の人に受け入れてもらえなかった。

しかし、広島や大阪などのイベン卜の試館長売

では、消費者データからは7害lJi丘い方から評価

を得るという予想、L人上の結果を得た。地元の評

価も大切だが、あえて都市部の人たちの評価を

優先させた特徴のある味にこだわった結果が、

成功の要因のーっとも思われる。

こうした「さざえカレー」の取り組みは、ま

ちづくりの起爆剤になっており、これからも発

想や視点を変えて、さまぎまなことに取り組ん

でいきたい。

の
試
食
会
を
行
い
な
が
ら
、
岩
が
き
の
活
用

方
法
の
意
見
交
換
を
深
め
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地
元
で

も
岩
が
き
に
着
目
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。
岩
が
き
養
殖
が
企
業
化
さ
れ
、
雇

用
の
場
が
創
出
さ
れ
た
り
、
自
ら
事
業
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
の

U
J
I
タ
1
ン
を
促

進
し
、
定
住
対
策
に
も
つ
な
が
っ
て
き
て
お

り
、
町
と
し
て
も
引
き
続
き
支
援
を
続
け
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
町
は
、
平
成
一冗
年
度
か
ら
の
第
二
次
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
ホ
テ
ル
建
設
、
海

中
展
望
船
建
造
、
ス
キ
ュ
ー
バ

l
ダ
イ
ビ
ン

グ
関
連
施
設
整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
平
成
十
年
度
末
に
策
定
し
た

第
三
次
総
合
振
興
計
画
「
キ
ン
ニ
ャ
モ
ニ
ヤ

(
地
元
の
民
謡
)
の
変
」
は
、
こ
れ
ら
既
存

施
設
の
活
用
を
目
指
し
た
ソ
フ
ト
事
業
中
心

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
の
意
識
改
革
を
促
し
、
発
想
の
転
換

に
よ
る
地
元
の
見
直
し
、
地
域
資
源
の
活
用

と
い
う
精
神
の
基
に
、
「
人
づ
く
り
」
「
も
の

づ
く
り
」
「
健
康
づ
く
り
」
を
三
本
柱
と
し

て
、
交
流
を
核
と
し
た
事
業
の
展
開
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
視
点
を
変

え
た
着
眼
点
と
、
地
域
資
源
の
活
用
方
法
の

ア
イ
デ
ア
を
見
つ
け
る
た
め
に
始
め
た
商
品

開
発
研
修
生
制
度
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
編
成
に
よ
る
事
業
検
討
を
進
め
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
取
り
組
み

が
、
こ
の
た
び
の
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
誠
に
心
強
く
、
こ
れ
を
さ
ら
な
る

励
み
と
し
て
、
地
域
住
民
と

一
緒
に
な
っ
て

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
る
。

.海士町企画振興室
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市
街13
地IQ
め18
活15
性1;
化1m

学
生
ヴ
ル

l
ブ
が
活
躍

平
成
十
一
年
に
高
崎
市
が
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
き
、
市
立
高

崎
経
済
大
学
と
い
う
地
域
資
源
を
生
か
し
、

学
生
の
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ

う
と
い
う
発
想
か
ら
、
空
き
庖
舗
を
利
用
し

て
前
線
基
地
と
も
い
う
べ
き
「
た
か
さ
き
活

性
剤
本
舗
」
を
設
置
し
た
。

市
は
事
務
所
借
り
上
げ
の
仲
介
、
賃
貸
費

用
や
光
熱
水
資
の
負
担
な
ど
を
支
援
し
た
。

学
生
と
市
職
員
が
常
駐
し
、
市
民
に
立
ち
寄

っ
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
を

提
案
し
て
も
ら
っ
た
り
、
表
退
が
著
し

い
十
七
商
庖
街
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
、
土
地
利
用
状
況
や

空
き
庖
舗
状
況
の
調
査
、
商
庖
街
に
配

布
す
る
広
報
誌

『活
性
剤
だ
よ
り
』
の

発
行
、
高
崎
ま
つ
り
や
人
情
市
な
ど
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
行

っ
て
き
た
。

地
域
を
支
え

3
人
づ
く
り
ヘ

学
生
の
活
動
に
刺
激
を
受
け
て
、
地

元
商
庖
街
の
庖
主
た
ち
が
、
自
分
た
ち

で
商
庖
街
の
活
性
化
を
考
え
る

「高
崎

中
山
道
元
気
会
」
を
組
織
し
た
。
月
一

回
、
学
習
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

デ
パ
ー
ト
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

「
や
た
い
屋
」
を
若
手
経
営
者
に
運
営

さ
せ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
向
け
て
、
学

生
グ
ル
ー
プ
の
活
用
と
支
援
か
ら
始
ま

っ
た

こ
と
が
、
地
域
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
自
ら
考

え
実
行
す
る
人
材
を
生
む
活
動
へ
と
発
展
し
、

自
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま

っ
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

-
ま
ち
う
ち
再
生
総
合
支
援
事
業

「
た
か
さ
き
活
性
剤
本
舗
」
開
庖

「闇
市
」
(
ナ
イ
ト
パ
ザ
l
)
開
催

高崎中山道元気会のイベントr中山道お茶会」お寺めぐり

「
恐
竜
王
国
」
め
推
進

日
本
一
め
発
掘
地

福
井
県
が
平
成
元
年
か
ら
二
年
問
、
勝
山

市
北
谷
町
で
恐
竜
の
化
石
の
発
掘
を
行
っ
た

結
果
、
多
数
の
化
石
を
発
見
し
、
日
本

一
の

恐
竜
化
石
発
掘
地
と
な
っ
た
。
こ
の
地
域
資

源
を
生
か
し
、
新
し
い
観
光
施
設
の
整
備
に

よ
る
観
光
振
興
と
、
観
光
協
会
を
通
じ
た
恐
胡

竜
関
連
商
品
の
開
発

・
販
売
に
よ
る
産
業
の
引ン

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

約

平
成
十

一
年
度
に
は
、
観
光
施
設
整
備
事
即

業
と
し
て
観
光
案
内
所
兼
休
憩
所
、
恐
竜
ゲ
酬

l
ト
サ
イ
ン
、
恐
竜
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
を
設
置
此

し、

「恐
竜
王
国
・
勝
山
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ

引

プ
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
推
進
し
た
。

がス

勝
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
討

る
。

一円境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
た
。
市
で
は
、
こ
の

エ
キ
ス
ポ
を
契
機
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
機
運
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
荊

動
に
生
か
し
、
観
光
振
興
を
促
進
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

.
「
恐
竜
王
国

・
勝
山
」
推
進
事
業

-
十

一
年
度
H
恐
竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
な

ど

「
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
」
を
活
用

平
成
十
二
年
に
勝
山
市
に
県
立
恐
竜
博
物

館
が
完
成
、
こ
れ
を
記
念
し
て
こ
の
年
に
開

催
さ
れ
た

「恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ふ
く
い

2
0
0

0
」
で
は
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
設
置
、
観
光
情

報
の
発
信
や
、
関
連
グ
ツ
ズ
の
開
発

・
販
売

に
全
力
投
球
し
た
。

ま
た
、
市
民
レ
ベ
ル
で
エ
キ
ス
ポ
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
、
期
間
中
、
市
民
の
自
主
的
な
運

営
で
車
い
す
の
貸
し
出
し
ゃ
会
場
案
内
、
環

飽戚づくり2∞1年3月号⑧，14

-
十
二
年
度
H
勝
山
市
パ
ビ
リ
オ
ン
設
置
な

ド」

4 



宮
崎
県
諸
塚
村

林
業
立
村
ヘ
め
担
V
手
確
保

三
セ
つ
「
ウ
ヴ
ド
ピ
ア
諸
塚
」

山
林
が
村
の
九
五
%
を
占
め
る
諸
塚
村
は
、

「
林
業
立
村
」
を
目
標
と
し
て
き
た
が
、
木
材

価
格
の
低
迷
に
よ
る
生
産
者
の
意
欲
減
退
や

担
い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
平
成
二
年
に
、
若
い
担
い
手
集
団

と
し
て
全
国
で
も
珍
し
い

「
国
土
保
全
森
林

作
業
隊
」
を
創
設
。
村
内
の
林
業
後
継
者
五

人
を
採
用
し
、
公
務
員
に
準
じ
た
給
与

・
身

分
を
保
障
し
た
。

平
成
七
年
に
、
よ
り
強
固
な
組
織
と
す
る

た
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー

「
附
ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸

塚
」
に
改
組
、
二
十
五
人
を
雇
用
し
た
。
森

活力のあるまちづくり

林
の
適
正
管
理
を
行
う
公
益
事
業
を
中
心
に
、

特
産
口
聞
の
販
売
、
ハ
ー
プ
園
の
管
理
運
営
、

釜
茶
の
製
造
な
ど
の
収
益
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

牛
を
林
間
放
牧

平
成
八
年
か
ら
、
村
、
畜
産
農
家
、
大
学

の
協
力
で
、
山
林
管
理
の
省
力
化
と
牛
の
飼

育
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
的
に
、
山
林
で
和
牛

を
放
牧
す
る
研
究
も
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
年
度
に
旧
家
の
空
き
家
を

改
築
し
、
囲
炉
裏
や
か
ま
ど
、
五
右
衛
門
風

呂
な
ど
、
昔
の
農
家
の
暮
ら
し
を
再
現
し
た

宿
泊
施
設
を
整
備
し
た
。
こ
の
宿
泊
施
設
を

拠
点
に
、
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
や
茶
摘
み
を
体

験
し
て
も
ら
う
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
地

域
の
資
源
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

過
疎
化
・

高
齢
化
で
低
下
し
て
い
た
地
域

の
活
力
を
増
進
さ
せ
、
森
林
理
想
郷
づ
く
り

を
進
め
る
む
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
て

い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
設
立

.
林
産
部
門

・
特
産
品
直
販
部
門

.
畜
産
部
門

・
ハ
l
ブ
園
部
門

鹿
児
島
県
栗
野
間

棚
田
米
を
ヴ
号
、
ν
ド
化

特
産
晶
商
談
会
マ
好
評

栗
野
町
の
幸
団
地
区
は
、
北
固
な
が
ら
の
棚

田
が
残
っ
て
お
り
、
町
で
は
年
々
衰
退
す
る

農
業
の
活
性
化
と
情
報
発
信
を
目
指
し
て
き

た
。
平
成
七
年
に
高
知
県
で
聞
か
れ
た
第

一

回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
、
翌
年
、
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
た
「
む
ら
お
こ
し
特
産
品
商

談
会
」
に
町
と

J
A
が
参
加
し
て
棚
田
米
を

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
を
得
た
。

こ
れ
に
意
を
強
く
し
て
「
栗
野
町
幸
田
棚

田
米
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
ブ
ラ
ン
ド
化
、
取

引
先
デ
パ
ー
ト
で
販
売
す
る
ほ
か
、
県
内
外

で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
に
も
出
品
し
て
い
る
。

ま
た
産
直
交
流
と
し
て
、
鹿
児
島
県
内
の
家

族
に
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
収
穫
祭
ま
で

参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

純
白
二
色
め
日
本
酒

米
だ
け
で
は
東
北
に
勝
て
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
八
年
に
行
政
、
生
産
者
、
小
売

庄
で

「棚
田
米
で
酒
を
つ
く
る
会
」
を
発
足

さ
せ
た
。
棚
田
米
と
、
日
本
名
水
百
選
の
「丸

池
湧
水
L

、さ
ら
に
棚
田
か
ら
採
取
し
た
土
か

ら
分
離
し
て
取
り
出
し
た
酵
母
菌
の
三

つ
を
原
料
と
し
た
日
本
酒
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
平
成
九
年
に
焼
酎
王
国
・
鹿

児
島
で
は
初
の
日
本
酒
「
幸
寿
」
が
誕

生
。
第
二
弾
と
し
て
赤
米
と
焼
酎
麹
を

使
用
し
た
赤
色
の
日
本
酒
を
開
発
し
、

十

一
年
度
か
ら
「
朱
粋
」
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
売
り
出
し
た
が
、
健
康
に
良
い
と

さ
れ
る
ク
エ
ン
酸
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ

l
ル

を
含
ん
で
い
て
女
性
に
も
人
気
が
あ
り
、

ま
た
「
幸
寿
」
と
併
せ
て
紅
白
の
縁
起

物
と
し
て
販
路
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
棚
田
米
の
販
路
拡
大

・
日
本
酒
の
開
発

・
商
品
化

4 
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学
校
マ
家
庭
マ
、
町
挙
げ
マ
海
外
と
交
流

芦
北
町
は
熊
本
県
の
南
部
、
葦
北
郡
の
中

央
に
位
置
す
る
。
東
部
に
は
日
本
三
大
急
流

の
一
つ
球
磨
川
が
流
れ
、
西
部
に
は
不
知
火

海
を
挟
ん
で
天
草
諸
島
が
横
た
わ
り
、
美
し

い
海
と
緑
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
人
口
約
一
万
七
千
人
の
町
で
あ
る
。

そ
の
不
知
火
海
に
面
し
た
県
立
芦
北
海
岸

の
背
後
地
に
あ
る
「
芦
北
海
浜
総
合
公
園
」

に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ノ
ン

エ
ン
ジ
ン
カ

l
ト

「
ロ
ー
ラ
ー
リ
ュ

1
ジ

ユ
」
の
公
認
コ

l
ス
が
平
成
十
二
年
七
月
、

九
州
で
は
初
め
て
オ
ー
プ
ン
し
、
自
然
に
や

さ
し
い
乗
り
物
と
し
て
多
く
の
来
園
者
で
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、
近
世
初
頭
に
築
城
さ
れ
た
加
藤
清

正
公
ゆ
か
り
の
県
指
定
史
跡

・
佐
敷
城
跡
か

ら
は
平
成
八
年
、
の
ち
に
県
重
要
文
化
財
と

な
っ
た
「
天
下
泰
平
国
土
安
穏
」
の
文
字
入

り
鬼
瓦
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
城
跡
麓
に

日
本
一
の
大
瓦
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
、

各
地
に
世
界
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

芦北町長

竹崎一成

町
で
は
平
成
十

一
年
度
か
ら
の
十
年
間
を

期
間
と
す
る
第
四
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

「
人
と
自
然
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
タ
ウ
ン
あ
し
き

た
」
を
掲
げ
て
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
ふ
る

さ
と
に
誇
り
と
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に

学
校
建
設
の
募
金

芦
北
町
で
は
、
国
際
化
の
推
進
を
ま
ち
づ

く
り
の
柱
の
一
つ
に
据
え
る
た
め
、
平
成
七

年
度
に
町
長
の
諮
問
機
関
「
芦
北
町
国
際

化

・
国
際
交
流
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
一
一

カンボジア学校建設募金

年
間
の
検
討
を
経
て
将
来
の
国
際
化
に
つ
い

て
の
答
申
を
受
け
た
。
こ
の
中
に
「
国
際
化

・

国
際
交
流
の
基
礎
を
つ
く
る
べ
き
組
織
の
形

成
が
必
要
」
と
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
受
け
て
平
成
八
年
十
二
月
に
「
芦
北

町
国
際
交
流
友
の
会
」
が
発
足
し
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
国
際
化
・
国
際
交
流
推
進
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
。

友
の
会
で
は
、
さ
ら
に
活
動
の
充
実
や
取

り
組
み
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
平

成
十
年
度
に
各
分
野
ご
と
の
部
会
を
設
置
し
、

よ
り
組
織
が
充
実
し
た
「
芦
北
町
国
際
交
流

協
会
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。

協
会
で
は
、
内
戦
で
教
育
環
境
が
荒
廃
し

て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
建
て
る
た
め

の
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
結

果
、
平
成
十
三
年
三
月
末
に
は
現
地
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
念
願
の
小
学
校
が
完
成
し
、
開
校
式

が
開
催
で
き
る
運
び
と
な

っ
た
。

こ
の
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
募
金
運

動
」
は
当
初
、
町
立
佐
敷
小
学
校
で
児
童
た

ち
の
自
主
的
な
話
し
合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
、

毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、
売

上
金
の

一
部
を
募
金
と
し
た
の
が
始
ま
り
で

あ

っ
た
。

そ
の
後
、
協
会
が
主
体
と
な
り
、
夏
祭
り

〈
地
方
公
共
団
体
部
門
〉
熊
本
県
芦
北
町

l
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や
町
内
で
実
施
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
募
金
箱
を
設
置
し
、
地
域
の
子
供
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
活
動

は
次
第
に
町
内
各
学
校
へ
、
全
町
民
へ
と
広

が
り
、
募
金
開
始
か
ら
約
三
年
半
で
目
標
額

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
募
金
活
動
で
は
、
町
外
の
あ
る
県
立

高
同
窓
会
有
志
の
方
々
か
ら
恩
師
を
追
悼
す

る
文
集
の
売
上
金
の

一
部
が
募
金
に
寄
せ
ら

れ
、
ほ
か
に
も
匿
名
で
多
数
の
方
か
ら
多
額

な
募
金
を
い
た
だ
い
た
。
ま
さ
に
町
民
挙
げ

て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
募
金
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
地
域
の
国
際
化
と
い
う
場
合
、
そ

の
活
動
に
は
国
際
交
流
、
国
際
協
力
、
国
際

支
援
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

学
校
建
設
は
こ
の
う
ち
の
国
際
支
援
に
当
た

る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
の
国
際
交
流
や
国

際
協
力
に
つ
い
て
も
、
わ
が
町
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

町
民
参
加
型
の

国
際
交
流

国
際
交
流
で
は
中
学
生
か
ら
成
人
ま
で
、

幅
広
い
年
代
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
中
学
生

を
対
象
と
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
と
米
国
モ
ン
タ

ナ
州
へ
の
派
遣
事
業
、
国
際
理
解
人
の
育
成

を
目
的
と
し
た
教
職
員

・

般
町
民

・
町
職



員
の
英
国
海
外
派
遣
事
業
、
内
同
業
後
継
者
の

た
め
の
海
外
視
察
研
修
事
業
、
そ
し
て
文
化

交
流
を
目
指
し
た
地
元
伝
統
芸
能
「
棒
踊

り
」
保
存
会
の
ハ
ワ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
使
節

派
遣
な
ど
、
町
民
各
層
で
交
流
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
自
ら
積
極
的
な
ホ

l
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
年
に
よ

っ
て
人
数
に
違
い
が
あ
る
が
、
十
一
年
度
の

場
合
は
五
カ
国
か
ら
三
百
人
近
い
外
国
人
が

訪
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
滞
在
し
た
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
方
々
と
の
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
づ
く
り

が
進
ん
で
い
る
。

国
際
協
力
で
は
、
熊
本
県
が
実
施
す
る
海

外
技
術
研
修
員
受
け
入
れ
事
業
と
し
て
、
毎

年
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
本
年
度
は
芦
北
町
の
小
学
校
で
実

-[ ]言動冒茄重綱園・・・・・・・・・・・・・・
本 町の国際交流は、芦北町国際交流協会を

中心に、さまぎまな場面で展開されてい

世界に開かれたまち

務
研
修
が
行
わ
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
師
た

ち
が
教
育
現
場
で
の
研
修
を
重
ね
た
が
、
児

童
た
ち
も
外
国
の
先
生
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

芦
北
町
は
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

町
に
あ
る
県
立
芦
北
高
校
林
業
科
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
学
習
と
し
て
、
乱
伐
さ
れ
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
熱
帯
雨
林
で
の
植
林
活
動
に
取

り
組
み
、
苗
木
購
入
の
た
め
の
使
用
済
み
テ

レ
ホ
ン
カ

1
ド
を
収
集
し
た
り
、
実
際
に
現

地
で
の
植
林
作
業
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ

も
海
外
協
力
の
一
つ
と
い
え
る
が
、
こ
の
「
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
森
づ
く
り
活
動
」
は
、
町
民
の
自

然
保
護
意
識
の
高
揚
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
国
際
協
力
で
は
、
町
か
ら
エ
ジ
プ

ト
、
コ
ス
タ
リ
カ
な
ど
に
青
年
海
外
協
力
隊

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
こ

で
町
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
に
町
職

る。

協会でこれまでに取り組んできた事業には、

インドネシア、英国、ドイツからのホームステイ

の受け入れや、町民を対象とした外国語講座の

開催などがあり、身近な国際交流を図っている。

また、募金活動で建設したカンボジア学校へ

は、今年3月末に会員を漏重して開校式に列席

し、カンボジアの子イ共たちとの交流活動も行い、

王見地とのつながりを深めることになっている。

このほかにも、協会は、;毎外を見聞し、理解

することで本調丁のグローノ¥}レ化の先導者となる

人材を育成するために、岡Tが主催する英国海外

派遣事業に会員を参加させている。

県立芦北高校では、今年度も 9人程度が3月

下旬から、フィリピンの森づくりのボランティ

ア体験学習に参加する予定である。

このように、本町の国際化は各学校や団体は

もちろんのこと、町民を含めた町全体で取り組

んでおり、その推進・展開にあたっては多大な

協力を得ている。

員
が
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
、
派
遣
中
の

身
分
と
帰
国
後
の
職
場
復
帰
を
保
証
す
る

「外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣

さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
」
を

平
成
十
二
年
六
月
に
制
定
し
た
。
町
村
レ
ベ

ル
で
は
全
国
で
も
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
と
自

負
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
際
交
流
の
取
り
組
み
の
特

徴
と
し
て
、
例
年
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成
七
年
度
に
は
、
世
界
の
料
理
や
音
楽

を
町
民
と
と
も
に
楽
し
む

「国
際
交
流
フ
ェ

ア
1
m
芦
北
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
海

外
二
十
二
カ
国
か
ら
の
留
学
生
や
研
修
生
を

は
じ
め
地
元
親
子
約
三
百
人
が
参
加
、
食
文

化
を
通
し
た
町
民
と
の
交
流
が
持
た
れ
た
。

-芦北町企画財政総

国際青少年音楽フェスティノてル

平
成
九
年
度
に
は
、
厚
生
省
の
指
定
を
受

け
て
い
る
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、

「世
界
障
害
者
絵
画
展
」
が
聞
か
れ
た
。
世
界

四
十
三
カ
国
の
絵
画
百
九
十
三
点
を

一
堂
に

展
示
し
た
世
界
最
大
級
の
絵
画
展
と
な
り

感
動
の
輸
が
芦
北
か
ら
世
界
へ
広
が
っ
た
。

ま
た
、
外
務
省
と
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
、
平
成
七
年
度
に
「
外
交
ク

ラ
ブ
国
際
化

・
国
際
交
流
出
芦
北
」
を
、
十

一
年
度
に
は
「
国
際
交
流
か
ら
国
際
協
力
へ

|
芦
北
か
ら
始
ま
る
国
際
支
援
」
を
テ

1
マ

と
す
る

「外
交
の
窓

mあ
し
き
た
」
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
「熊
本
国
際
青
少
年
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、
現
在
も
な
お
、
多
彩

な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
建
設
募
金
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
二

校
目
に
向
け
活
動
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

芦
北
町
に
お
け
る
国
際
化

・
国
際
交
流
事

業
は
「
世
界
の
平
和
、
地
球
上
の
人
類
が
全

て
幸
せ
に
な
る
こ
と
」
が
基
本
的
な
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る
。
町
民
と

一
体
と
な
っ
た
活
動

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
自
治
大
臣
表
彰
受
賞

と
な
り
、
町
民

一
向
、
さ
ら
な
る
活
動
の
展

開
に
向
け
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

芦
北
町
の
国
際
化
活
動
は
、

二
十

一
世
紀

に
お
い
て
も
、
行
政
、
町
民
が

一
体
と
な

っ

た
活
動
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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英
語
講
師
め
招
へ
い
ν
が
予
っ
か
け

地
域
に
根
差
し
た
世
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
英
語
講
師
を
招
へ
い
し

た
。
当
時
、
自
治
体
独
自
で
外
国
か
ら
講
師

を
招
く
例
は
あ
ま
り
な
く
、
先
駆
的
役
割
を

演
じ
た
。
現
在
ま
で
に
十

一
組
二
十
二
人
を

招
い
た
が
、
帰
国
し
た
講
師
が
高
校
生
を
引

率
し
て
日
本
を
訪
れ
、
藤
沢
町
で
ホ

1
ム
ス

テ
イ
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
現
地
に
共
同
で

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
た
り
、

三
つ
の

高
校
に
友
情
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
石
灯
箆
を

寄
贈
し
て
い
る
。

平
成
九
年
度
か
ら
は
フ
ィ
ジ
!
と
の
交
流

も
始
ま
り
、
陶
芸
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
り
、

小
学
校
同
士
の
絵
画
交
流
に
発
展
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
ち
交
流

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
も
行
わ
れ
て

い
る
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

入
学
生
の
研
修
受
け
入
れ
が
目
的
だ
が
、
民

族
楽
器
演
奏
者
を
招
き
、
学
校
や
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
な
ど
で
演
奏
会
を
聞
い
た
り
、
ベ

ト
ナ
ム
の
文
化
、
生
活
慣
習
の
理
解
を
深
め

る
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い
た
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
英
語
講
師
の
独
自
招
へ
い

・
中
高
生
ホ

l
ム
ス
テ
イ
短
期
留
学
事
業

.
日
越
教
育
交
流
事
業

ωベ
ト
ナ
ム
・
ホ
l
チ
ミ
ン
市
か
ら
の
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
招
へ
い
事
業

mオ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
藤
沢
町
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
|
ハ
ウ
ス
建
設

-
フ
ィ
ジ

l
国
際
交
流

事
業
・
郷
土
芸
能
海
外
公
演

.
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活

用
事
業

・
日
本
庭
園
支
援
事
業

.
町
民
の
翼
海
外
研
修

事
業

推 ・
進国
際
友
好
親
善
の
町

-
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

高
校
と
の
友
好
協
定
締

結

世
界
に
聞
か
れ
た
国
際
水
産
文
化
都
市

漁
業
・
水
産
研
修
生
を
受
け
入
れ

全
国
屈
指
の
漁
業
基
地
で
あ
る
気
仙
沼
市

の
優
れ
た
技
術
、
と
く
に
水
産
加
工
と
遠
洋

漁
業
の
技
術
指
導
を
通
し
て
、
友
好
関
係
先

の
都
市
の
経
済
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
水

産
関
係
者
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
漁
業

・

水
産
加
工
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

平
成
七
年
度
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

漁
業
研
修
生
を
、
十
年
度
か
ら
は
中
国

・
漸

江
省
舟
山
市
か
ら
水
産
加
工
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
一
方
、
舟
山
市
に
は
隔
年
で
訪
問
団

を
派
遣
し
て
い
る
。

「小
-4
・
、
怠
国
際
大
使
館
」

漁
業

・
水
産
加
工
研
修
生
の
受
け
入
れ
と

れ

他紙づくり2∞T年3月号⑨，18

は
別
に
、
平
成
四
年
度
か
ら
中
学
生
を
米
国

シ
ア
ト
ル
市
に
派
遣
し
て
い
る
。
中
学
生
ら

は
現
地
の
家
庭
に
ホ

l
ム
ス
テ
イ
し
、
各
種

の
交
流
を
通
じ
て
国
際
感
覚
を
学
ん
で
い
る
。

気
仙
沼
市
の
国
際
交
流
活
動
で
特
筆
す
べ

き
は
、
平
成
十
二
年
六
月
に
設
置
し
た
「
気

仙
沼
市
小
さ
な
大
使
館
」
で
あ
る
。
再
開
発

ビ
ル
内
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
り
、

運
営
は

一
般
市
民
か
ら
募
集
し
た
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当
た
る
。
主
に
市
内
在
住

の
外
国
人
の
た
め
に
、
相
談
業
務
(
月
一

回
)
、
行
政
情
報
の
提
供
(
随
時
)
、
日
本
語
教

室
(
月
二
回
)
、
各
種
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
市
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
在
住

外
国
人
の
た
め
の
コ

ン

サ
ー
ト
も
聞
い
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
米
国
シ
ア
ト
ル
市

へ

中
学
生
派
遣

-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

の
漁
業
研
修
生
受
け
入

4 

-
中
国
・
舟
山
市
か
ら

の
水
産
加
工
技
術
研
修

生
受
け
入
れ

-
小
さ
な
国
際
大
使
館

運
営
事
業

4 



出
企
E
陵
を
縫
う
ス
リ
ー
デ
l
マ
ー
チ

外
国
か
ら
の
参
加
者
も
多
い
日
本
ス
リ
ー
デ
|
マ
ー
チ

世
界
第
二
め
規
模
に
成
長

ウ
ォ

1
キ
ン
グ
の
大
会
「
日
本
ス
リ

l
デ

l
マ
l
チ
」
を
昭
和
五
十
五
年
か
ら
開
催
し

て
い
る
。
当
初
は
五
千
人
程
度
の
参
加
者
だ

っ
た
が
、
二
十
年
を
重
ね
る
う
ち
に
大
き
く

成
長
し
、
第
二
十
二
回
大
会
で
は
海
外
二
十

カ
国
百
四
十
八
人
を
含
め
、
八
万
人
以
上
が

参
加
す
る
世
界
第
二
の
規
模
と
な
っ
た
。

コ
ー
ス
設
定
は
、
地
域
の
特
色
を
十
分
に

生
か
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

和
紙
の
皇

・
武
蔵
嵐
山

ル
1
ト
、
吉
見
百

世界に開かれたまち

{
八
・
森
林
公
園
ル

l
ト
、
都
幾
川
・
千

年
谷
公
園
ル

1
ト
な
ど
、
東
松
山
市
を

中
心
と
す
る
豊
か
な
自
然
に
固
ま
れ
た

比
企
丘
陵
地
域
を
開
催
地
域
と
し
て
い

ヲ

Q

。大
会
運
営
は
す
べ
て
市
民
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
、
東
松
山
市
国

際
交
流
協
会
や
地
元
住
民
が
語
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ホ

l
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

な
ど
に
協
力
し
、
市
民
に
よ
る
草
の
根

レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
商
庖
街
で
は
期
間
中
、
ナ

イ
ト
バ
ザ

1
ル
を
開
催
し
、
中
央
会
場

の
特
設
テ
ン
ト
で
は
地
場
名
産
の
販
売

を
行
う
な
ど
、
経
済
効
果
も
大
き
い
。

発
祥
め
地
・
オ
-
つ
、

uqと
め
支
流

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
大
会
発
祥
の
地
で
あ
り
、

世
界
最
大
の
大
会

「イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
フ
ォ

l
デ

l
ズ

・
マ
l
チ
」
の
開
催
地

で
あ
る
オ
ラ
ン
タ

・
ナ
イ
メ

l
へ
ン
市
と
は
、

昭
和
五
十
六
年
か
ら
国
際
交
流
を
重
ね
、
平

成
八
年
に
は
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
を
し
た
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
日
本
ス
リ

l
デ

l
マ
l
チ
の
開
催

-
オ
ラ
ン
ダ

・
ナ
イ
メ

l
へ
ン
市

「イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
フ
ォ

l
デ

1
ズ

・
マ
ー

チ
」

へ
の
市
民
訪
問

山
口
県
下
関
市

イ、
ν
9
1ネ
ヴ
ト
マ
国
際
交
流

ト
ル
コ
伝
統
芸
能
団
「
ラ
・
ベ
ル
」
下
関
公
演

姉
妹
提
携
先
を
探
オ

下
関
市
の
姉
妹
都
市
提
携
先
は
当
初
、
四

都
市
だ
っ
た
が
、
市
民
や
議
会
か
ら
英
語
圏

の
姉
妹
都
市
を
求
め
る
声
が
持
ち
上
が
り
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
多
様
な
交
流
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
条
件
に
相
手
都
市
を
探
し
た
。
こ

の
と
き
活
用
し
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

米
国
ピ
ッ
ツ
パ

1
グ
市
が
有
力
候
補
と
な
り
、

さ
ら
に

E
メ
l
ル
で
の
連
絡
・
情
報
交
換
、

相
互
訪
問
を
経
て
、

一
九
九
八
年
に
ピ
ツ
ツ

パ
1
グ
市
で
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
た
。

... 

こ
の
締
結
式
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
下
関
市
の
中
学
校
に
同
時
中
継

さ
れ
、
多
く
の
中
学
生
が
式
典
参
加
の
仮
想

同
時
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
校
問
の
交

流
が
始
ま
っ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
都
市
会
議
マ
ち
活
用

九

一
年
に
発
足
し
た
東
ア
ジ
ア
(
環
黄

海
)
都
市
会
議
は
現
在
十
都
市
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
九
八
年
に
中
国

・
大
連
市
で
開
催

さ
れ
た
会
議
で
、
下
関
市
長
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
を
提
案
し
、
こ
れ
を
受
け
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
構
築
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
日
中
韓
三
カ
国
語

が
同
時
に
使
用
さ
れ
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

な
ど
が
、
各
都
市
聞
で
情
報
交
換
や
情
報
の

共
有
化
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
下
関
市
は
、
ト
ル
コ

・
イ
ス
タ
ン
プ

ー
ル
市
と
約
三
十
年
前
か
ら
姉
妹
都
市
関
係

を
結
ん
で
い
る
。
最
近
で
は
九
八
年
に
日
本

で
は
初
め
て
、
国
際
交
流
員
を
イ
ス
タ
ン
プ

ー
ル
市
か
ら
受
け
入
れ
、
市
民
向
け
の
ト
ル

コ
文
化
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
九
九
年
の

ト
ル
コ
の
大
地
震
で
は
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
米
国
ピ
ッ
ツ
パ

1
グ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

.
ト
ル
コ
伝
統
舞
踊
芸
能
団
の
下
関
公
演

4 
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理
な
ど
を
通
し
て

固
有
の
文
化
へ
の

理
解
を
図
り
、
「
国

際
交
流
の
ひ
ろ

ば
」
で
は
、
市
が

招
へ
い
し
て
い
る

国
際
交
流
員
が
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
自
主
的
に

企
画

・
実
施
し
、
母
国
の
文
化
を
紹
介
し
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「外
国
人
の
た
め
の
松
江
日
本
語
講
座
」
、
留

学
生
に
市
の
施
設
を
視
察
し
て
も
ら
う

「留

学
生
視
察
研
修
交
流
事
業
」
、
家
族
が
い
る
留

学
生
の
た
め
の

「留
学
生
宿
舎
提
供
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
友
好
都
市
で

あ
る
中
国

・
吉
林
市
、
韓
国

・
晋
州
市
へ
市

民
を
派
遣
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

・
日
本
語
日
本
文
化
夏
季
講
座

.
異
文
化
理
解
講
座

・
留
学
生
の
た
め
の
日
本
語
講
座

外
国
人
の
た
め
の
松
江
日
本
語
講
座

松
江
日
本
語
日
本
文
化
夏
季
講
座

外
国
語
指
導
助
手
を
歓
待

「
青
じ
目
め
人
形
」
め
贈
り
主
探
し

徳
島
県
下
で
唯

一
存
在
す
る
日
米
友
好
親

善
人
形
(
通
称
「
青
い
目
の
人
形
」
)
の
贈
り

主
探
し
を
平
成
二
年
に
実
施
し
、
贈
り
主
を

探
し
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
翌
年
、
米
国

ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
バ

1
グ

市
に
、
小
中
高
校
生
代
表
ら
と
里
帰
り
さ
せ

た
。
こ
の
盛
り
上
が
り
を
組
織
的

・
継
続
的

な
も
の
に
し
よ
う
と
、
平
成
四
年
に
神
山
町

国
際
交
流
協
会
を
設
立
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
五
年
か
ら
、
県
内
に
配
属

さ
れ
て
い
る

A
L
T
(外
国
語
指
導
助
手
)

研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
町

内
で
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
は

A
L
T

か
ら
「
神
山
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」

と
好
評
を
博
し
て
い
る
。

平
成
九
年
に
「
ア
ド
プ
ト

・

ア

・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
(
道
路
清
掃
養

子
縁
組
み
制
度
)
を
全
国
に
先
駆

け
て
町
内
の
国

・
県
道
の
清
掃
活

動
に
導
入
。
県
が
神
山
町
を
含
め

た
地
域
で
計
画
し
て
い
る

「国
際

文
化
村
構
想
」
に
ふ
さ
わ
し
い
品

格
の
あ
る
町
を
目
指
し
て
い
る
。

芸
術
家
を
招
ヘ
ヤ

平
成
十

一
年
度
か
ら

「ア
ー
テ

ィ
ス
ト

・
イ
ン

・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

4 

事
業
と
し
て
、
外
国
人
芸
術
家
な
ど
を
招
き
、

三
小
学
校
の
空
き
教
室
を
使
っ
て
、
創
作
活

動
の
か
た
わ
ら
、
子
供
や
町
民
と
の
交
流
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
に
は
、
徳
島
市
内
で
開
催
さ

れ
た
国
際
ポ
ス
タ
ー
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た

二
十

一
カ
国
の
作
家
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー

六
十
点
を
譲
り
受
け
、
神
山
温
泉
の
周
辺
に

展
示
板
を
設
置
し
、
常
設
展
示
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

-
A
L
T
研
修
会
の
共
催

-
「ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・イ
ン
・レ
ジ
デ
ン
ス
」事
業

地獄づくり2001年3月号<iJ20

日
本
語
日
本
文
化
講
座

松
江
市
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
l
ン
と
の

縁
で
米
国
ニ
ュ

1
オ
1
リ
ン
ズ
市
や
ア
イ
ル

ラ
ン
ド

・
グ
プ
リ
ン
市
と
の
友
好
交
流
を
深

め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
国
際
交
流
が
多
様
化

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
平
成
八
年
に
松
江
市

国
際
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

協
会
の
主
な
事
業
の
う
ち
、

「松
江
日
本
語

日
本
文
化
夏
季
講
座
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏

と
松
江
市
と
友
好
関
係
に
あ
る
都
市
か
ら
の

受
講
生
を
対
象
に
、
日
本
と
松
江
市
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
本
語
講
座
、

日
本
文
化
講
座
、
市
民
交
流
会
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
と
ふ
れ

ahu事
業

ま
た
、
市
民
交

流
事
業
と
し
て
、

「異
文
化
理
解
講

座
」
で
は
ア
ジ
ア

か
ら
の
留
学
生
に

よ
る
手
作
り
の
料

流
一
+
父
一
て一
I
U
句

通
一
を
F

食
「
J
R
 

L

f

 

J

、、朝一立
つ吉
田
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定
l
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共
照
会
』
可

閉

主

明
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9
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リ
寸
時

申
京
弓
同

郷
一
故
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疎

r
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ラ
f
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福
間
県
北
九
州
市

岡
ア
ジ
ア
女
性
支
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
を
忘
れ
ず
、
ワ
ロ
l
パ
ル
怠
視
点
マ

ア
ジ
ア
女
性
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー

一
九
八
九
年
に
北
九
州
市
の
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
に

「
ア
ジ
ア
の
女
性
の
研
究

・
研
修

シ
ス
テ
ム
」
が
選
ば
れ
、
こ
れ
を
き

っ
か
け

に
翌
年
、
設
立
さ
れ
た
。
全
国
へ
、
そ
し
て

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
へ
と
、
活
動
の

広
が
り
を
目
指
し
て
い
る
が
、
常
に
地
域
の

中
で
の
活
動
の
浸
透
を
忘
れ
ず
に
い
る
。

大
き
な
活
動
で
は
ま
ず
、
毎
年
、
ア
ジ
ア

の
国
々
か
ら
講
師
や
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
い
て

世界に開かれたまち

景風ピロの場議会性女境環掌十平太リソア

「ア
ジ
ア
女
性
会
議
l
北
九
州
」
を
開
催
、

ま
た
多
く
の
市
民
に
ア
ジ
ア
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に

「
ア
ジ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
る
。

海
外
事
情
知
、
句
せ
る
通
信
員
レ
ポ
ー
ト

さ
ら
に

J
I
C
A
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

「女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
行
政
官
セ
ミ

ナ
ー
」
や
「環
境
と
開
発
と
女
性
セ
ミ
ナ
ー
L

を
開
催
。
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
委
託

を
受
け
て

「タ
性
起
業
家
支
援
塾
」
を
聞
い

た
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
女
性

起
業
家
の
活
動
を
視
察
す
る

「
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア

1
」
も
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
海
外
に
通
信
員
を
置

い
て
最
新
の
女
性
問
題
の
情
報
を
市

民
に
知
ら
せ
る

「海
外
通
信
員
レ
ポ

ー
ト
」
を
発
行
し
た
り
、
国
際
協
力
の

分
野
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
人
た

ち
に
「
国
際
協
力
カ
レ

ッ
ジ
」
を
開

催
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
国
際
協
力

を
進
め
る
た
め
の
「
国
際
理
解
教
材

ビ
デ
オ
」
を
制
作
、
販
売
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策
・
活
動

「ア
ジ
ア
女
性
研
究
」
発
行

「
ア
ジ
ア
女
性
会
議
|
北
九
州
」

開
催
・
「
ア
ジ
ア
セ
ミ
ナ
ー
L

開
催

宮
崎
県
延
岡
市
イ
ン
ド
国
際
子
ど
も
村
「
ハ
ッ
ピ
ー
パ
リ
l
」

イ、
ν
ド
を
拠
点
に
平
和
キ
ャ
、
ν
ブ

4 

延
べ
三
百
人
が
参
加

「世
界
中
の
子
供
た

ち
が
集
ま

っ
て
平
和

が
語
れ
る
国
際
子
ど

も
村
を
つ
く
ろ
う
」

と、

一
九
九
二
年
に

イ
ン
ド
に
活
動
拠
点

「
ハ
ッ
ピ
ー

パ
リ

l
」
を
設
立
し
た
(
事

務
局
は
延
岡
市
内
)
。

以
来
、
毎
年
、
「平
和

キ
ャ

ン
プ
」
を
実
施

し
て
い
る
。
キ
ャ
ン

プ
に
は
こ
れ
ま
で
に
平
和
キ
ャ
ン
プ
で
イ
ン
ド
の
子
供
に
習
字
を
書
い
て
も
ら
う

延
べ
三
百
人
(
日
本
か
ら
の
子
供
も
含
む
)
民
間
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
に
発
展
し
て
い

が
参
加
し
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
活
動
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
が
、

平
和
キ
ャ
ン
プ
以
外
に
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
各
種
の
弁
論
大
会
で
活
動
し
た
り
、

登
校
不

や
イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
子
供
た
ち
を
招
き
、
適
合
の
子
供
や
高
校
中
退
の
子
供
ら
が
、
活

学
校
訪
問
や
ホ

l
ム
ス
テ
イ
で
親
睦
を
図
っ
動
を
通
じ
て
自
分
の
進
路
を
決
め
、
さ
ま
ざ

て
い
る
。
九
八
年
か
ら
は
イ
ン
ド
の
恵
ま
れ
ま
な
分
野
で
活
動
を
始
め
た
例
も
あ
る
。

な
い
少
年
た
ち
の
職
業
訓
練
施
設
の
支
援
事
欧
米
を
中
心
と
し
た
交
流
が
多
い
中
で
、

業
も
行
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
も
活
動
に
大
イ
ン
ド
の
子
供
ら
と
の
交
流
を
図
る
の
は
非

き
な
関
心
を
寄
せ
、
バ
ザ
ー
や
寄
付
活
動
に
常
に
珍
し
く
、
地
域
の
国
際
化
や
子
供
た
ち

積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

の
心
を
育
て
る
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

知

り

合

っ

た

子

ら

め

友

情

め

輸

具

体

的

施

策

・

活

動

活
動
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た
子
供
た
ち
は
、

-
ハ
ッ
ピ
ー
パ
リ

l
設
立

そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
訪
問
し
合
う
よ
う
に
な
り
、

-
職
業
訓
練
校
へ
の
支
援

4 
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地獄づくり2∞T年3月号⑨22

い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
が
始
ま
っ
た
。

二
十
一
世
紀
は
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
ど
ん
な
時
代
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3

0
 

・ヵ

二
十

一
世
紀
が
始
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

二
十

世
紀
の
問
題
が
オ

l
ル
・
ク
リ
ア
に
な
る
わ
け
で
は

な
しむ
し
ろ
事
態
は
逆
で
、

二
十
世
紀
の
問
題
を
引
き

ず
り
な
が
ら
、

二
十
世
紀
が
残
し
た
課
題
を
片
づ
け

る
と
こ
ろ
か
ら
、

二
十

一
世
紀
は
ス
タ
ー
ト
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
六
百
四
十
五
兆
円
に
及
ぶ
園
、
地
方
の

借
金
を
ど
う
す
る
の
か
。
た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
化
に
伴
う
企
業
の
倒
産
、
失
業
の
問
題
を
ど
う
す

る
の
か
。

乱
暴
さ
を
覚
惜
の
う
え
で
、
エ
イ
ヤ

ツ
で
言

っ
て

し
ま
え
ば
、

二
十
世
紀
、
そ
の
末
期
に
は
、
大
方
が

頼
り
に
し
て
い
た
政
府
も
会
社
(
市
場
)
も
、
ア
テ

に
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
国
に
尽
く
し
て
い

れ
ば
、
会
社
に
忠
誠
を
誓
え
ば
、

一
生
、
老
後
ま
で

昇
(のぼる)
秀
樹

面
倒
み
て
く
れ
る
と
い
う
幻
想
の
メ
ツ
キ
が
は
げ
た

時
代
、
そ
れ
が
二
十
世
紀
、
と
く
に
そ
の
末
期
と
い

え
ま
い
か
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
政
府
も
企
業
も
、

そ
の
ほ
こ
ろ
び
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
く
な

っ

た
。そ

こ
で
ど
う
す
る
か
。

そ
こ
で
、
熱
い
期
待
、
視
線
を
集
め
る
の
が

N
P

O
と
い
う
わ
け
だ
。

む
ず
か
し
い
言
い
方
を
す
る
と
、

に
な
る
。

こ
，
つ
い
λ
ノ
こ
と

十
九
世
紀
、
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
が
唱
え
る

「夜
般

国
家
」
の
時
代
に
は
、
政
府
の
役
割
は
軍
隊
、

警
察

な
ど
治
安
維
持
だ
け
。
あ
と
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
市
場
)

に
ま
か
せ
て
お
け
、
と
い
う

「市
場
万
能
」
の
時
代

だ
っ
た
。

か
せ
ん

資
本
主
義
が
進
展
し
、
寡
占
、
独
占

資
本
主
義
の
段
階
に
至
る
と
、

「市
場
の
失
敗
」
が
顕

在
化
し
て
く
る
。
国
内
に
お
け
る
貧
富
の
拡
大
、
国

際
的
な
帝
国
主
義
、
植
民
地
化
と
い
っ
た
問
題
だ
。

と
こ
ろ
が
、

名
減
大
学
教
授

そ
こ
で
二
つ
の
方
策
が
と
ら
れ
る
。

一
つ
は
「
市
場
」
を
否
定
し
て
、
す
べ
て
の
財
、

サ
ー
ビ
ス
を
「
政
府
」
が
提
供
す
る
と
い
う
社
会
主

義
国
家
。
こ
れ
は
「
政
府
L

の
非
効
率
、
腐
敗
、
汚

職
で

一
九
九

一
年
に
ソ
連
が
消
滅
し
た
。

も
う

一
つ
は
「
福
祉
国
家
」
。
「
市
場
」
を
残
し
な

が
ら
も
資
本
主
義
に
修
正
を
加
え
、
政
府
の
役
割
を

拡
大
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
。
こ
れ
も
社
会
主
義
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
大
き
く
な
っ
た
分
だ
け
、
「
政
府
の

失
敗
」
が
目
立
ち
始
め
た
。

そ
こ
で
二
十

一
世
紀
は

N
P
O
の
時
代
。

N
P
O

が

一
定
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
で
、
「市
場
の
失
敗
」

「政
府
の
失
敗
」
を
小
さ
く
す
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
試
み
だ
。
福
祉
で
も
、
環
境
で
も
、
ま
ち
づ
く

り
で
も
、
「
政
府
」
(第

一
セ
ク
タ
ー
)
、

「市
場
」
(
第

二
セ
ク
タ
ー
)
に
次
ぐ
第
三
の
セ
ク
タ
ー
「
N
P
O
」

が

一
定
の
存
在
感
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
よ
り
安

い
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
る
価
値
の
あ
る
社
会
実
験
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。



回山口県下関市
トルコの姉妹都市からやってきたトルコ伝統芸能団の公演

日熊本県芦北町
「フィリピンの森づくり」に向けた子供たちによる苗木づくり

(民間国際交流団体部門)臨徳島県神山町:神山町国際交流協会
外国人芸術家が創作活動のかたわら児童に課外授業をしてくれる

自島根県松江市制j松江市国際交流協会
インドからの留学生がお国料理を市民に紹介する異文化理解講座

23・地獄づくり2∞T年3月号

界に聞かれたまち

(地方公共団体部門)悶岩手県藤沢町
オーストラリアの姉妹都市訪問先で藤沢町の中学生らが神楽を披露

四宮城県気仙沼市
「気仙沼市小さな大使館」て"は日本語教室も開いている

回埼玉県東松山市
ω日本スリーデーマーチには海外からの参加者も多い
mオランダの姉妹都市のフォーデース.マーチに参加した東松山市民



- 眠顕轄覇軍関轟輔駅事襲撃f:21
園北海道倶知安町:くっちゃん未来21雪だるまの会
東京・銀座で毎年8月に作り上げる高さ4Gの雪だるま

回北海道上湧別町・遠軽町・丸瀬布町・白滝村:湧別原野オ
ホーツク100kmクロスカントリースキー大会実行委員会
日本一距離の長いクロスカントリースキーの参加者は3000人を超える

固秋田県角館町:角館企画集団トライアングル
出大正時代の女学生スタイルの記念撮影は観光客に人気
的夜の武家屋敷を活用して講談会を開催

回福岡県北九州市:側アジア女性交流・研究フォーラム
「アジア」と「女性Jをキーワードにいろいろな会議を開催している

国宮崎県延岡市:インド国際子ども村ハッピーパリー
インドから招いた子供たちと高校生との交流会

性的マ活力的~~広域行政園

田宮城県仙南地織広減市町村圏
愛称がrAZ9J (アズナイン)の仙南では、イベントも盛ん

箇長野県飯伊地域広域市町村圏
飯伊の広域イベント「いいだ・しもいなフェスティノfル」

地獄づくり2似年3月号・124



園長野県須坂市:信州須坂町並みの会
平成元年からの「町並みフェス卜」のーコマ「お蔵拝見J

回京都府舞鶴市.まいづる閃じゃがまつり実行委員会
呉市とテレビ番組で「肉じゃが発祥の地」をかけて対決?!

回奈良県五係市:新町塾
町並み環境整備で薄茶色の舗装に変わった路面

国徳島県徳島市:新町川を守る会
ポートを繰り出して行う新町川の清掃は活動の原点

25・地厩づくり2∞1$3月号

国福島県鮫川村:夢楽会議21
自然環境保護の意識を高める親子自然観察会

回東京都あきる野市:秋川渓谷自然人レース実行委員会
秋川渓谷の川や岩場を走るレースには見物人を含め5000人が参加する

国福井県丸岡町:丸岡五徳会
丸岡文化少年団の創立 l周年記念の植樹



回神奈川県大和市
市内の全小中学校ではインターネットで学習がて"きる

園長野県趨尻市
高度情報通信社会を体感て'きる情報フ'ラザの体験キdャラリー

回京都府園部問
CATV施設がある園部国際交流会館(左の天守閣)とマルチメディアセンター財

自島根県赤来町
職員3人のミニ波送センターだが、住民ニーズに合った情報提供がモットー

回愛媛県双海町:夕焼けプラットホームコンサート運営委員会
プラットホームコンサー卜の登竜門でもある夕焼け音楽祭

国高知県赤岡町:土佐絵金軟舞伎伝承会
「絵金まつり」で歌舞伎を上演する伝承会

園長崎県郷ノ浦町・勝本町・芦辺町・石田町:壱岐サイクル
フェスティ/¥)レ実行委員会
壱岐島内を巡って競われるサイクルロードレース

国岡嶋鰻難臨調長
回群馬県佐波郡東村
村の文化祭で体育館に設けられたインターネット体験コーナー

地獄づくり2001年3月号⑨26



織
畠
匡
子
{おぱたまさこ
)

私
た
ち
の
「
独
楽
の
会
」
は
昭
和
五
十
五
年
、
寝

屋
川
市
に
誕
生
、
下
は
三
歳
か
ら
上
は
八
十
四
歳
ま

で
の
歌
好
き
仲
間
老
若
男
女
の
集
ま
り
で
す
。
当
時

は

「
生
涯
学
習
」

と
い
う
言
葉
が
流
行
り
始
め
、
「
独

楽
は
回
っ
て
い
る
聞
は
倒
れ
な
い
」
と
、
文
部
省
唱

歌
の

「も
み
じ
」
の
歌
詞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
波

に
ゆ
ら
れ
て
離
れ
て
寄
っ
て
、
赤
や
黄
色
の
色
さ
ま

ざ
ま
に
、
水
の
上
に
も
織
る
錦
u

の
言
葉
通
り
、
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
来
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー

ト
を
通
じ
て
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

コラム

母
体
は
児
童
合
唱

・
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

・
高
齢

者
コ

ー
ラ
ス
の
三
世
代
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ー
ラ
ス
以
外
の

分
野
で
、
俳
画
や
水
墨
画
の
グ
ル
ー
プ
、
手
芸
や
木

彫
の
グ
ル

ー
プ
な
ど
、
個
人
個
人
が
趣
味
や
特
技
を

生
か
し
て
自
転
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

な
ど
と
述
べ
ま
す
と
、
何
だ
か
大
変
立
派
な
団
体

の
感
じ
が
し
ま
す
が
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
言
え

ば
「
何
か
お
も
ろ
い
コ
ト
せ

l
へ
ん
門
げ
亡

「
こ
の
指
と

-
十

N
P
Oふ
れ
あ
い
独
楽
代
表

ま
れ
日
」
型
の
「
現
代
版
井
戸
端
会
議
」
。

「だ
れ
が
生
徒
か
先
生
か
」
(
め
だ
か
の
学
校
)
、

「教

え
ら
れ
た
り
教
え
た
り
」
(
隣
組
の
う
た
)
の
大
変
よ

い
加
減
な
平
和
な
グ
ル
ー
プ
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
、

神
戸
の
皆
さ
ん
が

「上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
の
歌
で

立
ち
上
が
ら
れ
た
と
き
に
、
私
た
ち
も
自
分
た
ち
が

楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
て
、
も

っ
と
社
会
に
還
元
し

よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
八

年
四
月
に
独
楽
の
会
を
母
体
と
し
て
メ
セ
ナ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

G
R
O
U
p
n
ふ
れ
あ
い
独
楽
。
が
誕
生
し

ま
し
た
。

メ
セ
ナ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
文
化
・

情
報
を
支
援

す
る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
、
私
た
ち
は
こ
の
情
報

な

さ

け

む

く

と
い
う
文
字
を
「
情
に
報
い
る
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。

以
来
五
年
問
、

二
百
数
十
人
の
会
員
は
、
個
人
の

カ
ル
チ
ャ

ー
も
楽
し
み
な
が
ら
、
バ
ザ
ー
や
手
作
り

作
品
の
販
売
な
ど
で
資
金
を
集
め
、
地
域
の
老
人
保

健
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
な
ど
へ

H

歌
の
出

前
。
に
出
か
け
た
り
、
各
地
の
困
っ
て
い
る
人
び
と

へ
働
き
か
け
る
な
ど
、
無
理
を
せ
ず
、
ゆ
っ
た
り
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
の

一
環
と
し
て
は
寝
屋
川
市
と
共
催
で
エ
コ

ご

み

ロ
ジ

l
を
考
え
た

「護
美
・
mm

ハ
ッ
ピ
ー
展
」
や
障
害

を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人
の
バ
リ
ア
フ
リ

l
コ
ン
サ

ー
ト

「
そ
う
る

(
魂
)
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
な

ど
、
新
し
く
迎
え
た
二
十

一
世
紀
に
羽
ば
た
こ
う
刀

そ
し
て
自
分
を
役
立
て
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
色
で
自
由
に
回
っ
て
い
ま
す
。
世
代
間
交

流
を
目
的
と
し
た
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
保
育

園

・
幼
稚
園

・
小
学
校
通
い
の
子
供
た
ち
が
近
所
の

高
齢
者
や
年
長
者
と
握
手
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
し
た
り
し
て
交
流
す
る
姿
は
、
ほ
ん
と
う
に

ほ
の
ぼ
の
と
心
温
ま
る
気
が
し
ま
す
。

二
十

一
世
紀
は
こ
こ
ろ
の
時
代
/
私
た
ち
独
楽

は
こ
れ
か
ら
も
音
楽
そ
の
他
の
交
流
を
媒
体
に
し
て
、

皆
で
仲
よ
く
元
気
に
回
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。4宵

春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。
そ
う
で
す
か
ら
:
・。

27⑨地獄づくり2001年3月号

圃園田園

世
紀
に
回

3
独善
)楽



児
童
劇
団
を
結
成
し
、
圏
民
が
後
押
し

仙
南
地
域
広
域
市
町
村
圏
は
、
宮
城
県
南

部
の
二
市
七
町
で
構
成
さ
れ
、
人
口
は
約
十

九
万
七
千
人
の
圏
域
で
あ
る
。

当
圏
域
は
、
歴
史
的
に
刈
田

・
柴
田

・
伊

具
の
三
つ
の
生
活
圏
に
分
か
れ
、
そ
の
意
識

が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
は
、
「
闇
域
は
一
つ
」
と
い
う
理
念
が

必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
年
度
に
策
定
し
た
「
第

三
次
広
域
市
町
村
圏
計
画
」
で
は
、
本
圏
域

が
阿
武
隈
川
流
域
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
流
域
に
住
む
人
び
と
が
祖
先
か
ら
伝
え
ら

れ
た
共
通
の
生
活
様
式
を
掘
り
起
こ
し
、
再

発
見
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
新
し

い
文
化
を
創
進
し
よ
う
と
い
う
「
阿
武
隈
流

域
文
化
圏
構
想
」
を
打
ち
出
し
た
。

圏
域
の
愛
称
ば

A
Z
9
(ア
ズ
ナ
イ
ン)

平
成
三
年
度
に
は
「
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
」
に
選
定
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
ソ

フ
ト
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
住
民
主

組合理事長・白石市長

川井貞一

導
に
よ
る
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
「
住
民

協
議
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
中
で
本
圏
域
を

「
A
Z
9
(
ア
ズ
ナ
イ
ン
)
」
と
い
う
愛
称
で

表
現
す
る
こ
と
と
し
た
。
圏
域
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
阿
武
隈
川
の
「
A
」
、
蔵
王
の
「
Z
」、

構
成
市
町
の
数
で
あ
る
「
9
」
を
表
す
と
と

も
に
、

A
か
ら

Z
、
ー
か
ら
9
ま
で
、
つ
ま

り
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
九
市
町
が
協
力
し

て
推
進
す
る
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
お

A
Z
9
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
公
演

り
、
ソ
フ
ト
事
業
全
体
を
「
A
Z
9プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
方
針
は
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
流
域
を
一
つ
の
文
化
習
に
育
て

上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
圏
域
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
参
加
に
重
点
を
置
い
た
。

代
表
的
な
事
業
は
、
本
格
的
な
児
童
劇
団

の
養
成
を
図
る
「
ジ
ュ
ニ
ア

・
ア
ク
タ
ー

ズ
」
、
川
を
舞
台
と
し
て
自
然
環
境
を
学
ぶ

「川
学
校
」
な
ど
で
あ
る
が
、
事
業
を
住
民

主
導
で
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

そ
し
て
、
圏
域
住
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
っ

て
、
「
仙
南
は

一
つ
」
と
い
う
意
識
が
着
実
に

芽
生
え
て
き
た
。

宮
城
県

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
!

地旗づくり2∞T年3月号⑩28

九
市
町
で
出
資
し
た
十
億
円
の
基
金
の
果

実
は
、
利
率
の
低
下
で
少
な
く
な
り
、

A
Z

9
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
ジ
ュ

ニ
ア

・
ア
ク
タ

ー
ズ
L

の
み
に
な
っ
た
が
、
そ
の
他
の
事
業

は
構
成
市
町
の
実
行
委
員
会
に
受
け
継
が
れ
、

定
着
し
て
い
る
。

最
終
の
目
標
は
、
圏
域
住
民
が
自
治
体
の

枠
を
超
え
て
交
流
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行

動
し
て
、
環
境
を
守
り
、
文
化
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
、
個
性
的
で
活
力
の
あ
る
圏
域

を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
原
点
を
、
常

に
行
政
が
認
識
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

EE岨;J~冒虚砲咽a・・・・・・・・・・・・・・・・・
r s.I-敗を恐れず、官険が必要だJr予算のばら

ノ、 まきでは意味がない」と住民側L

一方、「行政に失敗は許8れないJr基金を出資

したのだから、わが市、町に金を還元してほし

い」と行政側。

あくまでも広域圏全体を考える住民側と、自

介の市、町の利益を主張する行政側との問には

大きなキ.ヤツフ。があったが、最終的にf主民の意

見を尊重してスター卜した rA Z 9プロジェク

立案した事業は、当時としては前例がないも

のばかりであり、事務局としては不安だらけの

船出であった。住民の知恵と力が結集した結果、

失敗どころか、大成功を収めることができた。

圏域住民のパワーに敬服するばかりである。

今回の自治大臣表彰は、このように圏域住民

が自主的 ・主体的に事業に取り組んだことが高

〈評価され、受賞したものである。圏域住民に

心から拍手を贈りたい。

そして、 21世紀のイ山南圏域は、全国に誇れる

圏域になると確信するものである。

.1111南地域広域行政事務組合企画調整課
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飯
伊
地
域
広
域
市
町
村
圏
は
、
長
野
県
の

最
南
端
に
位
置
し
、
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア

ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
、
千
九
百
二
十
九
平
方
J

と
広
大
な
地
域
の
う
ち
約
八
五
%
を
山
林
が

占
め
る
中
山
間
地
域
で
、

一
市
三
町
十
四
村

で
構
成
さ
れ
る
人
口
約
十
八
万
人
の
圏
域
で

あ
る
。

当
圏
域
は

「住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
心
安

ら
ぐ
日
本
の
ふ
る
さ
と
・
ふ
る
さ
と
南
信
州

交
流
文
化
圏
の
創
造
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

「人
材
育
成
」
「地
域
間
交
流
」「
教
育
文
化
活

動
」
を
主
要
施
策
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
を
進
め
て
い
る
。

若
者
定
着
、

人
材
育
成
に
力
点
置
く

ま
ず
、
こ
の
伊
那
谷
は
民
俗
芸
能
の
宝
庫

と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
芸
能
文

化
振
興
事
業
と
し
て
、

三
百
年
の
歴
史
が
あ

る
人
形
浄
瑠
璃
の
保
存

・
伝
承
の
拠
点
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
技
術

・
研
修
の
場
と
浄

瑠
塙
人
形
を
保
存
す
る
た
め
の
地
域
伝
統
芸

個性的で活力のある広域行政圏

連合長・飯田市長

田中秀典

能
交
流
館
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、
国

・
県

指
定
の
十
五
の
伝
統
芸
能
団
体
を
は
じ
め
、

積
極
的
に
伝
統
芸
能
の
承
継
保
存
を
行
っ
て

い
る
団
体
を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
若
者
を
定
着
さ
せ
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
中
学
校
・
高
校

生
を
対
象
に
、
地
域
の
誇
り
と
認
識
を
深
め

て
も
ら
う
進
路
指
導
舎
を
、
飯
田
市
、
町
村

会
な
ど
が
中
心
と
な

っ
た
発
刊
委
員
会
で
作

成
し
、
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。
就
職
出
版

社
が
開
催
す
る

U
-
J
・
I
タ
l
ン
フ
ェ
ア

ー
に
も
参
加
し
、
飯
伊
地
域
の
紹
介
を
通
じ

て
U
・
J

・
I
タ
l
ン
者
を
受
け
入
れ
、
人

口
の
増
加
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
る
。

闇
域
外
へ
の
地
域
の

P
R
で
は
、
ふ
る
さ

と
通
信
事
業
と
し
て
、
中
京
地
域
向
け
の
ラ

ジ
オ
で
「
好
き
で
す
南
信
州
」
と
い
う
番
組

を
放
送
し
、
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信

し
て
観
光
客
の
誘
致
を
図

っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
積
極

的
に
行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

海
外
研
修
視
察
を
行
っ
て
い
る
。
視
察
を
通

じ
て
創
造
性
を
培
い
、
国
際
的
な
連
帯
感
と

協
調
の
精
神
を
育
て
、
時
代
の
変
化
に
的
確

に
対
応
で
き
る
活
力
あ
ふ
れ
た
人
材
を
育
成

長
野
県

南
信
州
広
域
連
合
|

す
る
も
の
で
あ
る
。

広
域
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
飯
田
下
伊
那

地
域
が

一
体
と
な
っ
た
「
い
い
だ
・
し
も
い

な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
実
施
し
て
い
る
。

各
市
町
村
の
特
産
品
販
売
、
伝
統
芸
能
公
演

な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
が
ふ
る
さ
と
の

再
発
見
を
す
る
と
と
も
に
、
広
く
飯
伊
地
域

の
良
さ
を
情
報
発
信
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
飯
田
下
伊
那
地
域
の
自
然
を

生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
圏
外
の

人
た
ち
に
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、
各
市
町

村
が
キ
ャ
ン
プ
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
星
空

教
室
な
ど
を
開
催
し
、
飯
伊
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

-[J言電身高官面白層圏・・・・・・・・・・・・・・・・・・
圏 域には|問附があり、各種の実行委

員会では事業の実施に当たっては、各市

町村の担当者に共通の目標に向カ、って積極的に

任務を遂行してもらっている。

たとえば2日間にわたって開催するヘ、いだ

しもいなフェステイノてjレ」の場合、 3つの催事

実施グループに分け、それぞれに各市町村・団

体の職員を張り付け、準備の段階から個々の役

割介担を決める。これらの職員は企画・立案か

ら実行まで、責任をもって当たることになる。

事務局は大枠だけを決め、詳細は各催事のグ

Jレーフで判断し、実行してもらっていることが、

大きなイベン卜を実施し、それを成功させてい

る要因かと思われる。

どんな事業についても 18市町村の担当者が、

共通のテーマとして取り組むのである。「地域が

一体となる」という中刀心に帰って、出或創本の

メリッ卜のために、地域全体でいかに住み良い

地域社会を経営していくかという視点に立って、

一丸となって課題解決に向カ、って努力している

ことが、多くの事業を成功させてきたように思う。

これによって、連帯感も生まれているのである。

.南信州、|広域連合企画振興係
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京
都
府
舞
鶴
市
ま
い
づ
る
肉
じ
ゃ
、富
つ
り
実
行
委
員
会

|

「
肉
じ
ゃ
が
発
祥
地
」
冒
=
冨
マ
ま
ち
お
-

「
暗
い
暗
い
と
不
平
を
言
う
よ
り
も
、
進
ん

で
明
か
り
を
つ
け
よ
う
」
と
、

J
C
卒
業
者

の
仲
間
や
市
の
職
員
、
会
社
員
、
自
衛
隊
員

ら
と
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い

た
こ
ろ
の
十
年
前
。
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方

総
監
部
第
四
術
科
学
校
給
養
科
の
日
浦
直
史

教
官
の
講
演
で
「
肉
じ
ゃ
が
は
旧
海
軍
に
ル

ー
ツ
が
あ
る
」と
聞
き
、

「
食
文
化
に
よ
る
ま

ち
お
こ
し
」
を
や
ろ
う
と
、
研
究

・
調
査
を

始
め
た
ω

ユ
ー
モ
ラ
ス
さ
て

世
相
吹
き
飛
ば
ナ

ま
ず
、
「
肉
じ
ゃ
が
は
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
」
と
、
日
浦
教
官
に
全
国
の
自
衛
隊
基
地

の
調
査
を
依
頼
し
、

地
元
料
理
学
校
の
先
生

に
は
全
国
の
先
生
方
に
「
肉
じ
ゃ
が
の
発
祥

地
は
」
と
、

問
い
か
け
を
お
願
い
し
た
。

私
自
身
も
市
役
所
や
図
書
館
な
ど
に
通
い
、

徹
底
的
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
N
H
K
ふ
る

さ
と
デ

1
タ
ブ
ッ
ク
」
の
舞
鶴
市
の
紹
介
欄

に
「
肉
じ
ゃ
が
の
発
祥
地
」
と
記
さ
れ
た

一

実行委員会代表

清水孝夫

行
を
発
見
し
た
o

「
し
て
や
っ
た
り
」
と
気
を

良
く
し
て
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
の
放
送
局

に
「
ど
こ
か
ら
取
材
し
た
か
」
を
問
い
合
わ

せ
た
が
、
取
材
先
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
「
発
祥
地
」
と
記
さ
れ
た
証
拠

品
は
出
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
海
上

自
衛
隊
第
四
術
科
学
校
の
岡

3
室
か
ら
「
海

軍
厨
業
管
理
教
科
書
」
が
見
つ
か
り
、
肉
じ

ゃ
が
の
原
型
た
る
牛
肉
と
じ
ゃ
が
い
も
の

「甘
煮
」
が
記
載
さ
れ
、
セ
ピ
ア
色
に
色
あ

せ
た
教
本
も
出
て
き
た
。

こ
う
し
て
調
査
完
了
ま
で
に
は
長
い
年
月

が
か
か
っ
た
が
、
平
成
七
年
十
月
、
こ
の
年

の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
な
ど
の
晴
い
ニ
ュ
ー

ス
を
吹
き
飛
ば
し
、
明
る
く
ユ
ニ
ー
ク
で
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
と
、
「肉

じ
ゃ
が
発
祥
地
宣
言
」
を
舞
鶴
か
ら
世
界
に

発
信
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
種
あ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
の
団
体
に
呼
び
か
け
、
賛
同
者

を
三
十
人
ほ
ど
集
め
、

「肉
じ
ゃ
が
発
祥
地
」

と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。
会
員
に
は
東
郷

平
八
郎
元
帥
の
真
っ
赤
な
ロ
ゴ
入
り
の
エ
プ

ロ
ン
と
、
錨
の
マ

l
ク
付
き
の
紙
帽
子
。
リ
ー

ダ
ー
は
東
郷
さ
ん
の
大
礼
服
姿
の
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
。
さ
ら
に
「ま
い
づ
る
肉
じ
ゃ
が
発
祥
地
」

と
大
虫
回
し
た

「の
ぼ
り
」
な
ど
を
用
意
し
た
。

し

東
郷
さ
ん
が
出
て
く
る
の
に
は
わ
け
が
あ

る
。「
肉
じ
ゃ
が
は
今
か
ら
百
年
前
の
明
治
三

十
四
年
、
舞
鶴
海
軍
鎮
守
府
の
初
代
司
令
長

官
で
あ
っ
た
東
郷
平
八
郎
中
将
が
、
青
年
期

の
英
国
留
学
中
に
食
べ
た
ビ

l
フ
シ
チ
ュ

ー

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
兵
隊
た
ち
の
脚
気
防
止
に

は
こ
の
栄
養
価
の
高
い
洋
食
こ
そ
と
思
い
つ

き
、
料
理
士
官
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
。
だ
が
、

H
本
の
調
味
料
は
砂
糖
、
醤
油
、
ご
ま
油
の

類
し
か
な
く
、
甘
煮
、
す
な
わ
ち
肉
じ
ゃ
が

と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
東
郷
元
帥
が
肉
じ
ゃ

が
を
舞
鶴
で
初
め
て
作
っ
た
」

こ
う
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
市
民
向
ら
の
真
に
「手
づ
く
り

-[ Jiji働E副目盛直理E置・・・・・・・・・・・・・・・
日 本古来カ、ら「肉じゃが」はあったのかと、

私自身も疑問を持ったことがある。

最近、小学館の文庫本で「おふくろの味」評論

家である三本章さんの新刊を読んでみると、私

たちιι上に「肉じゃが」にこだわり、造詣が深い。
氏によると、「肉じゃが」と言われ出した時期

は昭和48年ごろから50年ぐらいだという。その

歴史は新しい。

舞鶴と呉との肉じゃがノてトルにも触れている

が、舞鶴びいきで、さすがにお目が高い。じゃ

がいものルーツにしても、随分克明に調べられ

ている。

私たちの活動を高めてくれた早道は、何と言

ってもマスメディアにほかならない。全国ネッ

卜のテレビ番組や中刻氏地方紙週刊誌、ラ

ジオインタヒ'ユーなど、バトル時代に乗ってか、

たびたび取り上げてもらっている。こうしたマ

スコミ効果がもたらした結果と感謝したい。た

だし、私は自分たちならではの演出もプロデユ

ーサーに理解してもらって取り入れていただい

ている。やらせではない、華庁魚網未のあるまちづ

くりの演出として。

期Ilづくり2∞T年3月号i'30
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の
ま
ち
づ
く
り
」
を
始
め
た
。
当
初、

一
部

の
市
民
か
ら
は
強
い
反
対
が
あ

っ
た
が
、
「
物

語
を
つ
く
り
上
げ
る
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ク
レ

ー
ム
も
つ
く
も
の
だ
。
舞
鶴
の
歴
史
に
恥
じ

な
い
、
ユ
ニ

ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
を
必
ず
や

っ
て
み
せ
る
」
と
豪
語
し
て
進
め
て
き
た
。

さ
て
、
発
祥
の
地
宣
言
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
平
成
七
年
、
市
主
催
の

「赤
れ
ん
が
フ

エ
ス
タ

m
舞
鶴
町
」
の
十
月
十
四
、
十
五
日
、
必
も

グ
ル
メ
コ

ー
ナ
ー
に
マ
ス
コ
ミ
を
集
め
、
面

し
ろ白

・
お
か
し
く
発
表
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
も
、
市
内
小
学
校
や
保
育

園
の
給
食
に
肉
じ
ゃ
が
献
立
を
お
願
い
し
、

居
酒
屋
さ
ん
や
食
堂
に
は
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
た
り
、
の
ぼ
り
を

毎
日
掲
げ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で
街
に
活
気
を
広
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、

観
光
協
会
に
は
東
京
以
西
の
J

R
主
要
駅
に

千
二
百
枚
の
大
型
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
も

ら
い
、
行
政
サ
イ
ド
に
も
支
援
を
求
め
た
。

)

現
在
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
数
は
、
マ
ス
コ
ミ
叫

の
P
R
効
果
も
あ

っ
て
、
少
な
い
年
で
十
回
、問

多
い
年
で
は
二
十
五
回
ほ
ど
の
活
動
を
積
極
鋭

的
に
展
開
し
て
い
る
。

一山

一
度
に
二
百
人
分
と
七
百
人
分
の
肉
じ
ゃ
柑d
f
 

が
が
炊
け
る
二
つ
の
大
鍋
は
、
海
上
自
衛
隊
列

と
舞
鶴
市
か
ら
無
償
で
借
用
し
て
お
り
、
こ
同

れ
も
大
き
な
支
援
と
感
謝
し
て
い
る
。

輔

平
成
十
年
五
月
、
舞
鶴
市
は
英
国
ポ

1
ツ

脚

マ
ス
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
た
。
実
行

委

第

地域づくり団体

員
会
で
は
三
十
人
が
自
費
訪
英
し
、
現
地
で

は
市
民
が

「東
郷
さ
ん
の
肉
じ
ゃ
が
里
帰

り
」
と
大
歓
迎
。
二
百
人
の
ポ

1
ツ
マ
ス
市

民
と
、
肉
じ
ゃ
が
、
ビ

l
フ
シ
チ
ュ
ー
で
交

流
を
図
り
、
市
長
と
海
軍
の
料
理
長
さ
ん
か

ら
訪
問
の
証
明
書
を
い
た
だ
い
た
。

旧
軍
港
都
市
と
の

本
〈
帯
州そ

の
秋
の
十

一
月
、呉
市
の
「食
の
祭
典
」

に
友
情
出
演
す
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

ボ
デ
ィ
に

「元
祖
舞
鶴
の
肉
じ
ゃ
が
殴
り
込

み
大
作
戦
」
と
大
脅
し
た
幕
を
張
り
、

山
陽

道
を
走

っ
た
。
実
は
、
呉
市
に
も
東
郷
さ
ん

が
赴
任
し
た
こ
と
が
あ
り
、
呉
市
か
ら

「肉

じ
ゃ
が
の
本
家
は
ウ
チ
じ
ゃ
が
/
」
と
前
年

に
チ
ャ
レ

ン
ジ

を
受
け、

「
ち
ょ

っ
と
待

て

/
」
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
マ

ス
コ
ミ

が
待
ち
か
ま
え
る
呉
市
に
乗
り
込
ん
だ
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
す
べ
て
の
手
順
を
つ
く

っ
た
本
流
で

あ
り
、
こ
の
肉
じ
ゃ
が
合
戦
で
は
大
き
な
差

を
つ
け
た
と
思

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
毎
年
、

東
京

・
原
宿
の
東
郷
神
社
に
参
拝
し
て
い
る

お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
は
、
舞
鶴
市
内
の
食
堂
、
飲
食
庖
な

ど
の
中
か
ら
、
肉
じ
ゃ
が
を
食
べ
さ
せ
る
お

庖
を
た
く
さ
ん
募
り
た
い
と
、

普
及
運
動
に

精
を
出
し
て
い
る
が
、
関
連
の
グ
ッ
ズ
を
作

っ
て
P
R
効
果
を
高
め
、
利
益
に
も
つ
な
が

る
よ
う
な
も
の
も
欲
し
い
。
そ
ん
な
と
き
、

京
都
市
の
龍
谷
大
学
の
学
生
た
ち
が
夏
期
フ

ィ
ー
ル
ド
調
査
入
門
と
し
て

「肉
じ
ゃ
が

i
舞
鶴
市
の
ま
ち
づ
く
り

・
ま
ち
お
こ
し
」

を
企
画
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
応
対
し
た
私
が

「君
た
ち
若
い
人
が
望
む
土
産
品
と
は
」
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
、

異
口
同
音
に

「手
に
持

っ

て
食
べ
歩
き
が
で
き
る
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
商
品
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
あ
る
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
に
開

発
を
お
願
い
し
た
。
メ
ー
カ
ー
側
も
ま
ち
e

つ

く
り
協
力
商
品
の
開
発
は
初
め
て
の
こ
と
だ

っ
た
が
、

当
方
の
願
い
を
よ
く
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
出
来
上
が

っ
た
商
品
は

「じ
ゃ
が

り
こ
肉
じ
ゃ
が
味
」
と
い
う
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
。

舞
鶴
地
域
限
定
商
品
と
し
て
、
十

一
年
十
月

一
日
か
ら
四
カ
月
の
期
間
限
定
で
発
売
し
た

が
、
追
加
生
産
ま
で
し
て
も
ら

っ
た
の
に

一

カ
月
半
で
完
売
。
一

年
後
、
今
度
は
前
年
の

二
倍
以
上
の
数
量
を
販
売
し
た
が
、
ま
た
二

カ
月
余
り
で
完
売
し
て
し
ま

っ
た
。

十
二
年
九
月
末
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
当

地
を
巡
行
さ
れ
た
と
き
、
案
内
役
の
京
都
府

知
事
と
舞
鶴
市
長
ら
が
舞
鶴
の
歴
史
と
産
物

を
説
明
す
る
中
で
こ
の
お
菓
子
を
お
話
し
し

た
と
こ
ろ
、
お
買
い
上
げ
に
な
り
、
関
係
者

一
向
、
深
く
感
激
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
ご
ろ
で
、
十

一
年
十
月
に
は
旧
海
軍
軍

港
が
あ

っ
た
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
に
呼
び

か
け
、
舞
鶴
で
四
都
市
の
グ
ル
メ
交
流
会
を

開
催
し
た
。
横
須
賀
市
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
発

祥
地
、
呉
市
は
当
市
と
同
じ
肉
じ
ゃ
が
発
祥

地
、
佐
世
保
市
は
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
発
祥
地
で

あ
る
。
こ
の
集
い
は
翌
年
に
は
横
須
賀
市
で

開
催
さ
れ
、
こ
の
と
き
提
案
さ
れ
た
四
市
共

同
の
食
品
開
発
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
じ
ゃ
が
い
も
の
産
地
で
あ
る
北
海
道

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
広
範
囲
に
交
流
し
、

結
び
合
う
。
そ
の
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
面

白
さ
を
広
げ
、
地
域
の
連
帯
感
や
紳
が
生
ま

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ち
づ
く
り
と
は

「人
と
の

出
会
い
。
自
ら
の
活
動
。
ね
た
ま
ず
、
周
囲

の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
達
成
で
き
る
も
の
」

と
思
い
、
私
の
真
情
と
し
て
い
る
。

(
平
成
七
年
六
月
設
立
、
五
十
二
人
)
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真
夏
め
東
京
・
銀
座
に
巨
大
雪
だ
3
ま

設
立
A

的
経
緯

全
国
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
、
「
ス
キ
ー

の
町
」
宣
言
を
し
て
い
る
倶
知
安
町
を
全
国

的
に

P
R
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
発
想
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
平

成
二
年
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
発
足
し
た
。

主
芯
活
動

発
足
の
年
の
八
月
、
真
夏
の
東
京

・
銀
座

の
数
寄
屋
橋
公
園
で
、
高
さ
回
目
の
巨
大
雪

だ
る
ま
を
製
作
し
た
。
以
後
、
毎
年
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。
雪
だ
る
ま
は
会
員
約
五

十
人
が
徹
夜
で
製
作
し
て
い
る
が
、
真
夏
の

銀
座
に
出
現
す
る
雪
だ
る
ま
は
銀
座
を
歩
く

人
び
と
の
度
肝
を
抜
き
、
今
で
は
風
物
詩
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

平
成
七
年
か
ら
、
養
護
施
設
や
福
祉
施
設

の
子
供
た
ち
に
、
現
地
で
ミ
ニ
雪
だ
る
ま
や

滑
り
台
を
製
作
し
、

雪
遊
び
ゃ
特
産
品
の
ジ

ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
使
っ
た
料
理
で
昼
食
会
を

行
っ
て
い
る
。

銀
座
の
雪
だ
る
ま
を
知
っ
た
ペ
ル

l
共
和
飴

国
駐
日
大
使
の
声
掛
か
り
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
唯

の
原
産
地
で
あ
る
同
国
タ
ル
マ
市
と
の
交
流
郡

が
始
ま
り
、
駐
日
大
使
を
招
待
し
た
り
、
タ
雌

ル
マ
市
を
訪
問
し
た
り
し
て
い
る
。

開

成
果

施護

「や
っ
か
い
も
の
」
だ
っ
た
雪
が、
雪
へ
の
こ
養

だ
わ
り
や
雪
へ
の
思
い
入
れ
に
よ
っ
て
、
自

分
た
ち
の
町
が
誇
れ
る
「
天
か
ら
の
恵
み
」

へ
と
、
徐
々
に
住
民
の
心
に
根
付
い
て
い
る
。

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
雪
の
貯
蔵
方
法

は
、
道
外
の
市
町
村
か
ら
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
、
町
で
は
雪
を
利
用
し
た
産
業
振
興
も
考

え
て
い
る
。

具
体
的
活
動

・
真
夏
の
東
京

・
銀
座
雪
だ
る
ま

・
福
祉
施
設
と
の
交
流

・
ペ
ル
!
と
の
交
流

(
平
成
二
年
五
月
設
立
、
約
八
百
人
)

北
海
道
上
湧
別
町
・
遠
軽
町
・
丸
瀬
布
町
・
白
滝
村

湧
別
原
野
オ
ホ
ー
ツ
ク

1
0
0刷
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
|
大
会
実
行
委
員
会

日
本
一
め
つ
ロ
ス
カ
、
ν
ト
リ
ー
ス
キ
ー

設
立
め
経
緯

雪
と
流
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

の
厳
し
い
冬
は
、
地
元
で
も
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
が
、
上
湧
別
町
の
若
者

た
ち
が
こ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
生
み
出
し
た
い
と
語
り
合
い
、
冬
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に

着
目
し
、
企
画
し
た
。
湧
別
川
流
域
を
コ
ー

ス
と
す
る
た
め
、
四
町
村
が
行
政
の
枠
を
破

っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
発
足
し
た
。

主
か
活
動

圏
内
で
は

一
番
距
離
が
長
い
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
で
、
ス
キ

1
駅
伝
な
ど
競
技
種

目
も
多
い
。
昭
和
六
十

一
年
の
第

一
回
大
会

は
参
加
者
が
七
百
八
十
人
だ

っ
た
が
、
近
年

は
三
千
人
を
超
え
る
圏
内
有
数
の
大
会
に
成

長
し
た
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
参
加
で

き
る
。
大
会
の
運
営
に
は
、
地
域
の

一
般
住

民
や
中
学
生

・
高
校
生
が
多
数
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

4 

成
果地
元
の
若
者
グ
ル
ー
プ
が
地
域
お
こ
し
の

一
環
と
し
て
始
め
た
が
、
心
の
ふ
れ
あ
い
の

場
、
出
会
い
の
場
と
し
て
成
長
し
、
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
北
国
の
冬
を
地
域
の
特

地獄づくり2∞T年3月号⑨32

夏
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
会

性
と
し
て
前
向
き
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な

っ

た
。
ま
た
、
町
村
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み

の
成
功
か
ら
、
夏
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ィ

ッ
シ

ン
グ
大
会
な
ど
が
生
ま
れ
て
き
た
。

具
体
的
活
動

-
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

l
大
会

.
湧
別
原
野
コ

1
ス

・
ス
キ

1
駅
伝

-
町
村
コ

1
ス

・
大
会
前
夜
の
交
歓
会

(
昭
和
六
十
年
七
月
設
立
、

三
十
八
人
).. 



武
家
屋
敷
め
観
光
客
を
商
人
町
ヘ
誘
導

設
立
A

的
経
緯

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
契
機
と
し
て
町
が

設
置
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
母
体
と
な
っ
て
、
民
間
べ

1
ス
の
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
い
う
名
称
は
、
民
間
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
を
担

っ
て
い
く
思
い
か
ら
名

付
け
た
。

主
怠
活
動

角
館
町
は
武
家
屋
敷
の
並
ぶ
内
町
と
商
人

町
の
外
町
が
区
割
り
さ
れ
、
「
み
ち
の
く
の
小

京
都
」
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、

地域づくり団体

桜
祭
り
に
行
わ
れ
る
雅
楽
の
演
奏
会

観
光
客
を
商
人
町
へ
い
か
に
誘
導
す
る
か
が

諜
題
だ

っ
た
。
そ
こ
で

「観
光
客
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
」
活
動
を
と
、
商
家
の
座
敷
や

蔵
ま
で
案
内
す
る

「外
町
案
内
人
」
を
設
け

た
り
、
春
と
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は

「人

力
車
」
を
、
冬
に
は

「馬
そ
り
」
を
走
ら
せ

た
。ま

た
、
現
在
は
雅
楽
演
奏
会

・
行
進
、
英

語
日
本
語
劇
の
公
演
、
周
辺
地
域
の
地
域
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
と
の

「秋
固
ま
る
ご
と
鍋
合

戦
」
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

成
果商
家
の
屋
敷
や
蔵
を
案
内
す
る
案
内
人
は
、

そ
の
後
、

「角
館
歴
史
案
内
人
組
合
」
と
し
て

結
成
さ
れ
、
角
館
の
古
い
町
並
み
と
マ

ッ
チ

し
て
人
気
を
博
し
た
人
力
車
は
、
秋
田
新
幹

線
の
開
業
に
合
わ
せ
て
、

J
R
東
日
本
に
よ

り
事
業
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
町
並
み
景
観
の

保
全
に
傾
き
が
ち
だ

っ
た
町
も
、
旧
武
家
屋

敷
を
買
い
取
っ
て
、
レ
ト
ロ
感
覚
の
底
舗
に

改
装
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
事
業
へ
と
変
化
し

て
き
た
。

具
体
的
活
動

・
夜
の
武
家
屋
敷
の
活
用

.
旅
の
思
い
出
帳

・
秋
固
ま
る
ご
と
鍋
合
戦

(
平
成
四
年
四
月
設
立
、

二
十
七
人
)

づ
く
り
講
演
会
」
、
山
里
で
と
れ
る
自
然
の
物

を
素
材
と
し
た
「親
子
自
然
工
作
教
室
ヘ

オ

カ
リ
ナ
奏
者
な
ど
に
よ
る

「
か
が
り
火
コ

ン

サ
ー
ト
」
な
ど
を
実
施
し
た
。

か
つ
て
鮫
川
村
に
も
乱
舞
し
て
い
た
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
を
素
材
と
し
た

「国
蝶
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
の
里
づ
く
り
」
は
、

「動
植
物
が
生
息
で

き
る
昔
な
が
ら
の
山
里
を
子
孫
の
代
ま
で
残

す
」
の
が
目
的
。
エ
サ
と
な
る
エ
ノ
キ
を
植

林
し
、
飼
育
舎
を
設
置
し
た
。

成
果

国
蝶
オ
オ
'u
弓
サ
キ
マ
地
域
づ
く
り

鮫JlI流域安流会・源流編
~水がよければ人もいい 人かよ!tW!水もいい~

行
政
区
域
の
枠
を
超
え
て
流
域
環
境
を
考
え
る
鮫
川
流
域
交
流
会

設
立
め
経
緯

鮫
川
村
が
開
設
し
た

「村
づ
く
り
お
も
し

ろ
講
座
」
の
受
講
生
の
中
か
ら
、
職
業
も
年

齢
も
異
な
る
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
結
成
し
た
。

会
は
「
将
来
の
子
供
た
ち
に
何
を
残
せ
る

か
」
を
テ

l
マ
に
し
て
、
会
員
の
自
由
な
発

想
と
ア
イ
デ
ア
で
活
動
し
て
い
る
。

主
芯
活
動

こ
れ
ま
で
に
、
環
境
、
教
育
、

地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
語
り
合
う
「若
者
交
流
会
」
、
地

域
づ
く
り
の
専
門
家
を
招
い
た

「
ふ
る
さ
と

4 

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
里
づ
く
り
に
賛
同
す
る

人
た
ち
が
増
え
、
マ
ス
コ
ミ
に
た
び
た
び
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
村
民
に
も
自
信
と

誇
り
が
芽
生
え
て
い
る
。
県
内
組
織
と
し
て

「オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ネ
ッ
ト
幻
」
が
結
成
さ
れ
、

交
流
が
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
鮫
-川
流
域
の
三
市
町
村
の
地
域
づ

く
り
団
体
で
「
鮫
川
流
域
交
流
会
」
を
聞
き
、

自
然
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

具
体
的
活
動

・
エ
ノ
キ
の
植
樹

-
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
観
察
会

33⑨却額づくり2∞T年3月号

-
ふ
る
さ
と
春
ま
つ
り

(
平
成
三
年
四
月
設
立
、

二
十

一
人
)

• 



環I~
境15
を!重
体iL
感|裂
す1I
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自 I~
然|芸
人 |雲

レ

ス

設
立
め
経
緯

東
京
で
あ
り
な
が
ら
、
過
疎
化
の
波
が
押

し
寄
せ
て
い
る
秋
川
流
域
の
若
者
た
ち
が
、

「地
域
の
発
展
の
た
め
に
今
な
に
が
大
切

か
」
「
川
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う

問
い
か
け
か
ら
、
自
然
に
親
し
む
機
会
を
持

と
う
と
企
画
し
、
結
成
し
た
。

主
芯
活
動

自
然
人
レ

l
ス
は
、
秋
川
渓
谷
の
河
川
敷

内
を
、
上
流
に
向
か
っ
て
折
り
返
し
点
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
お
り
て
く
る
往
復
の
レ

1
ス
。

川
の
横
断
や
岩
場
登
り
が
あ
る
約
十
キ
ロ
の

「精
進
コ

l
ス
」
と
、
途
中
で
の
ん
び
り
川

で
遊
べ
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
」
を
設
け

て
い
る
。

成
果既
成
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
い
新
鮮
さ
と
、
自

然
に
溶
け
込
み
つ
つ
自
然
の

大
切
さ
を
体
感
で
き
る
こ
と

が
共
感
を
生
み
、
北
海
道
、

九
州
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

見
物
人
も
含
め
る
と
五
千
人

規
模
に
成
長
し
た
。

第
四
回
か
ら
は
、
自
然
を

愛
し
、
大
切
に
す
る
啓
蒙
活

動
と
し
て
、
「
ふ
る
さ
と
の
川

に
、
ふ
る
さ
と
の
魚
を
/
」
と
、
小
中
学
校

や
希
望
者
に
ヤ
マ
メ
の
卵
の
里
親
に
な
っ
て

も
ら
い
、
ふ
化
さ
せ
た
稚
魚
を
育
て
、
秋
川

に
放
流
す
る
活
動
も
進
め
て
い
る
。

平
成
八
年
度
か
ら
長
野
県
丸
子
町
で
自
然

人
レ
!
ス
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
「
爆
水
ラ

ン
加
依
田
川
」
が
始
ま
り
、
秋
川
実
行
委
員

会
が
特
別
協
力
と
し
て
開
催
運
営
に
協
力
し

て
お
り
、
趣
旨
の
広
が
り
ゃ
連
携
が
生
ま
れ

て
い
る
。

具
体
的
活
動

・
秋
川
渓
谷
自
然
人
レ

l
ス

.
ヤ
マ
メ
の
放
流

・
コ
1
ス
内
の
河
川
清
掃
と
水
質
調
査

(
平
成
元
年

一
月
設
立
、
五
十
人
)

福
井
県
丸
岡
町
丸
岡
五
徳
会

小
中
高
校
生
に
詩
め
コ
ふ
ワ
ー
ル
創
設

設
立
め
経
緯

社
会
教
育
、
文
学
、
芸
術
音
楽
の
分
野
で

活
躍
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
文
化
の
基
礎
づ

く
り
を
目
標
に
設
立
し
た
。
古
く
か
ら
文
化

活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
丸
岡
町
に
お
い
て
、

草
の
根
レ
ベ
ル
で
文
化
振
興
を
図
り
、
文
化

を
媒
体
と
し
た
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
と

人
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。

主
怠
活
動

丸
岡
町
と
縁
が
深
い
詩
人

・
内
回
忠
に
ち

な
ん
で
、
昭
和
五
十
二
年
に
小
中
学
生
の
詩

の
コ
ン
ク
ー
ル

「創
る
賞
」
を
開
始
し
た
。

平
成
元
年
に
は
中
野
重
治
没
後
十
周
年
を
記

念
し
て
、
高
校
生
を
対
象
に
詩
の
コ
ン
ク
ー

ル
「
中
野
重
治
記
念
文
学
奨
励
賞
」
を
創
設
。

そ
の
後
、
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
側
丸

岡
町
文
化
振
興
事

業
団
が
引
き
継
い

で
い
る
が
、
毎
年

三
千
編
前
後
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、

「
詩
の
甲
子
園
」
と

し
て
全
国
的
に
知

ら
れ
て
い
る
。

平
成
九
年
に
は

創
立
二
十
五
周
年

4 

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
「越
前
丸
岡
塾
」

を
開
講
し
、

「丸
岡
五
徳
会
文
化
賞
」
を
設
定

し
た
。翌
年
創
設
し
た
「
丸
岡
文
化
少
年
団
」

は
、
文
化
を
中
心
に
小
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

成
果詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
劇
団

「聾」

や
「
ジ
ュ
ニ
ア
ロ

l
レ
ル
児
童
合
唱
団
」
の

創
立

・
育
成
な
ど
、
小
中
高
校
生
ら
に
文
化

に
親
し
む
機
会
を
設
定
し
、
他
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
受
賞
す
る
生
徒
ら
を
輩
出
し
て
い
る
。

具
体
的
活
動

-
小
中
学
生
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
創
る
賞
」

「
丸
岡
文
化
少
年
団
」
の
結
成

(
昭
和
四
十
七
年
十

一
月
設
立
、
六
十
三
人
)

地鼠づくり2∞T年3月号⑨34

小
中
学
生
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
創
る
賞
」
授
賞
式
丸
岡
文
化
少
年
団
、
い
も
版
で
年
賀
状
づ
く
り

4



土
蔵
造
り
め
間
並
み
を
保
全

設
立
め
経
緯

製
糸
業
が
繁
栄
し
て
い
た
こ
ろ
の
土
蔵
造

り
の
町
屋
が
バ
ブ
ル
全
盛
期
に
次
々
と
取
り

壊
さ
れ
、
近
代
的
な
建
物
が
建
ち
並
ぶ
リ
ト

ル
東
京
の
よ
う
な
街
に
な
っ
て
い
く
の
を
憂

い
た
有
志
た
ち
が
、
賛
同
者
を
募
っ
て
発
足

さ
せ
た
。

主
芯
活
動

毎
月
、
勉
強
会
を
開
く
か
た
わ
ら
、
機
関

誌
を
発
行
し
、
平
成
元
年
か
ら
「
町
並
み
フ

エ
ス
ト
」
を
開
催
。
平
成
三
年
か
ら
は
町
並

地域づくり団体

み
に
合
っ
た
建
物
の
建
築
主
、
施
工
者
、
設

計
者
を
表
彰
す
る
「
町
並
み
景
観
賞
」
を
設

7
た
。

観
光
客
を
対
象
と
し
た
町
並
み
ガ
イ
ド
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
や
、
機
織
り
、
絹
糸
染

色
な
ど
の
地
場
産
業
お
こ
し
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

成
果「
蔵
造
り
の
町
並
み
」
が
市
民
に
認
知
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ま
ち
づ
く
り
協
定
L

が

十
五
地
区
で
締
結
さ
れ
た
。
市
も
歴
史
的
景

観
保
存
対
策
事
業
と
し
て
修
理

・
修
景
事
業

に
対
す
る
補
助
金
を
創
設
し
た
り
、
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
町
並
み

保
全
対
策
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

市
の
「
ミ
ニ
博
物
館
設
置
事
業
補
助
金
」

の
創
設
に
よ
っ
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
兼
休
憩
所

や
博
物
館
兼
休
憩
所
が
で
き
て
い
る
。

具
体
的
活
動

.
会
員
対
象

-
例
会
(
勉
強
会
)
、
機
関
誌
発
行
、
先
進
地

視
察
・
市
民
対
象

・
町
並
み
フ
ェ
ス
ト

・
町
並
み
景
観
賞

(
昭
和
六
十

一
年
十

一
月
設
立
、
百
八
十

人
)

時
代
の

「市
」
の
再
現
で
、
そ
の
後
、
「
か
，け

ろ
う
座
」
と
命
名
し
て
、
手
作
り
品
を
中
心

と
し
た
木
工
品
、
ガ
ラ
ス
細
工
、
手
芸
品
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
が
並
び
、
古
典
芸
能
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、
近
ご
ろ
は
音
楽
バ
ン

ド
の
プ
ロ
へ
の
登
竜
門
に
も
な
っ
て
い
る
。

奈

良

県

五

係

市

新

町

塾

間
並
み
生
か
し
た
つ
リ
}
マ
l
ケ
ヴ
ト

設
立
め
経
緯

自
分
た
ち
の
「
ま
ち
」
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
う
場
を
求
め
て
、
若
者
た
ち
が
結
成

し
た
。
旧
紀
州
街
道
や
伊
勢
街
道
の
宿
場
町

で
あ
っ
た
新
町
通
り
は
、
江
戸
時
代
に
形
成

さ
れ
た
日
本
で
最
も
古
い
、
規
模
の
大
き
な

町
並
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
郷
土
史
家

な
ど
を
呼
ん
で
勉
強
会
を
重
ね
た
。

主
芯
活
動

平
成
五
年
か
ら
新
町
通
り
の
軒
下
で
始
め

た
フ
リ

1
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
さ
な
が
ら
江
戸

4 

新
町
塾
か
デ
ザ
イ
ン
し
た
木
製
郵
便
箱

成
果五
俊
市
や
奈
良
県
の
援
助
を
受
け
て
、
通

り
の
街
灯
を
塾
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
に
交

換
し
た
り
、
フ
ェ
ン
ス
の
塗
り
替
え
な
ど
の

修
景
や
、
木
製
郵
便
箱
の
原
価
販
売
を
行
う

な
ど
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
に
貢

献
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
努
力
が
評
価
さ
れ
、
平

成
八
年
度
か
ら
市
の
都
市
計
画
策
定

に
協
力
し
た
り
、
建
設
省
や
文
化
庁

の
事
業
に
計
画
段
階
か
ら
参
画
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、

三
重
県
、
和
歌
山
県
の
団

体
と
県
境
を
越
え
て
交
流
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
地
域
間
交
流
の
リ
ー
ダ

ー
に
も
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
活
動

・
か
げ
ろ
う
座

-
団
体
交
流
(
大
和
ま
ち
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
情
報
交
換
な
ど
)

(
平
成
二
年
四
月
設
立
、

二
十

一
人
)

4
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徳
島
県
徳
島
市
新
町
川
を
守
る
会

川
を
浄
化
、
水
に
親
し
む
活
動
広
が
3

設
立
め
経
緯

阿
波
踊
り
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新

町
川
い
か
だ
レ

1
ス
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

人
が
去
っ
た
後
の
川
の
惨
状
に
見
か
ね
て

「
市
民
の
汚
し
た
川
は
市
民
の
手
で
き
れ
い

に
再
生
し
よ
う
」
と
結
成
し
、
月
二
回
、
ボ

ー
ト
四
隻
で
川
の
清
掃
を
始
め
た
。

主
怠
活
動

平
成
四
年
か
ら
川
の
無
料
遊
覧
「
ひ
ょ
う

た
ん
島
遊
覧
船
」
の
運
航
、
八
年
か
ら
「
吉

野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
市
民
五
万
人
に
よ
る
「
吉
野
川
ク
リ
l

ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
に
取
り
組
み
、
十

一
年
か

ら
は
河
川
敷
の
里
親
と
な
っ
て
清
掃
を
行
う

「
吉
野
川
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
行
政
の
依
頼
を
受
け
て
、
「
ひ
ょ
う

た
ん
島
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」
「
観
月
演
奏
会
」
「
寒

中
水
泳
大
会
」
な
ど
の
環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト

も
行
っ
て
い
る
。

成
果魚
が
住
め
な
い
ほ
ど
汚
れ
て
い
た
新
町
川

が
、
今
で
は
魚
が
戻
り
、
人
が
泳
げ
る
ま
で
に

な
っ
た
。
ご
み
捨
て
場
に
な
っ
て
い
た
田
宮

川
の
土
手
に
花
壇
を
作
っ
た
と
こ

ろ
、
だ
れ
も
ご
み
を
捨
て
な
い
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
河
川
清

掃
活
動
は
、
行
政
や
企
業
の
新
人

研
修
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
活
動

-
新
町
川
の
清
掃
(
月
二
回
)

・
遊
覧
船
の
運
行
(
毎
日
)

・
吉
野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
年

ひ
ょ
う
た
ん
島
周
遊
船

ひ
ょ
う
た
ん
島

一
周
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

一
回
)

・
ラ
プ
リ
パ

1
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
(
ひ
ょ
う
た
ん
島
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
な
ど
)

(
平
成
二
年
三
月
設
立
、
二
百

十
人
)

無
人
駅
マ
夕
日
コ
、
ν
サ
i
ト

設
立
め
経
緯

昭
和
六
十
一
年
、
伊
予
下
灘
駅
の
無
人
化

が
決
定
し
、
将
来
は
廃
線
も
懸
念
さ
れ
る
中
、

地
域
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
を
ス
テ
ー
ジ
に
し
、
瀬
戸
内
海

に
沈
む
夕
日
を
パ
ッ
ク
に
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
よ
う
と
結
成
し
た
。

主
芯
活
動

町
内
の
若
者
た
ち
で
寄
付
を
募
り
な
が
ら

開
催
し
た
「
夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
、
十
五
回
を
重
ね
る
息
の
長
い

催
し
と
な

っ
て
い
る
。

毎
年
、
プ

ロ
歌
手
を
は
じ
め
、
愛
媛
県
内

で
活
躍
中
の
ト
ッ
プ
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が

出
演
し
、

今
で
は
二
千
人
を
動
員
す
る
ま
で

に
成
長
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
出
場
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す

る
と
夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
で
き
る

「
F
U
T
A
M
I
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
も
開
催
し
て
い
る
。

成
果双
海
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

J
R
四
国
の
好
意
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ

せ
て
「
夕
焼
け
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
が
運
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地獄づくり2∞1年 3 月号~36

音
楽
を
通
し
て
新
し
い
若
者
文
化
が
創
出

さ
れ
、
町
の
人
た
ち
に
自
分
の
町
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
芽
生
え
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
が
、

国
道

3
7
8
号
の
「
夕
焼
け
こ
や
け
ラ
イ

ン
」
の
愛
称
命
名
に
つ
な
が
り
、
町
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
沈
む
夕
日
が
立
ち
止
ま
る

町
」
を
生
ん
で
い
る
。

具
体
的
活
動

・
夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

(
九
月
第

一
土
曜
日
)

-
F
U
T
A
M
I
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

イ
パ
ル
(
八
月
十
四
日
)

(
昭
和
六
十

一
年
四
月
設
立
、
二
十
五
人
)
4 



扉15
風情
絵I~
め|喜

歌li
舞|喜
伎11

を
実
演

設
立
A

的
経
緯

赤
岡
町
に
は
幕
末
の
絵
師

・
弘

瀬
金
蔵
(
通
称

「絵
金
」
)
が
描
い

た
芝
居
扉
風
絵
の
う
ち
二
十
三
点

が
保
存
さ
れ
、
年
に

一
度
の
夏
祭

り
の
夜
に
商
庄
の
軒
下
に
飾
ら
れ

る
。
こ
れ
は
「
絵
金
ま
つ
り
」
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
扉
風
絵
に
描
か
れ
て
い
る
歌

舞
伎
の
場
面
を
自
分
た
ち
で
演
じ

て
み
よ
う
と
、
商
庖
街
の
主
婦
が

発
案
し
、
有
志
が
集
ま
っ
て
結
成

し
た
。

み、la
'

ψ
'
 

‘勺1レの‘え
る

U
タ」みぜち皇、んん

身

A
K

由
民
白
H巴一一一

士
口人一一一の

主
怠
活
動

域

毎
年
、

「絵
金
ま
つ
り
」
の
夜
、
動

二
日
間
上
演
し
、
赤
岡
町
の
新
た
髄

な
文
化
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
上

演
し
た
演
目
は
十

一
演
目
に
な
り
、
平
成
十

一
年
に
は
国
際
親
善
協
会
が
欧
米
で
開
催
し

て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
参
加
し
、
フ

ラ
ン
ス
公
演
を
実
現
し
た
。

地域づくり団体

成
果赤
岡
町
の
商
庖
街
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
た
が
、
こ
の
歌
舞
伎
活
動
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
主
婦
た
ち
の
地
元
産
品
開
発

グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
ミ
ニ
界
風
な
ど
の
絵

金
グ
ツ
ズ
を
商
品
化
し
、
商
庖
街
も
「
夜
桜

夜
市
」
や

「
い
ご
っ
そ
う
市
場
」
を
開
催
し

た
り
、
絵
金
の
ポ
イ
ン
ト
カ

1
ド
を
始
め
た
。

町
も
、
「
絵
金
を
核
と
し
た
ま
ち
-つ
く
り
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
聞
く
な
ど
、
商
店
街
の

活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
活
動

-
絵
金
ま
つ
り
の
公
演
(
七
月
)

-
他
地
域
と
の
交
流
(
広
島
県
、
愛
媛
県
、

山
梨
県
の
歌
舞
伎
と
の
交
流
な
ど
)

(
平
成
五
年
六
月
設
立
、
五
十
七
人
)

辺
倒
の
観
光
か
ら
の
脱
却
に
成
功
し
て
い
る
。

従
来
の

「自
然
(
海
)
・
食
」
だ
け
で
は
な

く、

「
サ
イ
ク
ル
(
健
康
)
」
の
島
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
な
っ
た
。

ま
た
、
恒
例
行
事
と
し
て
住
民
に
も
深
く

浸
透
し
、

地
域
総
が
か
り
で
取
り
組
む
機
運

が
出
来
上
が
り
、
新
た
な
民
間
主
導
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
「
一
支
園
ウ
ォ

l
ク
」
が
始
ま

る
な
ど
、
広
域
連
携
の
す
そ
野
が
広
が
っ
て

い
る
。

長
崎
県
郷
ノ
浦
町
・
勝
本
町
・
芦
辺
町
・
石
田
町

壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

島
ぐ
3
み
マ
サ
イ
ワ
ル
レ
ー
ス

設
立
め
経
緯

壱
岐
の
振
興
の
た
め
に
は
町
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
は
不
十
分
と
、
有
志
た
ち
が
壱

岐
四
町
全
体
の
サ
イ
ク
ル
口

、144
ド
レ

l
ス
を

企
画
し
て
結
成
し
た
。

主
芯
活
動

開
催
は
毎
年
六
月
。
日
本
自
転
車
競
技
連

盟
登
録
選
手
に
よ
る
サ
イ
ク
ル
ロ

1
ド
レ
ー

ス
と
、

一
般
参
加
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ロ

1
ド

か
ら
成
る
。
全
コ
l
ス
が
公
道
使
用
の
た
め
、

一
時
的
な
道
路
封
鎖
が
必
要
で
、
警
察
、
消

防
団
や
沿
道
住
民
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ

な
い
が
、
参
加
者
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
よ
う

と
、
地
域
住

民
総
が
か
り

で
島
内

一
斉

清
掃
な
ど
が

行
わ
れ
て
い

る
。

成
果リ
ピ
ー
タ

ー
を
含
め

4 

多
く
の
壱
岐

フ
ァ
ン
を
獲

得
し
、
夏
場

の
海
水
浴

一

+
J
M
の
ス
タ
ー
ト

具
体
的
活
動

・
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
平
成
元
年
二
月
設
立
、
八
十
人
)

均時間引戸
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検
車
コ
ー
ナ

4 



次
世
代
型
都
市
情
報
交
流
ふ
ス
テ
ふ
に
向
け
マ

大
和
市
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
都
心
か
ら

一
時
間
、
横
浜
か
ら
三
十
分

の
交
通
の
利
便
性
が
と
て
も
良
い
都
市
で
、

市
域
の
ほ
と
ん
ど
が
駅
か
ら
の
徒
歩
圏
に
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
度
成
長
期
に
は
急
激
な

都
市
開
発
や
人
口
の
急
増
を
経
験
し
た
。
現

在
の
人
口
は
約
二
十

一
万
人
程
度
で
推
移
し

て
い
る
。

大
和
市
の
主
な
政
策
テ

l
マ
は
、
市
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
の
再
生
で
あ

る
。
地
域
で
の
市
民
参
加
を
進
め
よ
う
と
し

て
も
、
交
通
の
利
便
性
ゆ
え
に
昼
間
人
口
が

東
京
や
横
浜
に
流
出
し
て
し
ま
う
。
市
民
の

知
識
水
準
は
高
く
、
行
政
へ
の
参
加
意
識
も

極
め
て
高
い
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
帯
の
中
心
と
な
る
世
代
は
、
仕
事
や
勉
学

で
地
理
的
、
時
間
的
な
制
約
を
抱
え
て
い
て
、

市
民
参
加
が
で
き
な
い
で
い
る
。

市
内
に
は
、
情
報
関
連
企
業
が
多
く
立
地

し
、
情
報
政
策
へ
の
市
民
の
理
解
は
比
較
的

得
や
す
い
地
域
で
あ
る
。
一

般
市
民
の
イ
ン

大和市長

土屋侯保

一
九
九
八
年
の

調
査
で
は
人
口
当
た
り

一
五

・
一
%
に
達
し

て
い
る
。

タ
1
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
も
、

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
大
和
市
に
お
い

て
は
、
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
民
参
加
に
カ
を

注
い
で
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ

i

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

大
和
市
で
は
、
九
八
年
に
「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
(
愛
称
一

K
o
k

o
R
O
N
)
と
名
付
け
て
、
市
役
所
、
市
立

病
院
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
消
防
本
部
の

大
型
四
施
設
の

L
A
N
整
備
を
実
施
し
、
ま

た
市
内
の
全
公
共
施
設
七
十
五
施
設
に
お
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

が
利
用
可
能
な
情
報
基
盤
整
備
を
実
施
し
た
。

二
O
O
O年
十
二
月
現
在
、
行
政
用
八
百
六

十
五
台
、
市
民
利
用
八
百
七
十
二
台
、
計

一

千
七
百
三
十
七
台
の
端
末
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
・
稼
動
し
て
い
る
。

こ
の
環
境
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
各

課
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
を
置
い
て
、

各
課
の
情
報
化
を
推
進
し
た
り
、
職
員
の
パ

ソ
コ
ン
活
用
や
操
作
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ぺ

1
ジ
は
各
課
長
の
権

限
で
担
当
者
が
作
成
に
当
た
り
、
効
率
的
に

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
公
開
で
き
る
分
散
型
の
体

制
で
日
々
の
行
政
情
報
の
公
開
と
蓄
積
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
電
子
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
る
要
望

・
意
見
を
、
各
課
あ
で

や
担
当
者
個
人
あ
て
で
受
け
取
る
こ
と
に
よ

り
、
即
時
性
の
あ
る
情
報
提
供
を
行
い
、
通

常
窓
口
で
対
応
す
る
の
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
多
く
の
人
に

I
T
文
化
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
内
の
す
べ
て
の

小
中
学
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
環

境
の
提
供
を
し
た
り
、
図
書
館

・
学
習
セ
ン

神
奈
川
県
大
和
市
|
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タ
ー
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
に
自
由
に
ネ
ッ

ト
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
る
市
民
端
末
を
設
置

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
電
子
行

政
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
会
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
情
報
教

育
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

情
報
基
盤
を
整
備
し
て
か
ら
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ぺ

1
ジ
の
数
は
飛
躍
的
に
増
え
、
基
盤
整
備

前
の
ペ
ー
ジ
数
は
約

一
千
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た

も
の
が
、
わ
ず
か
一
年
間
で
四
千
五
百
ペ
ー
ジ

と
な
り
、
現
在
も
日
々
増
加
し
続
け
て
い
る
。

ト
ッ
プ
ペ

l
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
も
九
六

年
度
に
は
月
平
均
八
百
三
十
六
件
で
あ
っ
た

が
、
市
独
自
の
サ

l
パ
を
設
置
し
て
以
降
、

EJiJ'MJ-m冒面開園・・・・・・・・・・・・・・・・・
95年より積極的にインターネy卜の活用を
進めてきた結果、職員自らの発想、や創意

工夫であらゆるホームページが出来上がってい

る。 iモードから市役所へアクセスできる携帯

市役所「幸見切丁寧っと」、市内の芸術家の作品や

サークルなどを紹介している「やまとインター

ネッ卜美称溜」、申請書類などの書式がダウンロ

ードできる「書式サーヒ'ス申請堂」などなど。

当初はこのようなサービスが生まれるとは思

いもしなかった。上司にはパソコンを触っている

ことがゲームをしているように思われ、ホームペ

ージ作成はこっそり作業していたくらいである。

しかし、インターネッ卜は有効な情報ツール

であるとの確信のもと、さまざまな場面て利用

してきた結果、今では上司自らがホームページ

を作成してしまう。職員対象のパソコン研修な

どは、新採用の職員が諸先輩職員に操作の指導

にあたるなど、今までの枠組みでは考えられな

いことが起きている。

げ時代はまさに創意工夫がカギとなる。枠組

みにとらわれない姿勢で、情報政策を推進した

いと考えている。

-大和市情報政策謀



月
間
二
千

1
三
千
件
と
な
り
、
全
公
共
施
設

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
か
ら
は

月
間
九
千

1
一
万
三
千
件
、
さ
ら
に
二

O
O

O
年
七
月
に
は
四
万
一
千
件
と
、
ア
ク
セ
ス

数
は
他
の
自
治
体
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ほ
ど
に
活
発
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ど
こ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

電
子
情
報
交
流
シ
ス
テ
ム

大
和
市
は
、
九
五
年
十

一
月
に
日
本
で
初

め
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

に
あ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

市
民
の
意
見
や
要
望
を
集
め
、
計
画
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
た
。
そ
れ
以
来
、
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
制
定
や
総
合
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

数
多
く
の
場
面
で
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
を
活
用
し

た
政
策
過
程
へ
の
市
民
参
加
に
取
り
組
ん
で

優良情報化団体

き
』
れ
~
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
地
域
社
会
で
の
説
明

会
な
ど
の
会
合
に
参
加
い
た
だ
く
数
よ
り
も

十
倍
以
上
の
市
民
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
成
果
を
上
げ
、

二
O
O
O年
一
月

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
民
参
加
の

ツ
1
ル
「
ど
こ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
(
電
子

情
報
交
流
シ
ス
テ
ム
)
の
運
用
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
情
報
発
信
さ
れ
た
内
容
が
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
さ
れ
て
い
る
市
民
へ
は
も
と
よ
り
、
市

職
員
全
員
に
配
信
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

市
民
と
の
情
報
の
共
有
と
交
流
を
活
発
に
行

い
、
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
を
市
民

と
の
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
に
よ
り
つ
く
り
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

行
政
事
務
の
効
率
化
を
情
報
政
策
の
柱
に

掲
げ
る
・
自
治
体
は
数
多
い
が
、
大
和
市
は
他

の
自
治
体
に
は
な
い
、
市
民
と
の
情
報
交
流

を
情
報
政
策
の
前
面
に
掲
げ
、
参
加
型
情
報

政
策
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
常
に
目
指
し
て
い
る
。

大
和
市
は
、
九
四
年
策
定
の

「
や
ま
と
情

報
化
プ
ラ
ン
」
、
九
七
年
に
策
定
し
た
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
戦
略
計
画
」
を
も
と
に
情

報
政
策
を
進
め
て
き
た
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

事
業
を
達
成
し
て
き
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

新
し
い
プ
ラ
ン
を
二
O
O
--年
度
中
に
策
定

す
べ
く
準
備
を
始
め
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
や
市

民
端
末
の
利
用
状
況
な
ど
を
分
析
す
る
と
、

高
速
回
線
を
利
用
し
て
の
ア
ク
セ
ス
が
約
八

割
を
占
め
、
ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
接
続
利
用
の

ア
ク
セ
ス
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

一
方
、
女
性
や
若
年
層
、
高
齢
者
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
を
持
た
な
い
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
行
政
情
報
の
受
信
や
市

民
参
加
が
難
し
い
様
子
が
わ
か
る
。

良
質
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
持
つ
者

と
持
た
ざ
る
者
と
の
間
で
、
情
報
格
差
が
生

じ
始
め
て
い
る
。情
報
分
野
は
、
犬
の
成
長
の

速
さ
に
な
ぞ
ら
え

て
「
ド
ッ
グ
イ
ヤ

-
」
と
も
呼
ば
れ

一
年
が
三
カ
月
の

ス
ピ
ー
ド
で
進
む

と
も
言
わ
れ
て
い

レ

る

。
何
ら
か
の
手

川
獲

立
て
を
行
わ
な
い

お

と

、

情

報

格

差
が

一
時
間
叫
拡
大
さ
れ
る
こ
と

害
の
し

蔵
階
的
も
懸
念
さ
れ
、
そ

の
l

の

館
所
校
の
た
め
に
は
安
価

書

役

学

図
市
小
な
高
速
回
線
の
普

比
伸
作
及
が
急
務
で
あ
る
。

大
和
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
礎

と
し
て
、
今
後
も
次
世
代
型
都
市
情
報
交
流

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、

市
民
、
企
業
、
行
政
に
よ
る
情
報
交
流
を
よ
り

活
発
に
す
る
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

た
り
、
市
域
内
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
敷
設
す

る
な
ど
、
総
合
的
な
都
市
情
報
交
流
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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群
馬
県
佐
渡
郡
東
村

東
村
情
報
色
、

ν
9ー
を
整
備

観
要情
報
化
社
会
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
・
行
政
情
報
の
受
発
信
基
地
と
し
て

「東
村
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、
セ
ン

タ
ー
と
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童
館
、
小
中

学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー、

中
央
公
民
館
、
図

書
館
、
村
営
プ

l
ル
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

廃
棄
物
処
理
場
を
高
速
通
信
網
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
。
画
像
情
報
、
音
声
情
報
、
文
字
情

報
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
サ

ー
ビ
ス
を
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
運
用
開
始

し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ぺ

l
ジ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

①
公

共
施
設
予
約
②
図
書
館
蔵
書
検
索
③
生
涯
学

習
(
各
種
団
体
や
講
師
の
情
報
な
ど
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
)
④
各
種
申
請
書
や

地
図
の
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
⑤
情
報
提
供
(
各
種

行
政
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
暮
ら
し
の
情

報
な
ど
)
ー
が
あ
る
。
ま
た
、
各
種
行
政
手

続
き
や
相
談
を
単

一
の
窓
口
で
行
う
総
合
窓

口
サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用
し
て
い
る
。

成
果ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は

一

日
当
た
り
約
五
十
件
、
登
録
さ
れ
た
自

主
サ
ー
ク
ル
数
は
六
十

一
団
体
に
上
る
。

優
れ
マ

V
Z点

情
報
提
供
は
ホ

1
ム
ぺ

1
ジ
を
中
心

と
し
て
い
る
が
、

パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な

い
家
庭
や
、
操
作
が
不
得
手
な
人
の
た

め
に
、
電
話

・
F
A
X応
答
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
ま
た
図
書
館
に
は
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
で
簡
単
に
操
作
で
き
る
公
共
パ

ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。
情
報
の
入

力

・
更
新
は
役
場
内
の
各
担
当
者
自
身

が
随
時
行
い
、
最
新
か
つ
詳
細
な
情
報

の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

図
書
館
内
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
の
公
共
パ
ソ
コ
ン

情
報
ブ
弓
ザ
と
光
幹
線
網
整
備

地獄づくり2∞1~3月号⑨40
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概
要地
域
情
報
基
盤
の
整
備
促
進
の
た
め
、
高

速
通
信
回
線
に
接
続
し
て
簡
単
に
高
度
情
報

通
信
社
会
を
体
感
で
き
る

「塩
尻
情
報
プ
ラ

ザ
」
を
整
備
。
ま
た
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
よ
っ
て
、
市
民
生
活
の
利
便
性
を
高
め
、

教
育

・
文
化

・
福
祉

・
企
業
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
の

「市
内
光
幹
線
網
」
を
整
備
。

さ
ら
に
、
市
民
や
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
を
図
る
た
め
に

「塩
尻
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
機
構
」
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
ら
は
平

成
十
二
年
四
月
に
運
用
を
開
始
し
た
。

成
果情
報
化
プ
ラ
ザ
で
は
、
情
報
化
の
た
め
の

研
修
会
、
体
験
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
技
術
相
談
な

ど
を
恒
常
的
に
実
施

・
開
放
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
光
幹
線
網
の
利
用
で
は
、
国
や

民
間
企
業
が
行
う
高
度
情
報
化
の
た
め
の
ハ

ー
ド

・
ソ
フ
ト
開
発
実
験
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
り
、
本
庁
や
支
所
、
学
校
、
在
宅
介
護

支
援
施
設
を
結
ん
で
、
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
教
育
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
お
も
い

や
り
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
構
で
は
、
市
民

や
企
業
、
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

優
れ

T
h
u
Z点

こ
れ
ら
の
地
域
情
報
基
盤
の
す
べ
て
を
市

が
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
材
育
成
、

技
術
の
定
着
と
普
及
、
さ
ら
に
は
民
間
に
も

情
報
化
ニ

l
ズ
の
増
大
に
よ
る
投
資
促
進
と

い
っ
た
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

4 



京
都

府
園
部
町

地
域
イ
、
ν
ト
弓
ネ
ヴ
ト
ふ
ス
テ
'u
整
備

概
要C
A
T
V
を

L
A
N
と
し
て
使
用
し
、
情

報
通
信
を
行
う
「
C
A
T
V
|
L
A
N
」
を

整
備
し
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構
築
。

平
成
十
年
十

一
月
か
ら
運
用
し
て
い
る
。

現
在
、
家
庭
や
学
校
、
公
共
施
設
な
ど
約

四
百
五
十
カ
所
、
約
六
百
台
の
パ
ソ
コ
ン
が

接
続
さ
れ
、
農
業
情
報
、
行
政
情
報
、
図
書

館
や
博
物
館
な
ど
の
情
報
を
は
じ
め
、
遠
隔

教
育
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ

l
ル
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
情
報
通
信
拠
点
施
設
で
あ
る

優良情報化団体

パソコンを使つf二段操(園部第二小学校〕

「
園
部
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
は
、

歴
史
資
料
の
視
聴
・
閲
覧
や

C
D
l
R
O
M

に
よ
る
電
子
出
版
物
の
閲
覧
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習
支
援
、
パ
ソ
コ
ン
研

修
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
で
き
る
工
房
機
能

を
備
え
て
い
る
。

成
果イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
体
験
会
、
ホ
ー
ム

ぺ
l
ジ
作
成
講
座
、
パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
に

多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
い
る
。

C
A
T
V

|
L
A
N
に
つ
な
が
っ
て
い
る
六
小
中
学
校

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ

l
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て

い
る
。
町
民
の
情
報
化
へ
の
関
心
が
高
ま

っ

て
い
る
。

優
れ
マ

huz点

自
前
の
情
報
通
信
網
に
よ

っ
て
、
全
町
的

に
情
報
通
信
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
て
い
る
。

C
A
T
V
|
L
A
N
に
接
続
す
れ
ば
、
電
話

代
や
プ
ロ
パ
イ
ダ

l
料
金
は
不
要
で
、
時
間

や
料
金
を
気
に
し
な
い
で
利
用
で
き
る
た

め
、
教
育
現
場
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。

ま
た
、
国
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の

実
証
実
験
に
参
画
し
て
い
る
た
め
、
大
学

の
公
開
講
座
を
利
用
で
き
る
な
ど
、
全
国

で
も
ま
れ
な
先
進
的
情
報
通
信
の
町
と
な

っ
て
い
る
。

地
域
情
報
通
信
心
ス
テ
ふ
を
整
備

概
要C
A
T
V
網
を
利
用
し
た
地
域
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
十

一
年
八
月
か

ら
運
用
し
て
い
る
。

中
心
は
放
送
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
は
、
ま
ず
「
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
が
利
用
で
き
、

「高
速
・
常
時
接
続
」

と
い
う
環
境
が
安
価
な
定
額
料
金
で
利
用
で

き
る
。
ま
た
、
各
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
パ

ソ
コ
ン
で

D
V
D、
L
D
な
ど
の
ソ
フ
ト
を

リ
ク
エ
ス
ト
し
て
視
聴
で
き
る

「
ビ
デ
オ

・

オ
ン

・
デ
マ
ン
ド
」
の
機
能
が
あ
る
。

さ
ら
に
町
の
自
主
放
送
に
よ
る
地
域
の
出

来
事
や
各
種
情
報
を
提
供
す
る
通
常
の
有
線

放
送
機
能
に
加
え
、
と
く
に
伝
え
た
い
情
報

町
で
は
自

41~地周づくり2∞1~王 3 月号

を
前
も
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に

の
み
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
告
知
放
送

の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
機
能
」
も
あ
る
。
こ
の
ほ

か
「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
」
や
、
放
送
セ

ン
タ
ー
内
で
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
を
視
聴
で

き
る
「
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
」
も
備
え
て
い
る
。主

放
送
に
力

を
入
れ
て
い

る
が
、
と
く

成
果平
成
九
年
八
月
か
ら
開
発
し
た

C
A
T
V

網
が
全
世
帯
の
九
九

・
九
%
の
加
入
率
に
達

し
、
学
校
教
育
や
企
業
で
の
活
用
や
、
若
者

の
定
住
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

優
れ
マ

V
3点

大
容
量
の
情
報
の
受
発
信
が
、
常
時
接
続

で
安
価
な
定
額
料
金
で
実
現
で
き
る
。

• 

(上)センター研修室でのパソコン教室

(下)センター開局イベント小学生対象の「トンボの学校J

に
告
知
放
送

の
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
機
能
は

地
域
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
の
向

上
に
大
き
な

役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

‘・



地
方
行
財
政
関
連
施
策
解
説
圏
総
務
省
自
治
行
政
局
自
治
政
策
課

肝制度
地
域
活
力
創
出
ノ
ラ
ン
関
連
事
業
(
当
初
分
)
に
つ
い
て

ー
一は
じ
め
に

地
方
行
政
に
と
っ
て
現
下
の
重
要
課
題
は
、
地
域

の
自
立
を
図
り
、
分
権
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
経
済
基
盤
の
強
化
、
地

域
を
支
え
る
人
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
に

よ
り
地
域
の
活
力
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
特
色

を
生
か
し
つ
つ
、
そ
の
創
意
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
が
、

地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
地
方
公
共

団
体
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
地
域
経
済
新
生
」
「
人
づ

く
り
事
業
」
「
広
域
連
携
事
業
」
な
ど
に
対
し
、
ハ
ー

ド

・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
重
点
的
な
財
政
措
置
を
講
じ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

2
一ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置

地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
活
力
創
出
を
目
指
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
ま
た
、
地
域

の
創
意
に
基
づ
き
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
包
括
的
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
流
通
、

販
売
を
一
貫
し
て
事
業
化
(
六
次
産
業
化
)
す
る
取

り
組
み
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
業
、
事
業
化
支
援

な
ど
の
「
地
域
経
済
新
生
」
の
取
り
組
み
お
よ
び
地

方
へ
の
移
住

・
定
住
の
促
進
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
人
材
の
誘
致

・
活
用

・
育
成
、
地
域
に
お
け
る

共
生
な
ど
の
「
人
づ
く
り
事
業
」
の
取
り
組
み
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
措
置
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

3
一八
|
ド
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置

地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
活
力
創
出
を
目
指
し
、

そ
の
創
意
に
基
づ
き
実
施
す
る
地
方
単
独
事
業
に
対

し
、
地
域
総
合
整
備
事
業
債
に
よ
る
財
政
措
置
を
講

じ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

。
地
域
活
力
創
出
事
業

地
域
経
済
新
生
(
貸
し
ラ
ボ
、
加
工
施
設
、
直
販

施
設
な
ど
て
人
づ
く
り
(
移
住
者
用
貸
付
住
宅
な

ど
て
広
域
連
携
な
ど

※
本
年
度
よ
り
、
新
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策
推

進
地
域
(
「
新
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策
要
綱
」
(
平

成
十
二
年
一
月
十
九
日
付
け
自
治
画
第
二
号
)
に
よ

る
)
に
お
け
る
地
域
経
済
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
共

施
設
の
整
備
事
業
を
追
加
。

@
共
生
の
ま
ち
推
進
事
業

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
の
保
健
福
祉
増
進
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど

@
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど

※
本
年
度
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル

・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構

想
の
推
進
(
平
成
十
二
年
四
月
二
十
八
日
付
け
自
治

情
第
七
十
二
号
)
に
資
す
る
シ
ス
テ
ム
(
ハ

1
ド
)

整
備
事
業
を
追
加
。

一平
成
四
年
度
の

4
一地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
関
連
事
業

一八
l
ド
事
業
(
当
初
分
)
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
度
に
お
け
る
地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン

関
連
事
業
(
当
初
分
)
の
概
要
は
、
表
1
の
と
お
り

で
あ
る
。
事
業
数
は
、
新
規
事
業
二
百
七
十
四
事
業
、

継
続
事
業
二
百
九
十
二
事
業
の
計
五
百
六
十
六
事
業

で
あ
り
、
そ
の
総
事
業
費
は
五
千
四
百
五
十
四
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
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地方行財政関連施策解説

表

2
は
新
規
事
業
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
事

業
数
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の
保
健
福
祉
増

進
の
た
め
の
施
設
整
備
が
多
く
、
事
業
費
で
も
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の

保
健
福
祉
増
進
の
た
め
の
施
設
整
備
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

ー

一平
成
問
年
度
の

E
、一新
規
事
業
(
当
初
分
)
例
示

以
下
、
平
成
ロ
年
度
に
お
け
る
新
規
事
業
を
例
示

す
る
。

..  庫醐陸軍団i臨崎官JR~協調緋謹晶湖沼持軍E姐同盟掴

主手11事業数 団体数 総事業費
っち12年度

都道府県 33 27 491 136 
新 指定都市 10 日 103 31 

規 市町村 231 298 702 283 
新規言十 274 333 l.296 450 
都道府県 44 35 1，432 309 

継 指定都市 13 7 636 102 

続 市町村 235 253 2，090 920 
継続計 292 295 4，158 1，331 

4企当h 言十 566 1-------- 5，454 1，781 Eコ

ØM議控室組長岡E・E・-~当圃闘留置踊l4!iIBt.

①
地
域
経
済
新
生
(
貸
し
ラ
ボ
、

加
工
施
設
、
直
販

施
設
な
ど
)

福
岡
県
大
牟
田
市
川
大
牟
田
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
(
仮
称
)
整
備
事
業

三
池
炭
坑
閉
山
後
、
か
つ
て
の
鉱
業
都
市
か
ら
産

業
創
造
都
市
へ
飛
躍
す
る
た
め
、
起
業
家
や
既
存
企

業
の
新
規
事
業
展
開
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
貸
し

工
場
を
整
備
す
る
。

滋
賀
県
竜
王
町
H

(仮
称
)
竜
王
町
農
と
文
化
ふ
れ

あ
い
の
郷
(
鏡
の
里
)
整
備
事
業

国
道
沿
い
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
す
町
の

事業分類 事業|高数/'i.m 総事業構成費比 12年度高事業E費E 

地 ①地域経済新生(貸しフボ、
15 5.5 77 5.9 39 日.7域 加工施設、直販施設等

i力舌
②人づくり関十係施(貸付住)宅、 12 4.4 24 1.9 17 3.8 創 移住者との父流設等

出事
3的広活域用連、施携設(観の光共資同源設の置広等域) 7 2.6 183 14.1 33 7.3 業

土J土、 ④ユニバーサルデザイン1= 168 61.3 381 29.4 157 34.9 
生 よるまちづくり

の ⑤地域の保健福祉増進のた 59 21.5 500 38.6 168 37.3 
まち推
めの施設整備

⑤-大学・短期E成大の学たでめある看 E 0.7 76 5.9 日 1.8 

進事業
護婦等の養 の施設

⑦NP口等の活動支援のた 3 1.1 3 0.2 E 日.4めの施設整備

地 ⑤衛星通信ネットワークの E 0.7 40 3.1 16 3.6 t或 活用による地球局等の設置
'報情
⑨行政情報ATの〉提施供設等のを整目備的 E 0.7 3 0.2 0.2 

通信基
とするC

⑮光ファイ/拠〈一点等施の設ネのッ整ト憐ワー 4 1.5 B 日.7 B 2.0 
盤 ク、地減情報

d会，、
言十 27 41100. 日l.2961100.0 45 01100.0 Eコ

情
報
発
信
の
基
地
と
な
り
う
る
施
設
を
配
置
し
、
来

訪
者
と
の
交
流
や
施
設
利
用
者
へ
の
休
息
場
所
の
提

供
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

②
人
づ
く
り
関
係
(
貸
付
住
宅
、
移
住
者
と
の
交
流

施
設
な
ど
)

徳
島
県
西
祖
谷
山
村
N
若
者
定
住
環
境
基
盤
整
備
事

業
山
間
急
傾
斜
地
の
多
い
村
内
に
お
い
て
、
比
較
的

緩
や
か
な
地
形
の
村
の
中
心
部
に
活
性
化
の
動
き
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
若
者
定
住
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
移
住
者

・
定
住
者
向
け
の
貸

地域の情報化を支援するための施設の例
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付
住
宅
を
整
備
す
る
。

③
広
域
連
携
(
観
光
資
源
の
広
域
的
活
用
、
施
設
の

共
同
設
置
な
ど
)

千
葉
県
八
日
市
場
市
川
(
仮
称
)
八
日
市
場
市
都
市

と
農
村
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

緑
あ
ふ
れ
る
広
大
な
田
園
風
景
の
中
に
農
業
体

験

・
研
修
施
設
の
ほ
か
、
農
産
物
や
加
工
品
の
展
示

紹
介
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
さ
ら
に
は
全
国
屈
指

の
生
産
を
誇
る
特
産
の
植
木
の
展
示
見
本
固
な
ど
を

複
合
的
に
整
備
す
る
。

④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

富
山
県

H
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事

業
公
園
や
学
校
、
警
察
署
と
い
っ
た
県
有
施
設
に
お

い
て
、
ス
ロ
ー
プ
や
多
機
能
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
、
歩
道
の
段
差
解
消
な
ど
を
一
体
的
に
行

λ
ノ
。

⑤
地
域
の
保
健
福
祉
増
進
の
た
め
の
施
設
整
備

沖
縄
県
H
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

地
域
住
民
、
民
間
団
体
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が

一
体
と
な
っ
て
、
新
た
な
課
題
に
対
応
し
た
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
交
流
機
能
(
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ

1
ル
な
ど
て
情
報
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能

(
福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
振
興
機
能
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
)
な
ど
を

備
え
た
拠
点
を
整
備
す
る
。

⑥
大
学

・
短
期
大
学
で
あ
る
看
護
婦
等
の
養
成
の
た

め
の
施
設

福
岡
県
川
福
岡
県
立
大
学
看
護
学
部
整
備
事
業

資
質
の
高
い
看
護
職
員
を
養
成
し
、
県
民
の
保

健

・
医
療

・
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
、
既
存

の
県
立
大
学
に
看
護
学
部
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
た
め
の
講
義
室
、
実
習
室
、
福
利
厚
生
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
。

⑦
N
P
O
等
の
活
動
支
援
の
た
め
の
施
設
整
備

宮
城
県
H
N
P
O活
動
促
進
中
核
機
能
拠
点
整
備
事
業

N
P
O活
動
の
総
合
的
な
支
援
や
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ツ
ツ
プ
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、
「
N
P
O

活
動
促
進
中
核
機
能
拠
点
」
を
整
備
し
、

N
P
O
活

動
の
た
め
の
情
報
提
供
や
調
査
研
究
を
行
う
。

⑧
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
に
よ
る
地
球
局
等
の

設
置
奈
良
県
奈
良
市
ほ
か
却
件
日

総
合
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
県
内
市
町
村
に
衛
星
地
球

局
を
設
置
し
、
衛
星
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
る

高
度
な
情
報
通
信
基
盤
を
整

備
す
る
。

⑨
行
政
情
報
の
提
供
等
を
目

的
と
す
る

C
A
T
V
施
設
の

整
備

京
都
府
加
悦
町

H
C
A
T
V
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

新
た
に

C
A
T
V
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
行
政
情

報
番
組
な
ど
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
高
度
情
報
化

(
デ
ジ
タ
ル
化
、
在
宅
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
)

に
対
応
可
能
に
す
る
た
め
周
辺
機
器
を
整
備
す
る
。

⑩
光
フ
ァ
イ
バ

ー
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
情
報

拠
点
施
設
の
整
備

岩
手
県
け
い
わ
て
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
整
備
事
業

い
わ
て
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
基
幹
部
分
と
な
る
よ

う
に
、
県
内
の
中
核
的
病
院
お
よ
び
県
内
大
学
な
ど

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
や
、
大

学
問
の
交
流
や
遠
隔
講
義
な
ど
を
実
施
す
る
。

地鼠づくり2∞T年 3 月号~A4



-
東
北
コ
1
ス

市
町
村
実
務
研
修
リ
ポ
ー
ト
明

まこ
もだ
っ紗
くり

2粘
J孟り
占警
カ為

先
進
地
て
成
功
の
要
因
を
見
る

東
北
コ

1
ス
は
、
森
塾
長
を
は
じ
め
、

塾
生
十
人
、
事
務
局
三
人
の
総
勢
十
四
人

が
昨
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
四
日
間
の
日

程
で
、
岩
手
、
青
森
県
内
の
地
域
づ
く
り

先
進
地
を
視
察
研
修
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
は
こ
だ
わ
り
と
粘
り
強

き
と
自
信
こ
そ
が
ま
さ
に
原
点
だ
と
感
じ

た
研
修
で
あ
っ
た
。

最
初
の
訪
問
地
、
岩
手
県
葛
巻
町
は
、

酪
農
と
林
業
の
町
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
工
場

や
風
力
発
電
な
ど
四
つ
の
第
三
セ
ク
タ
ー

を
設
立
し
、
ニ
百
二
十
人
余
り
の
一雇
用
を

創
出
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
千
百
訟
を

管
理
す
る
「
葛
巻
町
畜
産
公
社
」
で
は
、

体
験
研
修
と
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く

り
に
参
加
者
全
員
が
挑
戦
し
た
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
が
聞
い
て
い
る

「
森
の
そ
ば
屋
」
さ
ん
で
は
、
ソ
パ
を
耕

作
し
、
水
車
で
粉
を
ひ
き
、
ソ
パ
を
打
つ

全園地域リーダー養成塾

作
業
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
働
い
て
い
る

お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
生
き
が
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

二
日
目
に
訪
れ
た
の
は
岡
県
山
形
村
の

山
村
文
化
を
体
験
で
き
る
「
バ
ッ
タ
リ
1

村
」
。
バ
ッ
タ
リ
!
と
は
水
の
カ
で
石
臼
を

つ
く
道
具
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
木
藤
古

徳
一
朗
村
長
さ
ん
の
地
域
づ
く
り
に
か
け

る
情
熱
を
拝
聴
し
た
。
そ
の
中
で
「
自
治

体
職
員
は
常
に
燃
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
「
地
域
に
ま
ち
づ
く
り
の
灯
火
を
つ

け
る
役
割
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、

バ
ッ
タ
リ
l
村
活
動
を
十
五
年
間
積
み
重

ね
て
こ
ら
れ
た
木
藤
古
村
長
な
ら
で
は
の

重
み
を
感
じ
た
。

次
に
訪
れ
た
岡
県
大
野
村
は
「
一
人
一

芸
の
里
」
を
標
ぼ
う
し
て
お
り
、
そ
の
拠

点
が
「
大
野
キ
ャ
ン
パ
ス
」
。
産
業
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
、
産
直
施
設
「
有
機
の
里
」
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
広

大
な
面
積
に
配
置
。
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
木
工
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
や
裂

き
織
り
の
工
房
を
整
備
し
、
雇
用
に
よ
る

定
住
人
口
増
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

三
日
目
は
青
森
県
に
向
か
い
、
ま
ず
訪

れ
た
の
は
因
子
町
。
日
本
一
の
ニ
ン
ニ
ク

の
産
地
で
あ
る
。
ニ
ン
ニ
ク
の
文
献
を
収

集
し
、
加
工
品
の
展
示
販
売
を
す
る
ガ
ー

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
り
、
郵
便

ポ
ス
ト
の
屋
根
に
ニ
ン
ニ
ク
の
模
型
を
付

け
て
い
る
ほ
ど
、
特
産
品
に
こ
だ
わ
っ
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
の
に
は
感
心

し
て
し
ま
っ
た
。

次
の
名
川
町
で
は
工
藤
祐
直
町
長
さ
ん

か
ら
農
産
物
直
売
所
で
あ
る
「
チ
ェ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
方
法
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
成
功
し
た
要
因
は
「
立
地

条
件
、
品
数
の
豊
富
さ
、
安
価
、
鮮
度
、

そ
れ
に
生
産
者
の
販
売
す
る
歓
び
」
と
の

お
話
を
聞
き
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
い
た
。

最
後
の
訪
問
地
の
岡
県
八
戸
市
は
、
新

幹
線
が
平
成
十
四
年
十
二
月
開
業
予
定
で

あ
り
、
高
速
道
路
と
併
せ
た
陸
上
交
通
、

さ
ら
に
三
沢
空
港
か
ら
の
空
の
交
通
、
苫

小
牧
、
室
蘭
へ
の
フ
ェ
リ
ー
就
航
の
海
上

交
通
と
、
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
四
月
オ
ー
プ
ン
し
た
八
戸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

を
見
学
し
た
が
、
住
民
は
資
源
ご
み
を
細

か
く
分
別
し
て
出
す
必
要
は
な
く
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
に
分
け
て
お
り
、
収
集
体
制
の

簡
易
さ
に
驚
い
た
。
資
源
循
環
型
社
会
へ

岩手県山形村のりてッタリ一村」木藤

古村長(前列左から 2人目)を囲んで

の
転
換
の
た
め
に
と
、
ご
み
を
出
す
住
民

側
に
多
大
な
負
担
を
い
と
も
簡
単
に
転
嫁

し
て
い
る
行
政
が
多
い
中
で
、
特
異
な
ご

み
行
政
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
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井
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画
財
政
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長



草地
む域

O
Lに
聞
い
た
「
素
敵
な
居
L

佐
賀
の
三
セ
ク
立
V
斗
ノ
作
成

佐
賀
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー

「ま

ち
づ
く
り
佐
賀
」
は
こ
の
ほ
ど
、

市
内
の

O
L
百
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

し
て
、
味
や
雰
囲
気
が
良
い
庖
を

紹
介
し
た
「
L
u
n
c
h
&
D
l

n
n
e
r
 
R
E
C
O
M
M
E
N
 

M
A
P
」
(O
L
お
す
す
め
の

庖
マ
ッ
プ
)
を
発
行
し
た
。

A
3
サ
イ
ズ
で
、
市
の
中
心
街

の
地
図
を
イ
ラ
ス
ト
風
に
描
き
、

「
喫
茶

・
軽
食
」
「
和
食
」
「
洋
食
」

「
飲
め
て
食
事
も
」
「
持
ち
帰
り
」

の
五
つ
の
分
類
で
約
四
十
底
を
紹

介
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
中
心

な
の
で
、
一
番
人
気
の
庄
の
ほ
か
、

隠
れ
た
人
気
の
屈
も
掲
載
し
て
い

る
と
い
う
。
地
図
は
市
内
の
全
戸

に
配
布
し
た
。

D 

創
業
支
援
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

荒
川
区
|
中
学
校
校
舎
を
活
用

東
京
都
荒
川
区
は
、
学
校
統
合

で
空
く
中
学
校
校
舎
を
利
用
し
、

I
T
関
連
事
業
な
ど
の
創
業
支
援

や
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
た
め
の
貸
し
オ
フ
ィ
ス
施
設
「
西

日
暮
里
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
オ
フ
ィ

ス
」
(
仮
称
)
を
十
月
に
開
設
す
る
。

創
業
支
援
オ
フ
ィ
ス
に
生
ま
れ

変
わ
る
の
は
三
月
で
閉
校
す
る
道

濯
山
中
学
校
。
教
室
な
ど
を
改
修

し、

二
十
室
つ
く
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
高
速
通

信
イ
ン
フ
ラ
を
完
備
す
る
予
定
で
、

各
室
に
は
高
速
通
信
回
線
へ
の
接

続
装
置
を
設
置
し
、
共
用
施
設
と

し
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
ポ
ツ

ト
」
を
用
意
す
る
。
オ
フ
ィ
ス
の

使
用
料
は

一
万
円
の
予
定
。

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
/
放
送
予
定

-3月4
日

岐
阜
県
'
多
治
見
市
、
八
幡
町

郡
上
八
幡
冬
の
風
物
詩

-3月日
日

大
分
県
日
田
市
、
佐
賀
関
町

天
領
日
田
の
ひ
な
ま
つ
り

-3月日
日

山
口
県
宇
部
市
、
下
関
市

緑
と
花
と
彫
刻
の
ま
ち

-3月白
日

総
壁
編
も
う

一
度
見
て
み
た
い

f

あ
の
町
あ
の
笑
顔

土午 T
部前己
主7S 
室時系
日 l ←
時 ノ←丑ま
さ工 i周
雲町百
自由警
翌30w 
ゐ分
り
ま
す

2霞む
調車シ

信?

h
r
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
に

4
柳
原
氏

岡
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
二

月
十
五
日
に
評
議
員
会
を
聞
き
、

十
六
日
付
で
理
事
に
柳
原
瑛
・
前

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
理

事
を
選
任
。
同
日
付
で
常
務
に
任

命
し
た
。
柳
原
氏
は
昭
和
四
十
二

年
自
治
省
入
省
、
大
臣
官
房
審
議

官
な
ど
を
務
め
た
。
大
平
充
夫
前

常
務
理
事
は
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
理
事
に
就
任
し
た
。

-
首
長
来
訪

V
岡
山
県
津
山
市

長

(
1
月
日
日
)

V
富
山
県
八
尾
町

長

(
1
月
四
日
)

V
埼
玉
県
羽
生
市

長

(1
月
四
日
)

V
福
井
県
大
野
市

長

(
1
月
M
日
)

中
尾
嘉
伸
市

吉
村
栄
二
町

今
成
守
雄
市

天
谷
光
治
市

-
〈
訂
正
こ
月
号
十
六
ペ
ー
ジ
の
筆

者
名
「
井
関
友
伸
」
氏
は
「
伊
関
友

伸
」
氏
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

地域産目白光W E-竺三一ト 3J tで面・問 、し ヱ史竺竺;ffート 3J tニザグ
出品開崎会を募集 F離毘高雪国首j「問問1彦玄暴 置闘関曹司箇語

・・・・・圃・・担圃LP--喝、ゐ請だこ一司司司‘圃由圃直置・圃・・由の

脚也樹舌性化センターでは、地方公共団体などの物産 ・観光担 ・・・・・E圃幽幽圃eea・・・・・・掛
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃誠子当者に対し、酬の特性や埋もれている資源を掘り起こし、それ 置圃圃-・圃圃圃圃主

らを生かした新たな観光資源づくり、産品開際、またそれらを地 本年|月 16日に八重山広域市町村圏事撫E合(沖

域づくりに結び付けるための実践的な着眼点や手法などの取得を 縄県)の人材育成事業として開催された黒潮塾にお

目的とした研修会を、全国各地で開催しております。 いて、当研修会を活用いただきました。

参加者は、物産・観い辰興に取り組んでいる地方この研修会は、地方公共団体などが希望する日程、会場で、地 ザ刈官 ノU

や実務者の方々約20人で、ビデオ上
域産品および観光の専門家による基諜脅浪ビテのオ樹オを用いた

日央、グループ7寅習の後、グリーンビジネスプロテ'ユ
グループ演習を実施し、参力暗はその地域に根ざした新たな士せ誠

ーサーの鈴木樹尊氏が藷平および講義をしました。
づくりの手法などを身に付けることができます。 品市

参日いただいた方からは、「地域にあった講義であ

より多くの物産、勧も担当者を育て、柑蛾に+良ざした産品開発、 り、参考になったJr参加型の耐彦会であり、有意義

まちづくりの第一歩を踏み出す手がかりとして、地方公共団体な てeあった」などといった声も寄せられており、大い

どからの応募をお待ちしております に実りある肝彦会であったと自負しております。

地周づくり2∞1年3月号<WJ46



公益文科大学
Tohoku University of Community Service and Science 

公益を学ぶ日本初の大学
世の中みんなにとってよい社会とは何か。

一人の人間として社会に何ができるのか。

社会を支える実践的な人材を育成する新しい大学が

山形県酒i士l市に誕生します。

公益学部/公益学科:経営系・社会系・環境系

慶慮義塾大学先端生命科学研究所 慶臆義塾の知的支援 今

都道府県
漫miP遊

慶慮義塾

既設5キャンパス
畑町1との密接な協力

度!@.義塾は、地方自治体などと連携して開設運営する

新時代の教育研究施設「タウンキャンパス」構怨として、山形県鶴岡市に

TTCK(TSURUOKA TOWN CAMPUS OF KEIO) 

を2001年4月に開設します。
そのrl'核となる先端生命科学研究所は、バイオインフォマティクス

などの先端的な研究に取り組みます。

東北公H 寸科大学 〒蜘ー∞44酒田市中町二丁目5番19-1l-tel位 34-26-5822fax.0234-2悶 50
JIII:........ 7.， "" -r-E-mail:koeki-u申sage.ocn.ne.jpURL:http://www.koeki-u.com 

山形県



四
万
十
川
源
流
域
に
位
置
す
る

「雲
の
上
の
町
ゆ
す
は
ら
」
は

総
面
積
二
百
三
十
六
平
方
J
で、

う
ち
九
一
%
を
林
野
が
占
め
る

自
然
豊
か
な
山
村
で
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
自

然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

-
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

標
高
千
三
百
灯
の
四
国
力
ル
ス

卜
高
原
に
流
れ
る
風
を
生
か
し

て
の
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、

年
開
発
電
量
三
百
七
十
万
J

門
ッ
/時
で
本
町
の
使
用
す
る
電

力
の
二
五
%
を
発
電
し
て
い
ま

す
。
青
い
空
と
緑
の
牧
場
、
白
い
羽

根
の
描
く
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、

自
然
に
マ

ッ
チ
し
、
観
光
や
環

境
面
で
の
P
R
の
一
役
を
担
っ

て
い
ま
す
。

-
地
熱
利
用
の
温
水
プ
ー
ル

地
下
百
れ
の
地
熱
を
利
用
し
た

温
水
プ
ー
ル
は
、
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
に
有
効
で
、
町

内
外
を
問
わ
ず
静
か
な
プ
|
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
先
代
か
ら
受
け

継
い
だ
環
境
を
次
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
、

地
球
に
優
し
い
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

地威づくり2∞T年3月号・48
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*日本橋プラサ、ピル

イベントスペース

1月実施イベント

E N E V 

*日柄喬プラザピル

イベントスペース

E 

3月イベン卜予定

|月 16日 ~18日

小坂町 (岐阜県)

飛騨小坂観光物産展。

3 月 14 日 ~16日

上山市 (山形県)

|月 25日 ~26日

芯毎町(山形県)

温海町の観光と物産展@

3 月 26日 ~28日

草加市(埼玉県)

|月 29日 ~30日

飯南町(三重県)

いいなん茶のPR 

脅13、るさと情報プラザ
イベントスペース

責ふるさと情報プラザ

イベントスペース

3 月 5 日 ~16日

富山県

3 月 21 日 ~3 月 29 日

弘前市 (青森県)

|月 4 日 ~12日

神戸市 (兵庫県)

神戸21世紀・復興記念事業のご
案内

|月 15日 ~25日

岡崎市 (愛知県)

観光PR展

|月 29臼 ~2 月 9 日

秋田市・盛岡市・宮古市

地域連携軸秋田 ・盛岡・宮古

観光物産展@

-
編
集
後
記

V
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
原
動
力
と
は
何
だ
ろ
う
。

ト
ッ
プ
の
決
断
、
担
当
者
の
着
想
。
そ
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
す
と
き
も
、
持
続
し
、
拡
大
さ

せ
て
い
く
と
き
も
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要

求
さ
れ
る
。
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
踏
み
出

す
勇
気
と
、
人
び
と
を
結
集
さ
せ
る
実
行
力
。

こ
れ
ら
の
総
体
が
原
動
力
か
も
し
れ
な
い
。
今

年
度
も
地
域
づ
く
り
自
治
大
臣
表
彰
が
決
ま
り
、

先
ご
ろ
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
受
賞
団

体
数
は
凹
十
三
団
体
と
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
ス

リ
ム
化
し
、

一一
層
、
狭
き
門
と
な
っ
た
よ
う
だ
o

v今
回
の
表
彰
特
集
は
、
編
集

・
構
成
を
従
来

の
表
彰
特
集
と
は
少
し
趣
を
変
え
て
み
た
。
表

彰
式
で
意
見
発
表
し
た
団
体
を
中
心
に
報
告
原

稿
の
執
筆
を
お
願
い
し
、
併
せ
て

「何
が
原
動

力
と
な
っ
た
か
」
「
陰
の
苦
心
談
」
と
い
っ
た
こ

と
を
「
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
コ
ラ
ム
風

に
童
日
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
コ

ラ
ム
か
ら
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
く

み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
そ
の
ほ
か

の
団
体
に
つ
い
て
は
、
編
集
部
の
文
責
で
紹
介

記
事
を
ま
と
め
た
。

V
自
治
大
臣
表
彰
の
特
集
の
た
め
に
、

「団
体
探

訪
」
「
女
性
パ
ワ

l
」
は
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(地
平
線
)

E
E
h
E
E
 

特
集
H
逆
転
の
発
想
で
ま
ち
お
こ
し

地威づくり3月号
平成13年3月1日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センター

東京都中央灰日本橋2-3-4 日本橋プラザピノレ13階 電話03-5202-613H代) http://www.chiiki dukuri-hyakka.or.jpj 
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宝くじの収益金は、 住昌~
身近な街ってりに役立つています

も多彩に広がってきていま哲二

そして、21世紀。

宝くじが目指す粒よりな夢たちにどう

⑧ZR日本宝〈じ協会
当せんはしっかり調べて、しっかり換金.

宝くじのホムベージ

http://www.takarakuji.nippon-net.ne.jp 

本宝くじ協会の助成を受けて刊行しています。

.外国発行の宝〈じを、日本国内において踊入することは、;査揮で禁止されτいます:
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